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事鑓・開始以来第 Ｔ 周年目 ｴ こ入って此Ａ起にその首初からの懸案であっ＿二位宅 ｾｾＱ｛ ・

都市の防火 ・物的人的資源の猷乏等諸問題への笠際的解決ーの必要さカヲit 々共 J ) 深

刻味を力ｊＱへて来＿こ。本合は ｪ えにこれ 当事の諸問題に着 ｉ ｬｲｾ して、［直宜 それが指導針 策

lこ寓査の努力を注いで取に。そして賀利.47に於けるそれが全般的な制限策はその

都度現 Ｑ ＱＮる事象に ｊＡｾｴ し合せて既 ｩ こ一段 ｊ 制Ｚ東り ｦ さつに貌である。而るに現貰の問題

の改善質施は遅々として逃ます¥反へって時の経過と共に続々恐る可 Z結果を累

お号してゐる。

厚生省の持務者住宅難緩和への封策は、昭和 14年度の住宅不足散として殻表さ

れ? こ数字 lこ劃して、果して何割の宜施が之 lこwつfこか。者| 叶f武装の? こめ lこは最も

緊; a : な防火ーーー在来の薪の山然1: る者11市の防火改修が、事詑自白と今日とを 比較し

て如何程の効果を増し? こか。支那空軍の徹底的 i哀械は之が霊行を遷延しでもよい

何等の理[1:1に もならない。敵は支那ー闘には限らない。殊に最近の lI3岡の大火は

この問題が単に戦時にのみ取り J 二げf られるものでない事全入念に教へてゐる。

物資の統: l il Jは主主々共の度を高め、緊急: 必要な所へ向はしめる筈の彪、不渡切 i午

の航行は如何なる結果ｾ招来し＿こか。技術者の人的資源の不足は、必然的に全醒

的な最大能率獲得の? こめに再分配を必要とし乍ら、一部に純動員法に ik る徴用令

の夜勤を見? こ以外、時りの大部分は哲態依然である。一方 tこは夜を日についで働

いてゐる者があるかと思ふと、他 方 に は統 ｈｩｬ ｊ 強 化に 託りて 、 無｝日 ｉｉｾ 嘆いてゐる者ー

がある。

これ等は今直商してゐる未曾有の事態に j起する一時的特換1聞として、或は止な

を ｾｦ 与ない事かもか ｵ れない。然し、共の特換期に於げる過程は、既にこれで充分

である。

方針は既に確定しに。徒に甲論乙駁 .1) 1待機ではない。 H佐賀行あるのみである。

各自はその部署 lこ附け。指導的立場にある者[ ま練り米つ? こ方策についてその運月j

に湾全ぞ期せよ。他は1 I ! f : 獄々とレて示され? こ方針に従って 111良序よ〈 一つ一つを築

いて行かう。一人一人が第一線に立つ将兵の如き員創さと熱主を持って。斯〈し

てこそ光輝ある紀元2600年は御東征の御j比: 嘆にも fjIAへTこ一大偉業完成への華々し

い首途となるであらう。



事 愛 乞 建 築 家

山口 正

1. 

戸を叩〈 風の音に夢を l政られ 、はて 、風か、配か、或ひは詩人ではあるま いか、 t 暫 し

は 耳 Ｚを澄 し、息 、を凝ら す 。夜半の こ の一時 、 時 Ｑ ｭ の空費 、 ｩｪｩｬｬ ｬ ｫ［珪の消耗 、 安Ｂ民の 中 断と Ｑｮｾ 経

な疲労I ; ; 0 これ位無駄な事もあるま い。 その無駄をな〈するにめに 、新になる無駄が建築

家 に課せ られ る。塀を高 〈し、 l" fJには問を備へ、 戸口 には錠をかげる。 しかも 向充・分なる

安 心 は得られす ｜ 叉 し でも 、 ｾ Ｚ を雌られ 、 耳二を澄ま し、 息、を凝らす。自然ｊＮＩ暴力 に 備へて

耐風に、耐震に 、と工夫を凝らす事は 、建築家に主つては喜びを以って背負は きれ? こ務め

である 。が、 盗 難 D 如寺 、或ひはその他 の、例へば志信とか、過失とか 、E位袋とか 、fi itr安

k か、い ふが如き 、人 r，Wjlt 合に於L、て、各(問D 努力 tこより 肝戒めて完全に防ぎ得る事が 、

人 間 相互 間 の 約 束 、 諒 ｪｉｪｾｊＩ 不足に基弘つまらぬ無駄を各 Ａ 日 Ｑ が背負はきれ 、 それ に 封 し て

建築家が苦努 し なければならぬと い ふ事は 、 首の建築家にとっては無論の事 、 その Ｑ ＡＡｾ ｙｊｫ 費

を負推する施主に とっても土佐へが? こし、事であらう。

風とか 、地震とか、豪雨とか 、そういふ自然現象 D 褒生は人 ) J の如何ともなし能はさ' る

主こ ろで 、僅かにそれに供へて、筋違を入れ、 屋棋を控 〈し 、堤防会築〈が如き努力のみ

が人間に浅されてゐる。それはそれでよし 、。燃し 、人I:¥JI・fl l1. の努力によって 、或る程度ま

で除去 し得る如き事に劃して 、 その様本的除去の抜本的療法{ t > 試み今、徒らに末梢的技葉

工 作に のみ波頭 す る如きは ｬｪｬｪ ｊｬか ｊ 患の詔 ｾＱ ｮ ｾ きにあらすで 、 この枝葉工作を負婚 し てゐる建築

家 とし て ，一言し ?こくなって来るのである。

特 に事盤は 、建築技術者の需要を急対し 、如何なる建築家も机I : l こ仕事を山日し 、 しか

も一方材料の不足は増々工事の進行金遅延せしめてゐる ilJ; 態である。この時に常 b、前tf¥"

の反省により 、 建築家の負婚を少しでも ｪｬｾ くする事は 、 建築家にとっては技術 の 向上をも

に らし、 施主にとっても亦最も望しき事であらう。

我 々は、かかる罪のな い、 迷信のない 、過失のない 、 とし、つ? こユ { トピア fl(JiJi l:0' 1を想像

す る場合 、 そ れ をｾｾＺみる事と 、 それを諦める事とを交互に味ははされる習慣を経験に持っ

てゐて、 身を打 ちこんで こ のユ ー トピア的ｩＡ ｴ ｴ 合の字千 ｔｉ こ熱情を持つ事は ｈｾ 司えないのであ

るが。若 し、 多少でも、この枇令がか〉る意味で改良され? こならば、建築家は[ 函臼〈もな

い苦慮から僻放されて、 もっと柴しい人生へJ ) 寄輿に迫はれる事になるであらう。

事鑓下建築材料は非常 lこ不足して 、窮乏の中に僅かに要求を渦して行〈拡態である。建

築家は、 僅かの材料 で目 的 を速するよ うに利巧な設計- に骨ぞ折: 1) ，重要物資に代る代別品

の夜明に除念がない。然 し、 錠前 の代) . j -J ri i ' 1 の研究に法顕するよりも住人の無いIIU: 併を作 る

11 2  



方が話は早いのである。唯、ころいふ考 l立、話が徐り合理的であ り過ぎて、誰もが考をそ

こにもって行こうとしない けれども、本宮 ［ は建築家も耐 ＱＺ 台も心ｾ一つにして老人て見なけ

ればならない事なのである。

2. 

上速の事ば、つまり、軍備に、封世界的軍備に杢力を I頃注してゐる日本が、その間内に

於りる釘隣人的軍備をやめよう主いふのである。もっと J J . 韓均に云八ば、我々の住宅には

塀もいらぬ、門も問も、戸口に錠もいらぬ。

我々の住宅は、風雨を防ぎ、裳暑を凌ぎ得fこならばそれでよい、我々の住宅から城郭性

を除去せよ! とそういよ、事をいつに のであるが、かかる目的をもって杭令の改良を闘る事

は必然弐のような事をもも? こらさす・にはおかぬ。

思ょ、 lこ、建築 U 、ふも のは、この位五? との閲係の深さに於いて 、hi 士令を皮膚に n魚八れば

建築はその皮膚から出る汗のようなものである。汗が、その瞳賓と事作i と性絡を現はす如

し建築は枇合を全的に表現し、その性格を明示する 。建築1 ) 背後にひそむ枇令ぞ、その

建築の表現によって、讃みとる事は容易である。ユートピア的l仕合の建築なら ば、全的な

真夏 ｅ の肯定を示すであらうように、こ の世の 建築は、そ の属 する ￱ ￬Ｍｬ ｾ￝ｦ に於ける、民現の歪

みの程度を示し、或ひは全吋な否定を現はす。これはこの世が ￬ｾＩｭ に釣して熱情を持＿こな

いに めに、 ，多〈の不合理を抱括するにめである。事挫の刺戟によって、この此の中がい く

ちかでーも真理への歩みそ進めるならばいくらかでもよい建築が得られる事は道理である。

よい建築が得られるのも、惑い建築しか得られない 1)も 、建築がすべて枇併を反映するも

のである以上、枇令そのものの封事笠泊先に待fこねばならぬのである。であるから、社合

の改良は必然、立i反な建築が現はれる? こめの素因? こり得るのである。

3. 

こういよ、六きな問題は、あまり建築家の興味を持ち得な いところであらう。何よりも首

商の重大問題は、建築材料力不足である。如何にして材料を獲得するか、が建築家ー今日の

緊急問題である。しかも、耐火建築、防空建築等 D 材不千平存度:D多い建築が要求されてゐる

のである。材ｾ［ 千 ￐ 士宮要し不足とはｊｬ ［Ｇｪ げ合って ｾｾＱＺ しい不合盟主 Ｗ 生んで、勢ひ材料 Ｇｄ 奪取

戦となり、諸々の統l I ilJ e なつ? こ。きで、かかる難渇に出遇はして、施すに術なし呆然と

して手をつかねてゐろ有様である。何もしない、日住局筒 J ) 箆るのをfうってゐる 。その中に

は物事が JI闘序よ〈運ぶようになるであらう。我々が従来踏んで来? こ道、) 1 出裡に描〈はこの

坦々? こる道である、そしてその道が正し L、か否かは問題ではない。陥る意気地のない心境

である。道を拓くことに熱情を持つでもなりれば、新しい理想、を打ちにてて進むのでもな

い、かと 云って、現賓に安協を示すかといふに、そうでもない。? こに錨を下して晴れるの

を待ってゐる。であるから、局商打開に封して何等の努力は試みられない。 Tこに最も熱心

に試みられる努力は、己及び己 の開係の国滑なる流動を困る事に釘してである。する事力:

3  If 
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利己的である、{ 聞を包むところの全臨への閲心がない。? ごから、僅かの材料を奪ひ合五、、

自分注の扱ってゐるところの仕事が、今岡家の最も必要とするものかどうか、でなしに、

その仕事を如向に素早く成し遂げるか、?ごりが問題なのである。如何なる建築を岡家の? こ

めに必要 とし、又如何なる建築をこの際中止すべきかの、常識判断位は説にも容易に出来

る筈である。然るに' J f W¥は如何? 如何に生計の? こめ、営業の? こめとは云ひながら、時げこ

ん1:: 仕事を欄んにが長後、判新も糞もあっ? こものか。かくして岡家的ならざる使途にあは

れ貴重な材料は泊、費されて行い

間2廷は、こうい」、愚かなる行常に供へて、あらゆる制限の法則を設げに。法則の強墜を

以ってしなりれば、建築家建は自らの力を以って自らを正しく律し得なかっ? こからであ

る。餓材の、木材の、統制とか、築造許可のniIJ J主とか、又住宅の大きにまで制限必寸法を

興八られTこ如きは、建築家刀良心的自律力紙如に封して、岡家の設げ 1こ、塀であり、問で

あ り錠で ある。

事鑓は建築家が正義ーの迅ーを歩 ￙ｾｦ を要求し ｉ 刻家はその正義に信頼せんと欲してゐる。

4  

かくして、幾多 η 法則 ｾ ＷＩ力によって、材料』立問家的なる方面に向りられ、事鐙に釣する

施設が闘滑lこ行はれる事は、先づ結構な事ではあるが、そ '. 7 ) 材料を多〈獲得し得る (flil _7) 仕

事に携つてゐる人々は、かかl る便利が貰は多〈の不便によっても? こらされにものゼある事

を忘れす' に一層の細心なる使ひ方を考へなげればならない。叉、不便{ f l床』、側 'J) 人々 も、

こんな材料の不足位lこその筑を沈ませではならない。問看之が最も恐れてゐるであらうと筆

者が想像するところは、多〈の建築家建が不自 Fll とか不(ilU: かの蔭に意気治沈してしまよ、

事である。我々はこの機 ?r に、従来我々のやって来? こ事や、我々の態度等 lこ就いてー肱考

へなほしてみる必要がある。そこに或ひはもっ t 容易な道が設見されるかも知れない。我

々は平坦なる道を楽々と歩んで司什こ順風に穏かすぎる航海を続げて司q: 。今事境に /-Hi 邑は

して、よき反省、の機ヂ? を持つ fこのである。反省もなく、再びもとの千坦なる道、平穏なる

航海にもどれば、正しき ｩｴｩ は氷久に設見きれないかもｾ｟Ｚｉｬ ｨ ない。我々の設計には徐痢 ｴｬ Ｚｄ銚

筋がコンクリート・の ｱｾ に眠ってゐるかもしれない、 ｉ 切るすぎる窓が徒らに却って ｍ ｬＱ ｊ を傷

めてゐるかもしれない、そういよ、技術上の些細lな事柄にもこの際防桁な l吟味を試みようで

はないか。

銭筋に代はる竹筋ｻｦｾ八てみるのもよい、叉計算法を進めて鍛筋 ｄ 使ｦｉｪ量を少くするの

もよい、又かかる構造物自瞳D イ了在の理 (IHこ枇合的なる検討を加l八るもよい、 11佐々漫然と

してゐる事は絶望I"fに不可である。

叉、こんな事も考八てみ? こいと思ふ。日本はi熟度の闘である。? ごから刃物とか、銃とか

の如きやむを得ぬものを除いては什器はすべて木製であり 、陶製であっ? こ。この事は同じ

* 洋でも 、鈍器、民餓銅器等c{ f 珍重し? こ大陸や牛島とは著しい封比をなすものであっ? こ。



か〉る風土へヨコ合湿性も、一度ぴヨーロツパ の文化に i吹き 捲られてからは 、什器といはす'

宣告書といはす¥建築部分品といは十、あらゆる生活に附するも のがすべて、銅に、異論に

鍛に委主? 境へ? このでめる。か〉る i頃向は、かかる材料に乏しい日本 t して は賞 iこ無反省7よ

行きすぎであり、又風土へ の 反逆でもあっ＿こ 。 それらに就いても今反省 の機合ｾ 興八られ

? こと考ふべきであらう。

事費はこうして建築家建に問 Ｒ 買っ姿を 正確にとら八る機Ｐｲｾ興へ、今後 ｉＡＭ 供へる方策目 ｄ

研績を動奨する@

() .  

この又 となき機 ??? に、 かくの如〈色々の反省をなし、是正を行ふのであるが、特 に 1 :項

を設けて強調し＿こし、のは建築家に都市 ｾｉ 妻子門別生協会興八 、 ｾｉ 家的立論をその業務の上に

行はしめる事である。

ｬ 戸 、 の住宅を建築するに首つでも、我々は色々の事に考Ａ置を抑ふ。 ￌｦｵｾ 異 ＱＱ 九二供へて塀を巡

らし、地を7築いて洪水からまぬがれよう とし、 或ひは排水を完全にして衛生 上の完壊を |高|

る。然し、いかに塀を高〈しでも、生活に困る人々へ? っ考慮がなければ、そ の: Wfを乗 り越

へる能人も現はれようし、いかに衛生を刷! をしても、他に非術生な地域があれば、体染病ー

は蝿と共に塀ｾ越 へて我々に 逼るでみらう。およそ自分 ｦ ごりの事を考へる ￐ みで 、他 を＿考

へない;場合は、すべてこんな風に報ひは己に返る。天に向って唾するようなものである。

先づ、例に封する考慮をあとにじて、さきに全謹D事を? 巧へる o 1向から設， i十を 111設させす下

f缶詰から例そ害IJ 1) I竹し、{ 問主? 規定し、かかる 伺を以って絶釘 とす る。

例へば、 我々の宅地 ｄ 聞きは 、と ￠ 依が標準〆 ｉＧｾ か。 ｬ こまか、て、我々は自分 Ｚｄ 勝手な希望

に、世間のしき? こりを参考にしにも のを以って標準とする。 そし てその院 さが、この闘に

生 ｬＺ￙ 人ｬＱ ｜ｪ として正首に割りｾｾｾてられにものに 合致 する や否や ｩ こ 就いては考八てもみない。

そう し寸、考へ方を否定し? こ い。岡ゴ二杢謹から; } ; へて 、我々 lこはどの1i/. ..7 ) 庚さの宅地が過賞

かを決屯する っち法に従: まねばならない。

例八ば、 我が関 D 農籾|地商肢は600i嵩町歩で農家D 戸数が550寓戸あるから 、 l  戸平均 D

耕作商肢は ｬ 町 ｩ 段ｾユ足らすＧである。 といふ風 にして、 その ｬ 町 ｬ 段 ｴｴ［Ｎｾ 標， ｻ 主にして増産

の計葺とか、努 断D 基準その他の諸問題を% へて行し こんな風 lこして全日豊から例に' ; ) 5 へ

を向りて行かねばならない。きて、ど の位の院 さが、宅地 の標準であるかは、一律にも行

かぬし、ここで判然さす必要もないのであるが、方 1町 方屋敷とか、或ひはその四字分。

ものでも、きっとそ の標準よりは大きいものであらう。であるとすれば、こ んな大きなも

のは、宅地 'J) 買潤であり、買占めでみる。限り ある閥土をか〉る優先陣者に占められては

後から宅地主? 得ようとするものは思ふような、或ひ ( ま標γ{I i 的な宅地を得られない事にな

る。これは明かに地上機7 ) 買溜であってその問閣を歩ます事 lこよって、他人 の交通費を嵩

らせ、又必然他より 蝕分に物資を治資する如きは、岡l:¥!;，'I'. J な; 謙譲 D 徳にも反するし、もと

5  11 
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より近代的な思想ではあり得ない。よし建築家等が、ゃれ住宅の蹟 さはどうの、宅地 の

ｨＧｾさは ＳＰＰ 坪なければいりないの、と、自分の感情 ｬ こ Ｑ 去し無責任な一人合賠を珪表して

よい策になっ τ ゐるが、主投も ftR、笑J 、』こ堪八ないものである。

明か横道 iこ築が走つ 7こが、建事築在家は、か t の如〈し、

つりて設計計Ｎｾを＿する事が必必‘要である。特に、か〉る大きな反省は、今事 鑓の機合 に於いで需

きなりれば将来再びこのよさ機合はないであらう。

6. 

都市計霊 t か間土計聾とかいふ言葉 lこつれて、是非一筆染め ておかねばならぬ事 lこ、時

節柄、問園都市出現への要望がある。

事費は移しい、敢の工場の、住宅の、その外色々の新築を要求してゐる。杢鰭より例を

規定す工るといふ考へ方の貰践には府機でもあり、叉最も必要とする時でもある。や? こちに

無統制に、工場を建てではならない、 工場を建てるべき地域を 、j走も その? こめに都合のよ

いよ也城公設定せよ。今事業家が JJ 出みの甑は、工場を建てる敷地の得郊Iい事である。工場地

域は大規模なものを以って理想とする。 l ケの! 院にも相話する f立の地域を以って大工場地

域を設定するのでなげれば_ f f i l 想的なるものは得られない。が、極〈小規模な、現在賓現さ

れ得る可能性のあるもの lこ就いていよ、ならば、現在行はれてゐる如き無味乾燥な方法は如

何に事鑓下と雌払否事援下なればこそ向更、許さるべきではない。古い事ながら、レツ

チウオース、ウヱルウイシ、 Ｎ ｩＳｘￚＧ はク ー ルツプ等の工壌を中心としての附岡部前にｻｾｻって得

られに理想的工場都市の理論を宜践にうっすべきである。建築家は、工場建築家は、工場

を建て塀を巡らして、それで} 目前みではいりない。工場の問聞に紘を航えつげ住宅を建て

工場に関係ある人々の縞利の? こめの設備を完了し、防空への備へ、厚生への考慮、等、そ

こに人間生活の理想、境を宜現する迄に、事業家への勘奨の賀を負ふべきである。

事鑓)J>長げれば長い程、建築家のこの責務は重大である。どうにか、こうにか働ける程

度の工壌を造り、附近に運河でもあれば、工場として不足なきものであるか の如〈思ひ、

徒らに、建設費を切りつめて事業家に畑ぴ、職工は、 6 ｾｉ 占に Ｓ 人慌てゐょうが、 Ｕ 人寝て

ゐょうが、集にもしない。こんな建築家が工場建築に従事してゐるI 1Hは、工業?っ股賑は望

むべ〈もない。そこにあるものは草なる工業力繁忙にすぎない。股脹とは事業も柴へ、閥

係する人間が皆幸隔になって始めて云ひ得る言葉である。都市計撃の専問家は何をしてゐ

るのか。統制ばやりの今、多〈の工壌を一括して新しく工場地域を中心とする間関都市を

開設する如きは、統l I t l! 流の奥義を以つですれば、極めて容易でもあり、且つ倣ばれる事心

定であらう。

7. 

幸稲なる筆者は、この一 文 を 本 し つ つ 、忠霊堵: 岡案懸賞募集の首選岡案の護表に接し

に。その一等首選岡築をみて、lまも喜びとすると ころは、 筆者が筏かに恐れτ ゐ?こところ



の、日本的なるものへの形象追従が少しも見られない事である。今後、この岡案に劃して

色々の批判も設表される事と思ふが、如何なる批判も、先づ作者'1こも選者にも 、 この賠ケ

多とぜ.ねばなるまい。この事1: げでも、まこと tこ意義1栄誉懸賞募集ずあっ? こと思1、。従来

町かかる企て には. きまうて過公の日本の姿が現ばh'1こものである。しかももカゆもる' 色のjJ.;

佐々首選め柴容を捨つ? このであっ7こ。建築家の目が過去の美じじ、形象へ向りられれ事は無

理からぬ事ではあっ? こ。我々の過去には事賓美しい欝術て乃花がI失心? このである。 ' 行きづま ー

つ? ごと都せられる我々の世界で・はこの過去の花が特別鮮かに見 'えに事に何の不思議もな

い@今ぞの花を省みて、保有: ' 1 : ' 企- r 、復興をも t ろみ、研究しようとする事に異議はな

いイ. こういふ美じい過去を忘れてはならないし、その特長を失つ? こり、知らなかっ? こりす

る事はよろし〈なし、。? こ丸この過去をもう一度現世に咲かせて、それによって岡民的自

売を促そうなどとはもっての外でゐんかかる意岡に基寺 、かかる意識 fつもどに、まとも

な喜術が得ちるべき筈はない。しかも、この過去の嬰術力花ト侃狭間粋主義者の制念にな

ってゐる如き太古の日本の姿ではないのであって 、太古より今に到る長い文化の持僚の問

に、それそ' れの時代に受け入れられに異闘の文化器術が、あまり永い問この閣に根を下し

? こにめに、如何にもそれが日本のエッセンスの如〈見えるに過ぎないのである。

霊E術がかく{ 専へられて月日を経過する lこは既に作られにものが、これから作合れものに

働きかけ 、ヨたからヨたへと影響を興へつつ進むものでゐるから、我々の臆内に 、速い nl且先の

血が流れてゐる如〈、我々の袈術には、やはり速い祖先の塾術が脈打つてゐるのでーあれ

か〈の如〈、ヨたから 三たへと影響して、経過する事が停統といふものである。偽. 統が古いと

い」、事は、太古から、 2600年もの昔から、一つのものが次のものを規定しながら続いて今

日に到ってゐるといふ事である。であるから我々が今作るところのものには、かかる体統

があ; 1 ) 、ぞの我々 に'はかかる血統がある。それは純粋な現代の否定であって、現代は必

十背後に2600年の隠史を持つといふ事である。故に、我々が日本的といよ、事に憧れて過去

のある時代まで後退して、そこに出殻の黙を定めんとするが如きは真 lこ日本的なら/ えとす

る道ではない。一つーの錯先的行動である。

かか芯錯畳 tこ基いて、文化の流れに澱みを作れ流れを腐らせる事は、華街'1の花をも暁

かせす¥文化の進展をも阻む事である。今次の事鑓はこの流れの寝台打ち設して、 7.K1こ快

き流れを輿へ? こといふべきであらう。事鐙が我々に最も要求するところは、健全且つ恨

重な石理性に基いて事を決する事である。我々が気楽に日本の過去の姿に世al 1こ れ 奈 良

朝や平安朝に思慕を寄せに1 ) 、勝手気僚な熱を吹いて居れるのは、何カヘこの日本を文へ

てゐるからか。それを考ｾてみなりればな ら ぬ。ｾ何が日本を文へてゐるか』これは事鎚

が建築家 lこ興へ?こ最も貴重なる反省への誘である。

8.  

事費はか〈の如〈多〈の反省を建築家に興へ? ニのであるが、最後に 、事鎚が建築気に興
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へ?こ一つ D 重大なる課題 lこ就いて考へなげればならない。

それは大陸将来の建築華街 D 問題である。無論、大陸 tこは建築のみならす、あらゆる他

の護術ドあり、叉文化 ｄ 諸 ｭ がある。が、之れらは向れも精自の Ｓ 工場ｾ以って作在全統 ｶＱ

或ひ l主己主鑓しτ 安誌なるものとなり得るところ のものである。 ひとり建築謀術 D 如きも の

じ苔IJ つては、事が甚だ面倒である。これは建築の如寺 、他の宴術 とは事情 ，J) 机異せる喜術

1::' 限つ τ 起るところの問題である。

大陸には抵 lこ宍陸自身の惇統を持つ立仮な建築があり、叉、我々 大陸終ういの建築を捨五、

日本人には、これま? こ香ぐはしい日本の血が流れてゐる。大陸本来の ものと、日本から移

すべきものと、更に大践のそれにも幾臨類かのものがあらうし、それらをごっちゃ に混ぜ'

て、民放の脆類行けの建築ぞ列べるような事になれば、それは百鬼夜行である。そこに建

うものは、各々色々の系統ぞ持つものであらうから、それらの雑多なものを統一- する力は

ひとりその植栽地刀風土に順階させるといふ事より外にはない。

日本喪術の特性は、ゆかしさと、風間と、内面的な黙と lこある。これに制して、 大障の

それは、およそこれとは反封の性質を特性とする。色々なものが混合しでもかまはぬと云

へばそれまでであるが、殖民地的な羽 ｴ 駁浮薄なる混合喪中ｦｌＧ￭が陣ｼ際書術とか新犬 ｾＡｉ 台風とかい

よ、美名のも el こ行はれるような事 tこ、新しなれば、近き将来に於いて、我々は重ねて反省

ぞ要求される運命に/ 31遇ふであらう。

か〈大陸を稿民地的な m見方に於L、て. 閥、しかもそれを民族の力をあげて建設し、誕り

育てて行〈が如き事は何れの民族と ても堆へ得ぬところであらう。

自らの閥に住みながら 、最も自分速に近い華やI t ' i し最も異同風なそれとを同時に所有し

て行〈事は、樹立問力闘民には、これま? こ地へ得ぬところであらう。

建築。みなら令、食物にしても衣服にしてもそうである。日本人は日本食和食ひ、日本

月ｾｾ若て暮し、大陸入は大陸 イ ＱＩ食と ｾＱ ｕＺＮで暮す。車の乗りすりにも不便な日本 ｈｒ は 、大陸

の気候に: ! 1t 'φべくもな いか ら、衣服 フコ的式は) ¥. 陸: っそれに合流するでもあらうが、; 政行者

とか、 一 生の ｾｉｬ の何年かを限って大院に過す人 ｪ 主とかならば兎も ｦｩｊ 、な Ｚｴｅｴ を大 ｬ 岐に移し大

陸?っ土とならう人々に於ては、何千年* 受けつひでボ1: 血0 )
14l

にT日る魂が、日本喪中f. j の特

ＧＱＱ へＺＱＩ ｴ 取れに ￬ｾｩｬ き立つ日のある事を愛ふるのである。 ｬ￘ｾ 白とか、Ｉ陀さとかを特性主する日

本入力凪l ド、ぞれとは正反釣な濃厚とほi丈を誇示する大| 技力器事IL' i と如何なる lli に於いて調

和1を鼓見するであらうか。正反封な血と塾術とを士I立させて、刑民地内句な現象を呈する事

は謀術上: 0 ) 喜摩I1でもあり、ヨH掌1J でもある。正しくこれを事鑓/ J ; 建築家に需品しに一つの大問

題といはなければなるまい p ( 15，1. 10)  
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建 築 15 政

1.前 が き

と 都

戸有

国

市 構 築

陸

編胸部の方より興へられに「建築行政と都市榊築」の題下に最近の都市計・訟提に建築行

政の趨勢に就て感じ fこ僚を書いて見ょう。

組最近まで何千坪の敷地ｾ持つに工場と云へば我々の耳には随分大規模な工場として感

じられ? こ。近頃ではそんな感じは殆ど起って米ない。 f A重工業令祉は X 町の郊外で何務

坪の敷地を持つに工場ぞ建設することになっ? こ。J f B製鋼令枇は Y 村附近で十何高坪の土

地を貰牧して工場建設の計 霊 中であれ ｾ ｾ ｟ ＮＮ 期工事の建築 ｦｦｦ￮ｴＧｩ 丈でも何寓坪のものが出来

るさうに。」等々の素張らしいニユ ースが次々に現はれて米るのに慣れて今では大工場と

云へば直ぐ何寓坪位かと考へるのが常識のやうになりつ、ある。

以上. のやうな事賀丈から考へでも今度の事事きを通じて我が 日本の生産力が舎で見 5 る程

飛躍狗な設展を迩げつ〉あることを感せ' す'1こはゐられない。之とイil: 行して餓鋼11m限を始め

とする事鐙以来打椋いて公平'[jjif 施せられつ〉ある諸統i ! JI ]');Ji 則に依って建築の生産機構更 lこ

大きく云へば我闘の粧桝機構が相官根本的 tこ共の形 i刊を控化しつ〉あることも亦誰しも認

める所である。従って氷るべき時代が良かれ悪かれ従来と徐程遠つに枇 ｾＺＱｊｻＩ｜ｨ 産となるべき

ことは漠然とながら充分1象想し得る。

2. 牟農業民軽工業園より 重工業国へ

明治維新以来我闘の工業は質に驚異的な辿度を以て殻展しTこのであるが、之を世界的な

水準よ b見れば未r: 多分に農業本位的な性絡を持つに軽工業問の域 lこあると云はれてゐ

る。吃のことは火の諸表に依つでも首肯されるであらう。

第 1:表 列関職業別人口比率 ( 宥染者総数二封 λ ル百分率〉

日 本 ア メ リ カ 川 ツ jンzドZを除fJ く三
ザー Jν を除く

フ ラ ン ス イF リ ー カ ナ ダ 印 皮

良 書長 林 業 水 産 業 49. 5 22. 0 28.9  6. 6 35. 6 47. 3 30. 9 66. 4 

工 業 sm 業 20. 0  30. 9 40. 4 37. 7  33. 6 30. 3 18. 8 10. 7  

調 査
t. p  今ζ 1930 1C，30 1933 1931  1931 1931 1931 1931 

Ｈ内閣統計局調ー「朝日 ＦＱｾ ＺｩｩＧ ｾｊ に依るＩ

Ｈ単位百ｻｊ ｾｬ 荏〉

( 1) 例へば J . オ ー チ ヤ ー 1.. 箸「日本工業論」
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ｴＨ ｾＳ 表我岡工業 ｊＩ 産業別工場致 、 ｊｦ ，抜工数 、 生産額の割合

| 糊| 金渇
機械器具窯業 化 事 製材木製 印刷製本 食料品 J，i; J析電; 泉 兵イ'tl!. 百十

一 一

毒 M l ; 1 5 8

7. 9 I  6. 2 6. 0 6. 3 2. 8 15. 5 0. 5 8. I  100 

費支 1934年 8. 2 11. 8  I  4. 6 5. 3 8. 4 4. 0 16. 7  0. 7 10. 0 100 

トー一一一

事主 19i 9年 55. 5 4. 7  12. 3  4. 6 7. 1  2. 8 1. 9  己.5 0. 4  4. 2  100 

工

歎 1934年 42. 4  8. 1  17. 6 3. 6 8. 5  3. 4 2.7 6. 5 0. 4 も.7 ｾｏｏ＠

} 一一←

一
生 1919&f- 50. 4 5. 2 11. 0  2. 7 11. 9  2. 4  1. 0  11. 3  1. 0  

E量

鎖 1934年 31. 1  15.6 11. 5  2. 7 16. 1 2. 3 2. 1 11. 1  3. 9 3. 6 I  100 

( 商工省調一一部者「工務経替統計 J Iこ依 る〕

第4表 我問工業の産業別輪出比率 ( 生産額に封する輸出額の割合70)

‘ 繊維工業 金属工業 機械工業| 惜工業 策 業 |食料品工業 雑 工 業 紙、 言|

昭和4年 42. 0 4. 5  6.1 9. 9  21. 4  8. 5 14. 0 23. 0 

6年 32.  I  7. 2 7. 8 9. 5 18. 5  己.3 9. 9  17. 8 

11 年 31. 0  7. 2 11. 9  10. 3  21. 0  10. 9  25. 5  18. 8  

〈三菱綴i費研完Ji Jj 調査一一一「統制経済濯本 J Iこ依る〉

tl15表 昭和 11 年に於ける我岡輸出入品の{ 民俗順f骨::!iti び lこ{!!{ ;俗 〈償給単位百前闘 〉

順 位 2  3  4  う 6  7  8  9  10 

綿織物 生来車 人絹総物 機被煩 S鏡 銭 J古類 絹織物

メ リ ヤ ス

毛織物 陶磁器

f急b会Uて "同ロ

輸 出

484 393 149 82 76 71 68 50 46 43 

棉 花 羊 毛 餓
原 町|豆 煩 |生コi

鎖 石 石 炭

輸 入

850 201 192 130 1  83 I  73 1  67 51 うl

〈大蔵省調一一 「将日年鑑」 に依る〉

以上の諸表に就て見るも、世界有1: 覇 の域に迄夜民Tこし紡織業主? 筆頭とする ipH( 工業は別と

して、我岡重工業の生産力は所詔一等医lの中で従' i ( 最も貧弱であっ? こ ことをう:11 らねばなら

ない。そ九は未r: 関内産業の城主? 脱してゐなかっ? このみならすイIJ }ul のt(lj: 外依存性と云ょ、根

本吋な弱駐を持ってゐる。我々は此の現賓の土茶の上に立って戦午: と大陸の建設を同時に

遂行しつ〉あるのr: 。従って共! 起には必然消 lこ我岡工業 D 働大飛躍 j う至編成3俸が強要され

日浦支をーム盟 主し fこ強力な自給j経怖の建設が必至. となる。既に{ i モ割院に於ては昭和 13年よ

り同 16年間に豆り重要重化事工業品の自給自足計霊が立てられ fこ。( 共の後日潟支綜合計白

書に依り更に修正され? こが共の内容は設表禁止になってゐる c) それに依れば昭和 16年 tこ

は之等の生産力は 13年 tこ於ける数{ f f - J う至数十f&となるものもあり、全瞳としてはがJ 2  1*に

扱大されることになってゐる。然しj析かる急速なる飛躍 '1句建設が既に見?こ如き工業水準の

上 tこ而も激烈なる近代消耗戦を通じて行はれる以上、餓共他の建設資材のi l i ; i c乏を始めとす

る諸矛盾、諸困難/ J ; 錯綜進展して行〈乙とは亦止むを得ない開結であり時局の察易ならぬ
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重大性を感ぜl 'ーにはゐられない。ぞれは兎も角として、軽工業潤より重工業国八の締換こ

そ今我閤産業界が共の凡ゆる困難にも拘らす開現しつ〉ある現宜ーの姿である。

3.都市計壷並に建築行政に扱ける問題

以上に 於て概観 し?こる我閥産業の重工業化への編成替と結び付し 、て、都市 計111並に建築

行政の部 門 に如何なる問題が生起しつ〉あるか、又之等 ［の 問題を併決する篤 ｬ 二我々は何ｾ

ｾすべきかに就て考察しよう。

< > 生産の集中と都市の分散

先づ注目さるべきは工場規投ーのE 大化と地方分散の (tfj 向である。工業企業の蛾大集中は

勿論今新し〈始まつにものではないが支那事鑓は此の傾向を若し〈強化護民せしめつ〉あ

2。そ して之は又、工場力地方分散 ftJ ' i 向刀強化と不可分に結びついてゐ 20 EPち霊化撃工

業部門 に於ける急: 激なる需要原因 fこる支那事提を契機として留米の工場内に於げる生産施

設並に生産力は摘張に次ぐ揃張に依って飽和総に速し向指要にませする著し い立遅れを克服

すべ〈従来に数倍する繍張敷地を他に求めつ〉ある。他方に於て資本の集前集中は lA倒的

に進展し、中小 、 零細 ｬ 工場を共の傘下 ｬ こ従属せしめつ〉、愈々調占資本としての支配力ｾ

般大強化する。今やー資本の経営する ー工場若〈は数佃の工場のみてー裕に人口敏高若〈は

十数高力都市を形成する程7 ) 規肢の ものとなりつ〉あるのみならす>j 折かる E 大工場の新設

協張刀必要が椀々として閤家の生産抗充計主に従って起りつ Y ある。市もか〉る大規模工

場は宮司 ｾ ｉ ｬＩ 建て詰つ＿こ大都 ￯ ｬｩ 内に共の新設蹴恨の敷地を見出すことは殆ど不可能であると

共に 、地ｻ 貨の声 ｊ し 、 普大都市又は ｾｴ の接続部 ｬ こ之を担設することは粧桝均に著し ｴ 不 利 でゐ

る。又一方に於て斯かる大規技工場は共の強大なる資本力に依って、大都市に於て享受し

得る程々の使鏡石＿離れて凋立に自己自身の粧管設展 ｬ こ必要なる環境保 Ｑｬ�ｾ 建設し得る。 ｊｗ

ち既 iこ調力で自己の都市を形成し得る能力を獲得し? このである。之に更に空襲の危険に fi

する政治的な意|函l も加って蕊 lこE 大工場の地方分散が現置に行はれるのである。以前より

唱道せられてゐる段付救刊を名目とする農村副業の工業化に比し著しい懸隔を有するもの

ＨＲＩ 比の重工業化の傾向は然し 、 支那 事境勃ｾ後に起つにものでは勿論ないＡｲ￩に惑か以前より除々

に行はれ、事者塁自liJの数年間l には待にその傾向が顕著となりつ》めつれのでめって、本鎚は只之に

拍車を接HJ i こに過ぎない。此のことは自iJ1誌の第3. 4衣並 に次表に依つでも看取し得る。

生産比重の控化 C%)
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である。農村 iこ工業が設展する程度のものではなくして、農村が新興の工業都市に取って

fそられることを意味する。即ちそれは翠なる工業の分散ではな〈者[1i ! T の分散と云ひ得る。

我々は今や斯かる質例を群馬、茨城、nill l
奈川 |、 愛知、三 重、兵 庫、 山口等の諸J障に於て見

んとしてゐるのであって、 正に我閣工業費展の劃期的な段階と云ばねばならぬ。主主に於

て、例 々の都市一一而も多〈は既成の漸次膨脹して行〈都市ーーを釘象として各調立に計

聾主主備せんとする従来の都市計苫; は共の計霊範囲の狭小さ地域的にも又事業商目に於ても

綜合性 D 不充分さ等の震に種々の猷陥と困難tこ曝されぎるを得ない。新興工業都市の設展

如何は新*! f li 建設の大事業に絶大なる影響を及ぼすべきものである以上、之等に封する施

設計聾はより強化され? こ綜合ブJ に依って、最も有機的 iこ、 且集中的に計重賞泌され些かの

非合理も無駄も之を絶滅しなりればならない。地方計重乃至岡土計霊の必要が最近頓 lこや

かまし〈 叫 ばれる所以であり 、都市計霊より地方計ー霊、閤土計霊への必然性は主主々多〈の

人 々の確信となりつ、ある。又此の* 商の傾向として既成都市に於げる諸障の寄惑を列i脅

し、 更に最近の防空問題と結ん Ｑｾ 過大都市防止論が現れつ〉あるのも注目すべきである。

然し議論に先立つて先づ我々の矯さねばならぬものは計藍を 合加的 に押し進める需の調脊

研究であり邸論の確立でなげればならない。更に斯かる附勢に 11乎l位? して市街地建築物法守

中 心 とする建築行政部門に於ても共の泊 Ｉｾｪ 範囲金全閥的に蛸大すると共に、より綜 合的な

強大なる組織に逃ままるを得な〈なるは必然であって、此力方 l百iの事に就ては次項に於て

吉己することにする。

< > 住宅問題

急: 速なる重工業日本への進展に伴って持働力も亦新設i腐張せられつ〉ある工場のf ，1 ; JI到に

集中せられることは明かであ 2; 之等持務者の賃銀は一般に想、除される程決して培大して

ゐないのが貰依のやうである)。試みに全閣持働賃銀の工均に就て見れば次の如く質質賃銀

は寧ろ低下の傾向にさへある。而も他の生計費指数の士宮大に比し住居費指数の昂騰が最も

賃 銀 小E貨物償 資質賃銀 生計変 住居資 飲食料1' . ( 光熱' J J l . . 被 mu主 共 ｦ 也 ｬ ｦｬｬＧｾ世

一
12  ':1'- 7  y.l 107.6 116.2 92. 6 100 100 100 100 100 100 

J3 年 7 月 J  13. 5  140. 3 80.9 112.2 103. 8  112.1 117.8 129.6 105.3 

13 年 12刃 120. 7  145.8  82. 8 

一 一

14  6j 三 l 月 114.4 104.6 114.0  120.4  136.5 106. 1  

( 商工省及内閣統計局調一一「統制経. 併談本」に依る 。〉

僅小なることは注目さるべきである。一方時局に依る建築用資材の不足並 iこ建築工事単似

( 5) 東京及入玉子に就ての軍事減引退の調廷に依ればド記の知〈でめる。 cr 統制経理事捜本 jl こ依る〉

昭 和 12年末 13年末

工場、法適用工街ーの職工敗 384. 505 494. 987  

同 非適用工務の職工数 92.713 98.774 

( 6)  ( 5) と同じ警腕胞の調査に依れば東京地方に於げる軍需工芸耳に進出しれ女子の卒均月』肢は広子り

工、パノレサム工では50闘内外で最高、他は大穏30園前後と云ふことになってゐる。
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の昂騰に加へて家賃 ｲｬ ｩｉｊ限、に依る保算図書 ｦｦｾ ｊＩ 魚、住宅建築は 一 千控へ ｾｬ ｊ￭｛古 ｝ にあよ Ｗ ［ 之笥の事

情を考へ合せる時現在起りつ〉ある住宅問一題が過去の如何なる時代にも増して量的にも質

的 にも 如 何に急:激で・あれ且深刻であるかは惣微に徐るものがある。之が既成都市tこ於て

広物凄い蹴 Ｗ 住居となれ通勤距般の増大となって ､ｒ 共制服 ｌ をＩ ｊｉｬ 重し、生産 ｾｴ に再生

産の能率を阻害すると共に 、新興工業都市に於ては者1¥市建設を遅延せしめるー原因ともな

る。更に重要なるは岡民の鐙位低下努働力の消耗依填への絶大なる影響力である。位宅問

題 は 貰 に 戦 時 下 最 大 の111上合問題のーであり、現在の建築行政部門乃至建築界が之に到し何

等の杭極拘且具睦拘な考慮も努力をもＺｊ＿Ａｾはなかっ ｔ ことすれば我々は後世に於りる怠慢の識

を甘受しなげればならないであらう。昨年 11月に公イfi質泊せられ? こ「木造建物建築統HJl J規

則 」は位宅問題の解決に針し側面( 建築月j 資材ー供給の方商) より之を援助すべき目的念持

つ も の で あ れ 然 も 之 が 直 接 の 運 用 が 建 築 行 政 の 部I"J( こ委ねられ? こることは将来建築行政

の 進tr べき一方向が輿へられ? こることを意味する。然し翠に物資配恰の国滑化や建築瞥策

の強化のみに依って位宅問題が解決し得5 ることは勿論でゐって、之 が1解符

段は盟笥富. なる i制枇l日仕1: 合政策の質施でな η れ lば工ならなし、、。又最近に於りる安労手務者位: 宅老の建設は工

場規校慎-のE 大化 に}!問!日以1代¥1臨位邸i し? 七こ大規肢の集圏的な 1形|診予バ: 態注をを? 十保采るに至つてゐる。斯かる情勢に於て

建 築 行 政 は 辿 か に 枇 合 政 策 部門並 に 都 市 計 査 部|勺との街援なる提甥/ う至 1) の綜合t : ' 闘るこ

とが絶f-i に必要である。更に之と協]嚇して建築警東は伯l々の建築に封する消極的な取締本

位の形態より - 21去を jjt めて築図的な 一 群 主しての建築に封する蹴極的な指導本位の形態へ

と巡まねばならない のではあ るまいか。之は既に目下緊，包; の 事 業Tこる都市防火改修に於て

既に採られつ〉ある方向である 京 、終' I j < : 住宅問題に封する針策を更に硝極的に遂行する震

には必す・斯かる方向を係ねばならないと信する。而して此の震には建築家の肢かLな る 内 外

よりの援助を必要とすると北に、建築行政機柿ￍＧｊＩ綜合的な集中蹴大が絶 ｾ ｦ に必要であって

管紙姻係( 設計施工を直接a 縫官する) 部門とのカの綜合主指導方針確立の震の調主主研究機

関 ( 防 空tこ闘しては既に防空研究所が設置されに) の蹴充を絶封に必要主する。若し以上

( 7) 東京、横i袋、名古屋、大阪、榊戸の5大都市及び川崎、尼ケ崎、成鳥、脳問、門司、小倉、戸畑

若松、入怖の9市に於ては昭和 12年中住宅の新築戸歎が合せて61. 961でめっ? 二ものが笠 13年には

12Y. 胤] ち 7. 978戸を減じ、 14年に入つては尖の減少の皮合がー暦激甚になってゐる。

(車zu' t 介「耳E豊島ドの労務者住宅問題と其の針策J ｛都市公論昭和 ＱＴｾ Ｑ 三 Ｑ Ｑ 月ＩＩ

( 8) 能谷象雄 「厚生容の労務者住居封策J Ｈ都市公論昭和 ＱＴｾ ｰＮ ｬ ｬ ｽｬ ) 参照

( ' 1) 現干主の時局下に於て住宅問題と並んでi i t : 誕行政界が常面しっ、める最大の今一つの問Ml : は此の都

市を? 防火的に改造する事業でめるが低に l坊空建築規則も重要都市の大祁分 lこ安施せられ改修事業

も園庫の補助に依り府阪と市営周の緊符な連絡に依って皇宮本; 着手 されんと する形勢にめり 、幽り

なりにも一際軌道に梁つに取がある。然し比臓に僚はる重大なる困難は我図刻ドの錦、てのブ'J iI百に

共通な↑ 緩みでめる資材不足の問題でめる。之は住宅問題に於ても会〈同様であって如何なる結論

も名案も此の問題の育 ￭ｬ に主主巡せきＧるぞ ｈｬｯ な ｌ 、。僅少の資材 ｾＮＡ＼ｮ 何に Ｚ 有効に働かせて山積する大問

題を解決するかは我図金提に共i i ! i しれ開銀でめるが主主築界に於ては積荷の意Eよlこ於て: J . t : . の程度が

基Tごしし、。 r木ZS建効建尊重統市IJ 庶民IJJ の' l l f 施を契機として建築用資材を一丸としれ統制機構の総

立が叫ばれる月li 以でめり 、勢ひ主主主主界の自治的統制の段階に至らさ' るを? 得ぬのではな L、かと思 lま

れるが、共の自Il に間短となるのは建築界組f根強化の問怨である Tごらう。
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のやうなことが現質に行はれるならば現花の建築物法は一方に於て内容や手績を思切って

簡易化して大衆化をｼ胡ると共に、他方に於て必要なる方商 の規定のレベルｾ高級 化し ｪ 絞絡

にして真に躍進日本刀現貰に即しに整理l改正を断行することが可能であり又必要であらう

而して此 D ことは既に記しに適用区域の全閣への機大と牝: 綾に閥聯するものである。

4. 結 び

・我閑産業 D重工業化31ft に生産規模の蛾大iこ1m日産して都市計輩、建築行政 l二於ける問題も

亦腐ったされ強化されつ 〉ある。之と同時iこ現象形態はどう あらうとも本質4こ於て佃A の建

築の全勝性は急; 速に深まりつ〉ある。従って叉建築家の枇合性もカ11重されねば止まない。

今や特定側人の震のみを意闘して建築を設計し施工し得る機内は主主々減少しつ〉ある都市

計霊乃至建築行政lこ於げる諸問題は最早現在の段階に於ては共の部門内一部少数者のみの

専問的な問題ではなく全日本のものであると共に亦全建築家のものである。全建築家の前

倒的協力主支持な〈して斯〈の如き 大問題の解決は到底望み得な し、。( 完〉

11 1 4  

労 務 者 住 宅 建 設 に 住 宅 課 懸 命

軍需工業の股盛 l二W 1、努務者の住宅問題は目下の急: 務として厚生省( ; j 昨年努務者

住宅設手uの? こめ既報の如〈三ヶ年継続事業を樹立 14年度分として努務者住宅30. 000

戸、 Ｑ 白身努務者共同信会 ＶＮＰＰＰ 戸の建設に地方艇の協力ｾ得て着々その建設を進捗

する 一方奮蝋中更に努務者住宅援和の高全を期す? こめ耐: 合局の中 t二位宅課を? 新設し

? こが、上記位宅課ーでは新春事務開始と共に従来厚生省が採って来Tこ地方隠への住宅

建設委蝿方針に再検討を加lへ、更に同潤合の組織を繍大して厚生省関係の住宅建設

を全部委渇するこし牛官宇民の努務者住宅建設の閤策合祉を新設する等のことを

組上に住宅問題の建設方針につき、 その寓全策を討長十ることになっ Tこ。即ち従来厚

生省が保り来つに住宅建設を地方臨1こ委帰する方策は厚生省が資金、資材を斡旋し

て建設方を各地方i二委Jliti する開係上種々な鮎で地方版、厚生省とも不便な黙が多〈

今後このま〉の方策を採る場合は目下の急: 務である持務者住宅建設は所j聞の目的を

達成することが出来ないと言」、見通しがついにのである、認に於て厚生省住宅謀で

は資材、資金、努力の合理化に依って共建設を闘滑にするにめの前記の建設方策を

検討するこ主になっ? こものであるが、同住宅訴の採る方策は斯業者に影響I1剃る大な

るもの k して注目の的とならう。( 1 . 13. 日本工業)



満
f洲

図 建 築 展 望

一一一新 京 ぞ 中 心 と す る 一 一

渡苅 雄

1  

満洲閣の建築を語るには先つ ＩｾＯｾ ーにその地旦 ｝Ｑ 的な保 Ｑ Ｇ ｪＺｾ ｲ｟ｱＡ併せねばならぬ。故南 Ａｩ ＺｍＧｽＩ ｩｊｩｾ

I! 回 附 近 し 最 北 端 め一鼎河省淡河! 臨では緯度の差異が 15
0

10' であるから、丁度日本の長崎と

旭川 ｉｈ ｈ ｦｲＮｾ主ふことになる。日本の緯度の ｪ く瞳 ｽＩｉｾｉｻ ，、が仙来であるとすれば、渦洲 のそ れは

新京である。渦洲に於ては大| 挫気候の? こめ袈暑の差がi l Hごしい先づ春と秋がないと云っ

てよし、。解氷Wl になって所出黄感寓丈? こる蒙古風が吹き始めると同時に、荒涼fこる U'i 木も

大急ぎで緑化し 、 Ｙ 月中旬朔風が吹き始めると同時にそれらの葉は紅葉もせ子育黄色い ｦｾ

パラパラと散って! 上鮮ふ。あまりの怨さの? こめ建築工事は約半ヶ年は冬眠することが胎ん

ど定f j 1 : の如〈なって居る。

叉地下 r_T) 凍結によ b基礎 t乃深さが大辺附近では 0. 9M位で良い のに釘し 、渦ガ1・L! M. や} 伝説

前附近では深さから考へれば 4 M位を要するのである。永久i止と斗:J 音なるも のカ Zイ(;{r: し民瓦

でも IUI 闘iなく井戸を使)JJ し7μ 、こと 、その井戸水が出ると云よ、日} ¥i ; 出である。〈故近ではか〉

る永久￬ｊ ｈ 土居」て の 建築の基礎は ｩｾｾ いよりも浅く頑丈にすると云」、傾向になっ＿こ。Ｉそ の 他

多〈の地 ｾｭ 的保ＱＧＱＧよりして 、 満洲の建築は防惑の ｦ こめの建築であると云んよう。

そのことは開放的であり瓦を主としに建築でーはない厚い肢と 、北側にはなるべ< ，明日

告!日1) 少な L 、 ｾｩ￟ 重な形式を採る建築となっ＿こ。日本内 ｊ 也日忠て の［￭ｦ ｻ｜ ｪ ，削除 ＱＧｨ ＷＩ異なる 此 の ｼ 謝に

日本の建築をその他持って* ることは許きれないのでゐる。建築資材にしても、一般民家

一一満人に於ては木材の盟主f な日本 iこ比して担と高梁殻とカ Z一 帯 入 手 し 易 し 然 も 工 事 の

全]1; 11が不器川な渦人の乎になる丈に、所設上等な仕上は望み得ない。

満洲に於ては各民族が*ノをそれぞれの生活形式を極めてー郊の 人々を除し、ては回守して

居るのであるから、住家の形式も勢ひ異なって取るのである。にから住居の)1古式に閲して

は特に 一つ に体することは U¥来ない。? こ Y 肋辺: 的な建築であると云ふこと のみ 、何れの場

合にも泊則することであらう。

2  

Ｑ 繭扮 ｼ 事Ｚ鑓後の建築企業は主として日本側に於ては 、渦 餓と開Ｊｾ告がー零多かつにのでは

ないかと思ょ、。北の長司祭ｾＪ各黙とし＿こ ｪ 制裁泊料 ｕＺ 関東問。ｼ全部丈に止り、長恭以北の餓道沿

線はソ聯邦の影響の建築、その他は一般尚人が組めて原始的な材 nを以て素朴な建築をな

して居? こものと思われる。

! 来徳 4年末の治外法隣撤股までは 、満餓は沿線の附属地の経営迄もやって居fこのである
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が建築的に見ても一員・して主張と云ふものも; f 1 l f i く 、建てられ? こ物には多分に殖民地的な訴

分が多い桜に思われるのである。然し乍ら様 Ｓ ・ ｜ＧＺｾｉＢ ｊｬこ見て初ｊｴ月り建築には、直詩的ではある
• • • e  • 

が瞬合やその他 ｬ こしても比較，Ｇ ＱＢＺＩ まとまっ＿こ形式 ｾｆ 八て居るものが多い。堂々にるルネッ

サンス式 'η 奉天 D ヤマトホテル 、新京騨前 'J) ｊｊｦＡＮ Ｊｩｾ は生子板 ｪｽ ではあるがゴチック式の建物

や、耐 111] '.乃泊、防署など 付l ん佳作がある。トラな使ひこなすのに器月J ｾよ日本 人 でゐることが

今更ながら感じられるのである。

ハルピンに行〈とロシヤ式濃厚なエキゾチックな建物が多く 、 われわれ，ＩＩ想像も ｴ ｩＧ ｉＧＱｾ な

い原色 ，)) 数千7等 が 多 し そ れ ら の建物が長年の風雨の? こめ所前さびが十1・き豊富な1J i j路樹と

共に三等巴患の感がある。時恰も干 ｩＱ 政ロシヤが東洋侵略の＿こめ ｊｪｾ ＺＭ￬Ｍ ｦ のモスコ Ｍ Ｑ こらしめん

としに意闘が都市計萱j 起の他に伺ばれるのである。ア ーJ レヌーボーからセセッシヨンにか

けての株式の建物が多〈 、その時代の建築であーれその! 時代に出来? こ何であることが|リj瞭

に感じられる。餓迂 ｩ 沼 ｩｦＺ［ｾ の建築にもロシヤ式のもの多〈、ハルピン鴎や郡北餓管幼 ｉ 局の建

物などはその代表的なものであらう。

建築行政方面から見れば、闘*1i 十lを除いて渦餓沼紛l附j臨也は渦般に於て、その他は市公

署に於て行って居寸こ様であるが、極めて不完全な規則である fこめ附嵐地の建物の澗符さは

甚 ｦ ごしく 、 日本内地の都 千＿のそれと異ら今冬期保成時に於ては作迄も殺 し ｾｩ と煤世Ａと混

じTこものが降りそ〉ぐと云ふ刊) ; 態であっ 1: 。

ともあれ事鑓 ｉ 苅に於ては ｪ 尚餓や防 ｦｊＪｉＡ ￼ｴ ｾ Ｏ ，・ Ｐ 建築が長老トー以南の建築界ぞリｻドして居ること

は否定することが 州 Ｊない事貰ーであれそれが良かれ思し かれ ， 今日の渦 Ｉｊ 十ｼの建築に迄 ｾｾＰ 型車

せる虚l知る多し今日の渦1 1 i ・| 建築にしてポしも愚劣なるものがあるとすれば、その 'ii 任の

一部は首時の在浦建築家が貰」、べ 〈、スその反釘に jミきものがめればそれらの人々に感謝

すべきであら う。侮日排日の) E i tしl次〈不便な昔時に 、負、財なデータを? 便りにコツコツと研

究し瞳磁石? 以て建設しにその人迷の針) ) にはー肱感謝しなげればならぬ。世時の日本の建

築界は 、大震災前後を中 a心に各慌の建築間筑や運動力: 、; t i f } j jf の火の如〈燃え始めに時であ

っ? こが 、その時に際して在湖の建築家は恐らく極めて少数であっ? こと思われるが 、比較的生

活が安易であっ? この? こめ享柴拘になって{:I : 鍔つ? このと 、 日本の建築家の大部分が大陸に射

して関 心 力行 ｉ｜ｾ かつに ｔ こめ 、 ぜｲＺ渦建築家は刺激営交げることもな〈訟に時代に越され＿こ形ち

と成つ ｦ こものではなからうか。勿論 Ｇ ｲＧ ｉｾ 渦建築家の全部がそうであっ＿ことは去はないが 、 も
o  • 

う少しの頑張りと緊張があつにならば 、 満ｶＱ・ｼの建築もよｾ Ｎｴｾき方向八向って行つ ｦ こらうに

と足、はれるのである。

3  

浦刊十ｼ事Ｚ鑓を契機として京 ｉｮｾ に ｾｉｾ れ に此 の ｩ 送 ｬ の建築部 門は ＱＱＱＺ 界待問 の担 Ａに所勤を Ｑ Ｇｪ Ｑ｝ ｩ 授に始

め? こ蹴淡fこる平原に新らしさ 1'i 者11を建設するにめ 、|必|榔!辿: 支局が; 投げられそれ tこつれて各

砲の建築が族生 し?こ。一度に r ツと 押 し守寄せる人々 を7牧寄与するにめにそれは大誌災の復興
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と 同 様に超スピードで建設され ｦ ブド年 ｉ 坊 の 荒 Ｑ 引こ忽然とし ｛Ｑ Ｚ Ｑ ニＧむ ｗｦ や ｉｬ ｾｪ J，i_;  ｈｪ ｬｊ［ 現われ ｦ ｾｾ ｻｦ

の 出 張先から蹄って ｈ ［ｩ ￭ ｬ 企つ ｦ こなどと云」、事 が多 〈なつに。建問任後に 峻斗［しに ｫ ｾ Ｑ 榔建詩ｽ治

や現在の首都笹23訂版は 、同一の 1/200 のプラン一枚で入札しにと云ふ想像も ILI ｾ七ない忙し

5 であっ fこ"' /こ めに、 勢ひ充分の検討を? 行ふJ i i; ，{ もなく 、只防諜的であると云ふ以外には何

等の取 得 もな い建築で埋められて仕舞つにのでゐる。そして l守覧併の建築の椋なも のや 、

無理に浦洲調を採り入れに建築や 、慌て? こ〉めに折角 li5t 大な敷地を持ち乍ら 、南向して迎

て得 るに も不拘束向にのみ建並べて 、 冬期の最も大切な陽光が南の監に ｑｈ ｊＧｾＧむと輝いて

居 ると 云 i 、光景{ t >R. して 、今夏ながら煉瓦浩二附j衣スラブイ1) Ｚｩｾを向きを鑓へる事ｉｴ ￏ もなく叫

態を さらして居 る建築群もある。

Archi tectur al  Forum で思口を叩かれに のは此 の時代であっ 1=。

先づ位む ＿ こめに半らうじて ＱＱ ｜Ｑ に合ふ＿ごり の 、 充分な検討もせす 、 ｾＡＡｕ ヒ判 ， ｾｉ りに建てられ ｔ こ

建 築の如 何に恐ろしさか宏 、 しみじみ憶ふのである。

4  

今 日児玉公関前よ b 商jji して 、活に った同院場を些 u' 新京‘1) Civic  Centre '.0大 同 ) (/勾{立 、よ

し ゃ 倒々 の建築に ￆｾｾｴ 劣なるものがあるにしても 、 確に認識不足の内地人のｼ司を見張らせすＧ

には置くま い。竜粧のない 、パスを主要な交通機関として青|設され? こ此のた尚もラッシユ

アワーに は4'- ＼もパス ｊｬ￟ｾｩ 誌を＿主して居る 。人 口 のＩ ＩＱ｜辿 ｲ ［ｴ ［ｬ Ｂ ｊ な噌加によれ辺 倒 『判 ＱＱｊ の郡市

青|霊は今や修lF. ￨ 再検討を要する時期に出回し 、 更に地下織が要望されて居るが 、 ＱｉￇｾＧｾ に

寄与 る吉林 '_7) 水 ] J 電気建設問のダムカ t波工の 1#'&には 、粘土質イT) ＡＱｩＺ芭に ＱＺ ｬｾ 切を＿な し ｪＧ［ｽＮ る ｪ 由貿Ｈ立

地下餓分工事には最辿と云ふべ〈 、ii!!4i ! H に於ける放初 の地下般を千J すること〉なり 、'I!-j此

交 通_I -_¥こエポツクを刻するであらう。

新京の地域制は現在 の 新京騨 の 北 ｊ ｒ 方を ｾ ｉＧ Ｎ ｾ ｜ ｾｬ 血主主とし 、 ｮｾｪ 葉地 ｊ Ｚ［Ｎ ｸＮは小説 ｪ 也 ｊ Ｚ･ｸＮと尚館 地 域

に 分類して 、 之を＿路制 ｬ 式に質砲し 、 靴脆 ｉ 也 ｪ 止として後年改良を要すべき ｊｗｾｩｾ 峡内 の既成 ￯ｉｩ

向 ｩ 或共 他 を設けである 。住居 地 Ｑ 創立制餓 ｾｾｪｾ に滑ょ、て南方に摘 がり 、 凹 ｩ 也を公悶として昂

る。 Ｗ 当 Ｚ 膳建築は将来 の 司 ＷＱｊ Ｑ ・ ｊｾ Ｇ ，ｴｊ也より南方八走る ｊ ｉｦ｛ｩ天大向 の ｈ ｾＨｈｉｊ にあり 、 大同大 ｩＱ Ｇｪ /: J(J .M 

して ｩ ｬ ｅｦご興味ある有布である 。 官 官 手干の渦 ￬ｈｉｾ 日 ｋ＿ ) に比して後者 'T ) 近代調は、この| ふlに牛Ij 然

?こるこつの潮流が流れて居ることが者られるの日本内 j 也に於し、て建築造MJ ' ，の 日本主義の

角 ｲ ｾ ｴ 止 と の相封立は ￬ ｲＮｲ Ｔ ￬ＱＫＡ lこ於てもイメtr: する; j :l ーな気がしてならない のであ る。j折る 'F:'[{' ; ¥i ，の賠訴と

が一昨整然と並んで居る ｦ こ め に Ｍ ｦ 引 泊 料 ＱＩ景 ［Ｑ 犯を千 ｪ して出る。お ｊ 出洲剥 を＿成る ｔ こ めにｾＡｊＧＡ いて

ｾｈｕＡ ｉ｝をして 、 復羽ｲＺなる毘棋を付 ＨＱ ＱＱ こ〉めに ｦｾ ｲ ＨＧ Ｗ ｊ Ｈｪ 明に ｭ 漏り の ｊｊ ｦＧＺ囚 ｴ なって居る建築や 、 土

木家より建築家は何故にか〉る所に枝川を必要と するかと聞かれにと云ょ、訴も思ひ浮ぶ の

である。必要なる屋根は勿論否定すべきではな L 、 。 ｬ ぞ根ｾイ ・ ｪ りることは近代将 ｾｦ 'lil!1に反して

居る こと ではな い。要は必然的であるか、でないか の問国であらう。 li I ' しなが ら、必要で

もな い 屋 根 伝 付 げ＿こが ｍＨ に ｩ｜ｩＨ ｾＢｙ Ｈ う原 ｉ ｾ ｾ となっにとしにも 、 正に同 Ｉｩｬ￭ｌｾｲｴ l の.1' ，もない訊しでは
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あるまいか。

:一級 住 宅i勾に於ては 、 そこは IU:界各閣のあらゆる住宅様式( 外j/現丈の 〉が見られるので

ある。 ＱｊＧｩＺ 凶 ｪ 誌の隣に淡黄色のモザイクタイルｾ貼り詰めに近代十ＱＺ宅あって 、 一定の規準美

ではな し 雑 然?こる美しさと云へょう。少な 〈と も新京郊外寛抜子の北餓時代の露人官令

の一定せる美しきではな い。特殊合枇，. 1 ) アパ ー トや、個人粧替の集合住宅などとは如何で

あるか。こ〉にも建問草創の検討不充分な態度が明瞭に看られるのである。りれどもこれ

らの綿てが愚劣なるものばかりではなく民商日な llii J作態度が伺はれるのもまれには存在し

て居る。

最近に於ては内地の優れ? こ新進建築家が続々 jit 出して 、やすれも民I面白 1j _ 作品を製作しつ

〉ある。それが漸〈チ Ｑ Ｚ 底の蚊式な建築家ｾ砕蒙する結果となって米＿このは喜ばしいことで

ある。在来. の消i扮|建築家の綿てが古問であっ? このではない 、刺激のある J1J 穏期j を? ほんの-

ｾｆｴｾるこｾ Iこより良き作品が生れる方向へ向ふとすれば、Ii JJ 日の輝かしき前進の儒 どの伎

役立つか女 ｵ れない のであ る。この 意味 に於て文那大陸 ￩ｾ 大同や 上 ｩ￭ ｙｄ 大都 市計聾に始めか

ら新進建築家が参剖し? こことは茨ましい限りである。

現在の満洲閣の建築企業は建築資材難の? こめに 、首分の1: ¥lt ま怯| 叫施設の整備、生産力繍

充、住宅見mD緩和に霊祭ti を泣き 、不急: 工事は脱力抑制し緊急; 不可枕の工事に日l n賞施せし

むることになっ fこ。その結果煉1[. 壁内法 100 M2以上のfllil 人住宅は97i んど布、許可となり 、 ア

ミ戸 ト事務所得 1 ) 諸建築物に於ても 、柿・詰! ジIJ 餓 材 50 トン 、セメント 350 トン以上を侠附す

るものは抑止されることになっに。 その結果必然的に規怖の統ーが1111ば れ る こ と に な れ

代肘品を使ｊｉｪする彪も多くなっ＿こ。各般 の産業 Ｚ り 開設は渦洲附 ｴ こ 詩 ｾ Ｑ せられに最大 の ｬ 丞 ｼ策で

あるが fこめ lこ、 この協1策 の逐行 lこW; 、人口 のJJ 彰脹によりイ|二: U%川栄刻化はi I J l v} 得られない

紙勢である。これを緩和するにめに粕令により満洲湧産 0:rhil: が設立され全満に亘る住宅の

建設に乗り出し? こが、資材の不足は虫r I 向とも致し方がない。: 堂々にる三階建の集中; 段湧の

主ｉ［宅を少な〈建設するか 、 ｬ 位 ｴｾ 的パラック建築を多量 に建 設 するか、千Ｚｲ ￭ ｊｬ ｴ｜ こ 於ては ＩＱ 踏みぞ

重ねて居る様である。

昼製裂合方商 iじこ於ては i設設立後2却0年をを剖?汁r;閲i泊封する f満繭訓洲|主怨E築協ポ令? と幻)，}凶.，JぷJH徳t忠¥4年設世せられ? にこ挫築製内菊新i  

京支部とが緊干特続子寄i川な提掛の下 tにこ入、日昨午夏 11今日〈のDi渦繭i羽訓扮洲j列川州1十刊‘件|

討誹与演合等4佐?叶{催催 して居る。更にH乍年度 iこ於ては 、大 陸fl 射能に建築研究虫が設げられに。同

研究室の事業は未亡準備時代を )15t レ切れないが、近さ将来に於て必す・見るべき成果を滋げ

ること〉信子る。

渦ii1H闘の建築は仰l々の建築は勿論の こと 、農村 、都市の百十謹等々に、今向未解決の、 こ

れからの研究に待つべきも のが数へ切れない程ある。青年建築家居中の有志によってI j IJ I: 1L

建築聯胞と云」、医!臨が逃られ新大陸文化 の建築の分[ L ' [ - に於て研究を始めて居る。青年建築

家が 、今迄の; 践にや〉もすれば安易な生前 lこ溺れる こと な し 満 洲 建 築 の 再 検 を な し輝か
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し き 明 日の 建 設 へ 参 加 す る こ と こ そ 、 幾 多 の 的 ! と汗によって紫. : . 1 : 満洲関を陥Sc し? こうと人へ

の Ａｾｩ［ Ｚ 射の干とす Ｑ ではあるまいか。 Ｈ Ｗ Ｎ ＱＮ ＱＱ Ｉ

附詑 尚洲闘の建築の rH寺殊なものとして側桁民[ ど倍がめるが、筆者の非オ{ ( . > 以てしてはその il 鱗

さへ ｌ 紹介する こ とが出来ないのは甚 ｔ ご浅念でめる。何 ｊｴ そ の人をｾｾｾＺて紹介をしてｬＧｴ ふ 心算でめる。

両 都 大 環 状 緑 地 帯 計 書一

内務省では紀元 ＲＮＶＰＰ 年記念事業として会図書ｦ＾市に大小 ＶＱ ケ所の給地待を開設する計ｪｊｦ ｾＱＺ

て生産郡大阪にはその重大性に鑑み岐阜民の如〈大阪市営圏泌する郊外地i成に各500. 000坪の 4大

緑 地併合、叉，11内には各20. 000坪の小線地' 械を造ることに決定しれが線地帯開設の同僚はーに

年キ膨脹しつ、める都市の; 盛大o防止するにゐ b、株に大阪の如I < 我悶産業の中心ぞなす重要

都市がi走らに膨脹してゆくことは l防空あるひ lま保健衛生上の見地かにしても由々しき問題で、

例えば大阪市が現在の形態のま、でをま渓してゆくとしてその40年1去を考へてみると 2う0. 000. 00‘

Ol ! j ' の大阪平野が 10.00:J 目000 人の大人口で組め られることになる認で、かうしれ所吉田過大都市

への運行合防止する 7こめ 、大阪府t吉局では早〈から大阪市営中心とする衛星都市の造成に若手

し、堺、岸和国 、などのm: 都市のほか池田 、布地、'illJr:j r などの新処都市が綴今現il 、旅る四月

には更に吹田市を泌生させて大阪市の膨J1民営 l坊ぐ司王に努めてゐるが之等衛星都市 L 忽ち人ロヵ:

飽和状態に主主し大l浜市と衛星都市との問も年々距脱が縦め られて行くすf 様なので }(.f では更に八

尾 、 古市 、 篤問 、 ｩｙｾＩ ド寺 、 Ｇ広岡林各町など ＱＴ の衛 星 都市全指定すると 共 に大阪市及び布施市 ｲ｣

包む夫総地待の開設計宣伝鮒て、ゐ 1:のが今度の内務官の紀元 2. 600 年事業により愈々質塊の

i亙びとなつれものでめる。比 4 大級地帯 11孤:

ｾｴＸＰＰＮ＠ 000 回全以って着工中の服泌総地術の

外、茨木F付近、布抱市東方附近、大和川 l' 統

附近の4ウJ-i li で土地買1枚並び4こ施設J ，' ( 1土約 10.

000. 000岡、 この大統地問キ目立を結」、総 iH;' s 1

キロ 、商干支20.000. 000 ! J ' と云ふ大濯状線を技

ｶｴｬｾ 致地 ｨｌｊｵ ｚ ｅ 地 ｊ Ｚ ｈＮｾ を指定し 、 同時に大阪

市か ら 各紙地Ｅトに之まれ幅 ｬ キロの 紋 射 ｴｾｩｬｾ 犬

の粉、 j 1 ! 併がね りら れることにな ってゐる。
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地 方 都 市 乞 建 築 1-r 政

中 村 イ変

1. はしがき

地方に於げる建築行政が世人の注目を惹〈のは今後 ']) 問包で ある 現在は11住専問家の1 1 ¥1l こ

研究せられ又ば此の方面に趣味を持つ人々のみのnnに論議せらるるの外凡そ行政を云ノをす

る者の中ではその存在をすら認識せられて居らない有様である。然し乍ら我閣情及地方の

賀| 背はこのま〉で建築行政を葬り去って仕舞ふことを許さない。既に都i l ' i i¥十置と市何地建

築物法を中心 lこiHi芥しに建築行政は生成の息吹台感ぜしめ新? こに問! 刊に生起し耳!( る諸般の

重要政策と胸連して愈々之を援連せしめ十には置かない情勢にある。このときに際し教に

於ては甚Tご塞々? こりとするも全間各地の建築行政首局に連なるものは唯技術力名に陰れて

生作ｾ至宝ふせんとする者でないこと、 Ｑｲ￭ 奈苦型の御役人風を以って民衆 ｬ こ接するものでな

いばかりでなく貰に構築行政を官界に梢着り来車交化先進問に油 lましさ文化事業主盗行の需

にはあえて身命を惜まない有・であることは何よりも建築行政成長の資質を備八 て居る t 云

ってよいのである。

コトりも建築行政と郁する以| て問主誌の目的とヨ] ? ; 離し? こ認なる建築 D 鴛 .} ) 行政はあり得な いの

である。従来我閑 ＼Ｚ ＱＩ 行政爪動は村 ＱＱＮ 築部簡 ｩｬ こ針する技術 ｾｓ 肢を欣し、て居 つ＿こ 結果自然 の暴 ｪ ぷ

のjji j に幾度か文化問としての恥辱を霊ね来って居るのである 。矧いて製ひか〉らんとする

空襲に病魔に風に地震に津波に火災その他幾多の災禍に到し再々は智1.&: ある防備をj : l l i めん

が篤営々献身的努力を捧げ反榔築 ｾｉｽｾ 反経 ｲｦｾｴＺｬｾ 行馬 ｾＯＩｽｎ 霊長 ｬ こｼ湖ひ抜し、て ｬｩｬ 界に冠 ｦ こる日本 ＺＱ 句

文化に寄興せねばならないと思って居る。建築行政の仕事はこれから初められる イつである D

比較拘構築技術綜合技術に 、 馴れて居る建築家は亦 ｪＦｩｊｾｩｦｾ え抗 ＱＺ 作各般のＴＮｴ ｦ ｍ｜てに交渉ーが深〈

然も建設的性絡を備へて居るのであるから更に ｭｬｬｬｾｾ 閃いて生々の凶 ニ ｉＺｾ眺めＧｬｊ Ｑｬ￯ｬｩ ｾ 眺め

にとき俳1々 の建築の中にはかなり立派なも のがあるにひきかへそれが建築博、後 j払綿ilTJ 也

方の構築 ｩ 状態について見ると［ｉＭｴ虚に大小幾多の矛 ｊｪｾ を溌見する。この大建築物ｾ設計し ｬ 也

管するものが無かつに慌に此の矛悶ｾｾＨし＿こことＯえ既成控築 ｬ 洋が存易に修正し得ない ｾｲ ｫｊｾｴＧ［

ｾ持つ ｔ こ奇型集図 ｦＮＯＩ 姿となって居ることは返すが八すも遺憾とするところである。この根

本の構造的病弊 ｴ こは世人は未 ＱＺＺ 主主附か十に地方開設に風致 ｦｾｈＨｬ こ岡氏 ｦｾｾＱ 建に災害防 ＱＱＺ に夫

々の立場よ b渦をまいて居る のである

悶土緋成ートの病根を診断/-H-sj (1こものが此底にありとすればJ 主力人は自ら起って問土計整

なり地方百 十 聾なり又は都 ￯ｬ￯ 計誼若いま工業立 ｩ 也 、 Ａｉ担うじ立地 、 Ｑｾｾ 拙立地Ｉ Ｇｊ 至は住宅政策等の

綜合的究明施術 l二世 ! >R礎石? 投今るか;f 'i <  ( ま療法を読かなければならない責務があるであ

らう。本文は地方都市と建築行政の組下 ｴ こ さ 作者 の親 し〈承知する手 ＱＱ 歌 ｾｬ ｬＩ｜係地方を ｾｩｎＩＡＨｬ ，とし
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でこの病弊' ] ) 二三を摘同 ι 之が簡易施療の方法に就し 、て概説せんと す るものである。

2.  地方中小都市の興隆性

地方 ｬ 二於 げる 中 ノ ｪ 、 都 ￯ｬｩ は現夜更新しつ〉ある。東京 、 ノ 三阪 ｾＡｲ ＨｽＩ ｾ ，並 ｪ く剖 ｜￯ｬｩ に比すれば ｪ 長引膨

脹率に於て問題にならないも のであるカ ｾｴ ｊＡか に膨 Ｉｪ 長 Ａ ｽＩｩ 也向を持って居る。又 ［盛大都市 が 洪

Ｗ ｋＮ の 如き膨脹護展を見つ〉あり之を如何にして規制すべき かｾ苦 八及ば ないのに 比し て 地方

ｾ ｉｬ ノ ｪ 、都市 の設展は ｊｴ Ｇ ｄ 動 因と内容をはっきりと摘み得ーらる 〉 ものであれ且つ張反のＡ竺に

努力しつ〉ある指導者乃動向迄はっきり分るのであって都i1i と地方l ; <. 1) 物資集散の聞係 の

如きもノj 、都市になればなる程. 全貌がJ肉み易〈なって居る鈷に於て性質i . " 異にて居しる亦地

方都市設展に就いて見逃し得ないもの〉一つは共 D 部T!'j tlJ(; :. T) 意ぷrηi 干1異 Jl P ち人情的要素

の差異が馬鹿にならな いと思はれる ことである 。

先づ和歌 山市 に就い ｴ 一言すれば岱務時代に戦術約者 Ｑ｜ 司 ｩｾ ・ ｩ Ｇ 実を以て築かれ Ｑ ］ 城下何が ｪ 也

方中干 ｬ 臣官公街 の 所布地として 往時 ｊＩ 紫栄公共 ｃ ｉＩ 僚交り檎がれ最近に至る迄 Ｑｮｾ 計 藍設展を迩

げて来Tこものであるが産業費畏の先頭は紡績業であっ? こ続いて染色共他綿業関係、 の商工 業

が興り ili .T) 北東部断念術大し? こ然して政i除の設置事佼乃設置等に依り市 l立西南方 l二七1:居i也

を延長せしめ共 イＱＩ Ｑ Ｑ｜ Ｑ 各部 ｬ こ小ＱＤｲ ｪ 業 Ｑ Ｑ Ｇｪを培 Ｉ ｊｊｉ し交辺陵高 Ａ の 漸ｾＨｊＮ ｩｾ ・ ＷＲ 支 ｬ こ作って今日 ｦη 鰭形を僑

すに至って居る、市，. / ) 産業は大韓に於て平手11産業であり大阪を 11Il. 引先- として居るものが多

いのであって重工業の振はない貼は注目に似するも のがある。 市 乃同迭 には Ｑｾ ｪＧ設民全 ｬｴ し

得る徐i也を存し乍ら戦時下車工業勃興時機に於て他の[f，j 勢百|叶j (こ起ち後れて居ることは只

に通運7K.午Ij 等 部 蒋 時 代 に 時 計 11=J I; ( ; twものを利 川 し悲し? こと見られるばかりでな〈質に

［ ￌ＼年 ， ｉＩ ｲ ｭ 工業の共同胞設経営に乎ｩＮＢ ｪ ｲ ｴ ＨＱＩ ｮ る者ｾ Ａ｜Ｑｩ < 例々 の自 rl¥日布 。D改良に委ぜて -std こ結果

であると云ひ得る勿である。 1見ホ lこ於ては皮革工業‘ 染色工業、製材業、化著書こ仁主力 ; i円況

を呈し最近大阪方商 ， ｽＩ下部 ｊ 鍛工業 、 英大小工業等 ｢［ｊ 曾 Ｉｊ ｜｜ し叉建 ｲｾ 製込ーの如きも所設なるも

のがあって全閥均に名 l誌を?I 専して居るものが多いゆであるが今後j止寄工業の夜民を如何に

導 〈かと云ふときに榔芸能ー卜の1! 町| 聾を初めで見るに王って肘る千:j fJ if である。即ち院さ工業

地域を? 持ーも乍ら工場手IjnJ J : 也の行jilt りを l惑っr るl二五つにのである。か〉る! ) ) } i { ま1おり和歌山に

限らないと思は れるが都市 計整にまJ する認識も後れて居Tこ こ と を 述 念 に IE、はれる。者1¥市

百 ｼ 撃とは道路力技術討が街ｾ恭然日に設計すること ｦ なの認識より無かつにことが今 に 王っ

て真に醍めんとしつ〉あること及ひ'運河医おl整現等に注立が] えんで 31<:1こことは築地と工業

地造成及之等の脈絡組織につき計霊桃築 rり醗を背げて居るものと云へょう。賀 tこ者IIT!T設展

に人情的要素が影響あるか指導力 Z影響あるかと云よ、泊例である。

向人常的興 隆の一 例として紀 ノ 川 ｴ Ｎ ｍｕｄ 新興高出子口 ｭｲ＿ｾ げて見ゃう。高野口町は元省

線高野口瞬によって高日 ｬｪＧ 参拝者 の放 街として｜ｬ ｬｲｾ 新生し＿こものであっ ｔ こ。大阪高野山 ｮｮ に

電:司王の泊予る迄のI:il は客の財裳をあてに緊柴を見? こも のであるが 交j皿機闘の雄 選 lこよって

念激iこ打撃を員長-つにものである。五千の町民は全〈糊r 1 に迷つ fこti' % JI ;付近の物産である 再
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織の家内工業ぞ取入れ、優秀なる製! 日を IHす lこ王り続いて産業組合、際j了. 業組合 :ハ運用宜

しきを制し旅街高野口 ｉｕｪ はＡ孫下市淵の産支出 ｪＧｈ￭Ｇ 口 ＱＱＱＩ に帥 ｦｾ し餓工業金誘致して ＱＱＱＩ の財政附

態 tこ於ても他の町が菜室の的となるに至って居る。長に IOf( Ĵ を直流する平行ノj 、v. y川合械の

土木事業営遂行し今日では都市計霊法、市街地建築物法の泊用を見るに 歪 b 底割盤 ｦｮＡ ｾ 事当じ

に着手せんとするに至って居る。町の理事者も 町令議員も 町内 の指謀者も青年によ って渦

? こされ活祭横溢し て居る需に今後に於いても相等の事業が成されるもの と期待されて頼も

しい存在である。

ヨたに有田川口に在る箕島町が新興市街 t して禦げ得られる此の町は元有国蜜柑の集散地

主して殻展しにも のであるが近時蚊取線香製造の本壌となり紡績工場を誘致し又同地(7) 1，(( ¥

業組合の如きも漁獲品 の集散加工の駕栄落改迭を行」、等制々市j控なる事業計量; 佐持って居

るが如き先尭指導者の思恵少なからぎるものあるは泣ふべ〈も ない。最近附近に 重工業を

誘致さる〉に至 h速からす' 都市の新設的設展が期待されて居る。

上述二三 の事例に覗はれる如く地方の中ノ ｪ 、 占 ｾｉｲ ↑ ｦ は常に機ヂ＿を摘んでは起ちー トＮ らんとする

勢AAを備へて居るものである。

交通機関の新設鑓越は亦地方都市 lこ興亡の影響を興へるものであるが鈍迫力: 新にに開通

する場合都市の新興又は更新を促すことは公安 ＱＱ の事賓である。之が筋にｼ位ＯＱＮ Ｑ こる跡地 、 Ｑｾｾ

養地古跡霊場が 世に出て来 る 、 都人 τ ｩ 二の殺到氾散をｾＨし共 ＧＮＷＩ 牧草手叉は休養設備をＡｬＡＱとして

者11市形成を促すに至って居る。叉週連施設、築港の如1きt. : l : 工場建設に最も必要なるものな

ることも多言を要しない。交通運輸機関と附近開設計書H 刊誌J W宜しきを? 得ば{ i ' llili 附設は

] 現してf寺つべきものがあらう。

5  既成地方都市の弊蛮

今日迄地方の都市に都市計撃の無かつにことは奇人をして返へすが八すも遺憾に J感 f し

なるものがある。 Eえる地方では護展 lこ先んじて立派な都市計予11:を質施して居る敬服すべき

ものもないではないが、未1: 無計r J : " ! a 展を尻目に見て名ばかりの都市，¥- ] - 裂により 共 の貰施

の時機を逸 しつ〉あるも のもあって、建築行政のみ設展に迫はれつ〉あるも の もあるので

ある。

無計 霊の 既 成都 市は如何 なる弊 ｾｒ ｉｉＺ して 居るか 、 一 口に 云八ば共同生前の Ｎ ＴＺ様であるべ

き市街、来; 容はさながら個人主義の展覧合場? こらしめて居る のである。現に 人口 三高を有

する 某商工業都市に就いて見るも 最近燐幅 されTこ主要街路市は梢々市の面白を保持して居

るが如〈でゐるが二三の改修向路面を除りば殆ど綿て の家屋は幅 6 ) " - 以下の不規則なる露

路に商して居り雨側の私有地は完全に建物で器がれて居る。然も之が共の11' j の尚 J; i : ，何であ

って住宅は幅 3 尺内外の更に狭い縁日与の奥に詰って居るのである。屋根は多〈瓦到: にして

居るが生活に必要なる日光を入る〉窓、空地の如きは殆んと持fこない、 か〉る 不良何備に

市の約五分のーの人口会牧存 して居り大部分は漆器製造の家内工業を替んで居る労務者で
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あって其 IJ) 職場であり且その家政・乃生 i河本践は冬1凶作業・乃関係 トー窓を締切って その位呉 れ

隙 ｉｪ ｜ｬ に日張紙を純こして制時で尽内 ｦ ｩｩ ｾ ｾｾｾｾ 皆む河町がある 、 そ ｦ ハ児 Ａｩ｜ ー が皐校 ｗ ｬ 也 ｪ 主方仁 川

ない限 りか〉る| 住吉2なる環境に育まれるのでゐる。 こ小環境は如何に { U 止の館位に停戦bす

るか、何年染病の根絶する見込な引，ま勿論徴兵検弔i: の成績も最も不良なりと聞いて居る。 主ト;

にし て土壁多 き と ｩ 長度の高いと云ふ様な原因で未 ｦ ご大火の経験を持 ｦ こ ないカ ［ＭＱ ［ ［［ＧＱ 鑓 ｕｾ｜ 二見

鮮 はれ ?こ場合を想像すれば戦陳するの外はな いのである。

上述の如き家屋集合Mk!態は人 口千を超ゆる楽絡が殆ど総て共有して居るところであって

比較均地債の高き和歌 L1 1腕下衆終の特徴とするところである' 昔て特JJj，の緊落 iこr1Hして不良

住宅 地 区改善事業の施されにのは 前 述の ｩ 伏態に更に 一 層 ｾ ｗ 衛生的徐件を持つに一部の地域

に過 ぎな いのである。

:;7(に 商工業の護展に劃して如何なる矛盾ーを生ぜしめて居るか立に一言を費すこと』する

都市計董と して幹線何路と用途上也域が既に決定せられて居る某都市 営見るに共虎には時定

され＿こる属医域の工業地域を持って居るが工業地域内の各部計賓と工業地域と港 ｩ 轡とのｾ

耕施設充分ならぎるものがあって遺憾乍ら工業地Jj ; _ I ( が工都としての機能佐渡t w. し得ない 11) ，

態 にあるものがある。無論 Ji J j全地域の設定 l主主E居地域の安全を保護して絶大の放果を県げ

て居るのであるが、工業地域には水運設備工業地; 由民制整理が宜施きれなし、映り現) 1 ) 、に於

ては利 ｊｬｊ 地が行 ｦｩ 古ｾｾ米 ｦ こ して居るのである。

工場生産の過程に於て瓦斯設散を Ｑ Ｇ ｬ ￲ｾ 、化事工場は如何にして現在の経惜 ｊ 也を占め得＿こか

化 事工場は多〈周囲 ｴｕｾ より刻 ｛ｴ はれものである 、 その建設 ｬ こは様多吉明ｈＺ ｾｾｾＱｾ て居るのであ

る。漸〈にしてー工場が経営地を得fこる場合年を霊ぬる lこ従って共の附近に向精頼の斗: 場

が集まって来てー化製工場向を形成する に 至って居るがそれが今 日 都市計詑Ｚ｛，長城のｲＮ Ｑ ｾ 心 部

lこ伏する結果となっ? こことは皮肉な現象である。

叉ti J 務時代に造成されに運河のrH側に製J寸工場が集合して共の事業が大いに設民し愈々

全間的 ｴ こ名を知らるｾ｜こ到つに今日最 ＱＷＭＷｋ 商は筏で担Ａまと筏・も 舟 も動きのとれない Ａ ｉ Ｉ ，態に

陥って居るのである。是等 l主計 予Eの娩岐に誤算がめつにmではなくて全〈知町 l聾に17-い手奇

跡もの利月j に委せに結果窮しにもの〉池例と云ひ得る。

次に瑳展 ｪ 主 ｊ ｾ｟｜ こある温泉都市は如何 、 校長 ｦＱ こる緑樹に荒はれて居つに米間特異の泉 ｩ 丸は

汽車の開通後訟に全岡 他 の ￬ￆｬｩ 天地と選ぶところなきの慨を抱かせるに王つ＿こ。 ｊｾ 他無 ｾ Ｍ ｉ 型Ｚ

開設の事例は既成市尚の悲に 1，'，1幾多債はって居るのであって少し〈注意して見るとき何れ

の地方 に於ても共の例はあるのでゐる。

以上に依り者1¥市構築が無計認に行はる〉結果の弊については澗り大都市に於てのみ痛感

せらる〉ものではなくして 中小 都市 、 ｊ ｬｉｾ方衆終と ｾＱ ￭Ｑも相常大きい宇存在ヲもにらすことを釘 ｬ る

こと カ;出来 る。

4.  地方都市と建築に関する諸問題
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台工業立地計重 と観光 立 地 計壷

最 近T .ヨ，SMII" Jの人々によりて工業立J也]十j l : l を確立すべしと mへられる様になって' ，j ( 1 ここ

とは菩よくべき傾向のーであり叉迎問首時以米共肢に悠久桜らさ' る山仰の大景視が鍬道開通

に作ひ? こ易く都千? の人々に紹介され其底に新興市向全生ぜんとするとき観光立地汁設を要

望するのも亦喜ぶべき ｦｴｦｩ 向のーである。建築行政は此等の ｾｩｾ 諭と撮乎し以て計費構築の指

導に遺憾なからしめんが筋霊大な役割を持つものである。

現 u: の建築行政の根幹 lま都市計惑の一三| 三を分措する illl 月地建築物法のniti 行を主とするも

のであるが 、 ［ 十 護立案者と建築行政機闘との ｬ ｴ｜｝Ｈま緊特なる辿紫ありとするも術干Ｇｾｾもすれば

立案機場lは前枇千? と隔絶し? こ境涯に陥り易く 、現賓の封! ! 何よりも寧ろ生ぢつかな皐説得Jに

捉 ｬ まれ易い傾向を生じ建築行政機羽は徐りに現賓の肱針に多忙の枯ＡＭｉｾ巧遅より等ろ抗ＱｉｩＮｩｬｩ ｾ＠

ｉ 宇ぷ ｦｴｦｩ 向 ｾｾすＧる埋 ｾｩ に於て向 ｊ 或る研二度色彩を異にするものがある。討議機開の 中に も逸材ー

があってよ〈地方開設の指導に任じて居るところがあるのであるが消し又一市尚の向路計

勢立案，のみに 十年 の日子を費すが如き凡そ世の込 ｕ￮ｾ と無関心なる消悩退嬰有であるならば

如 何 に 立i反な機材jーを持つでも、叉如向に王m諭 t ; 承服するものでゐつでも市きに都rli の器を

設 J十することがHl 来ない況んや都i li設展の指導者となすが如きこと は，目、ひもよらないとこ

ろであらう。

地方に於て都市計予 ｵ と ＱＱ 都市、 ＩＩＱ 句作を計告書日型に ｾｲｸ 討することであると心得へしめ何時

ｾｩ･ 世 ｜ Ｍ Ｑ 聾以外に者 ｉ｜ｲ ｬ￯ｩ ｜ 十 予 Ａ＿Ｎの領域がないかの如き狭し、認識をＺｪＧｊｻＮｩ・やｊＧｖ Ｑ て居ることについては折

かくの都市計哲雄闘が従* 依りに f市動せなかっ fこ駄に起附するところも少くはないと思

ふ。叉11! X に都市J十努力 Z進まないとしても建築行政がi並んで居つにならば成る程度現地の建

築設展に 即しTこ指導を局し得? こであらう。

先今建築家の方而より工業 Ｚ 占， Ｚｊ 也ｾＭｪＭ ｭｾ に就し 、 てＩＵふるにこれはド ＦＱＪ としての産業 ＮｾＮ ｉ 号 Ｑ Ｗ 粧州

政波に ｊｈＺ 症をｾＪめねばならない。 ＱＱｒ に岡家が或る化事工場合純平ｬＧ必要とする企劃 ｬ を成し得

るならば之が分布配世につき全闘に趨地を求めなげればならない。そのt ' ; には資材ーの生産

地利いま入荷蕩所及製品 r)) 法附; じとの附連性を持つの外、問肋二卜.、生J牽企業 一卜. 前々の間; 惜

しに問甜が考慮ゐ 1¥.1に入れられる。建築行政は之に約して如何なる| 州連を持っかと云へば

光つ' 抗ーに響楽問題の巧! 台: がf . . 1 さ rt る、ド付近tU己とのf I ¥J に如何なる閥i系が設生するやの; ) 5

J.a: がなさ n ねばならない。かくの如〈諸般の問題と建築事手段との附1系を考察するとき建築

行政lまi立に一部i1i の医j或Î] に設どされ? こる工業地域が之を jffUJ とし切れないこと及! f l なる者1¥

市汁詔: 阪城 Î] の間叶J設計がよく jl 補足し得ないことを;ij 支見するのである。 lWち都市の阪域外

に i司を附ける必要が1削ぶされる。 F吉‘ 域外未開地 lこ諸加の1i $ f i ' を揃足し得る泊地があるとき

J 血) ] ＺＱ Ｍ ＱＮ ｾ ｴｩＺ 叉は間 二 七［ 一 ｼ 認。と云 つ ｔ こ者 ｩ｜￯ ｬｩ ｩ｜十発の外に陣戚ある号 ｼ 詫をぶめ化製工業経営の泊地主 Ｗ

広めて Ｚ ｊｾ ｊ ｊ きには化摩ｾ Ｚ ｲＮ［ＺＺｾ を ｲｬ ｬ 心としに都市を設展せしむることを得るのである。然らすＧし

て一方では同業として化事工業政民を奨I f i i uし一方では元u';r交の泊iJ 也を得る nの摩陪が J1. 外に
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大なるものがある隊な矛盾を繰返して共の調節に首るべき計撃を持? こぬ隊なことであって

は闘力の増進に少なからさ' る支障あることを考へねばならないのである。

叉観光立地計・聾に就いて考ふるに !谷盛にまみれに者l¥i[T生活者どして大占の( . ; 誌の日本の大

自然に浸らしめ共庭でも身;l iJ ll ' ] ) 洗叫!を矯さしりることは岡家として最も必要なることの一つ

である。交通の使開け都市itt: . L もか未聞の i也に殺到するに従ひ景勝の地は矢鰭に都合の| 暗黒

商を延長し? こ様な生前環境? こらしめ自然の恩悪を膝制せしむるに至る{ 仰向かある開立公開

の設置はか〉る憂を防止し侍るとするも悶立公園医域以外に向同様の景仰を生かせて開設

せなりればならない場所が地方に幾多存在するのである。か〉る部断の開設計誌は ;11- 1合; の

統Ｚｬ ｩｬ ｬ を要するこ ｴ 論を侯＿こない。此庭に於ても悶土計霊の道路ばかりでない綜合統刊 ｉ ｬ ｾ 十需

を要望するものがある。

現今地方に於て都市計設か未? ご全段態を鼓却して居らぬ以態にあ b乍ら地方計設、|羽ごI二

計置を要望することは思想に輪金かげるものとの諮りを逃がれまいとは思ふが都市計繋家

にしても建築行政首局にしても限界を岡土計察、地方計聾に向り得る i徐絡なきに於てはE

鴻なる仕事は常し得ないと思 i 、。

叉建築行政に於て局 ｪＧ ｩｾｾＯ Ｍｊ の問国営捉へるならば或る場所会工芸引こ興ふべきか風致保イ ｕ に

ｅｩｾふべきかー建築に閲する去就を決すべき問題にも遭遇する、都市計誌、 ｾｉ ニ ｬ 二計芦＿Ｚにも頼

るべきものなき場合建築措置の適切を要求されるものがあるこ主は見逃し得ないものであ

る。

E宇災害致防封策 と建築

20年目に一度訪れるか百年に一度訪れるか共のかJJ聞の定かならぬ除、風、地民等のE 大な

る自然の暴j氏に針し既に改設されつ〉ある市街、来月千は何等かの; i 5 t 1 苦: 合初1¥ふものがあるか

と云ふに大韓に於てか〉る考慮をなさないのが定石の慌である。或る土地に於ては市街地

建築物法の規定に依り一医制整珂限域の地盤出i を指定して津11' 誌の容を illiJ) んとする/ 1 1 : 己>D

なされて居るものもあるが、それは杢地方より見れば組めて ー ソ ｬ 、部分の災守 ｊｾ 叫 ｊＯｾｩ 策 ｬ こ過

ぎない市街地建築物法油川区] j ，; } : 外に於ては何等の注意もなされて居ないと云ってよいので

ある。

地震帯と津浪のFfLある楽訴に闘しかつて紀伊水道沿岸につき極めて組til 乍ら WB需を需し

にことがゐるがその中に一二注意すべきものある肢様につき改めて多少綜合的な澗脊を筋

し根本的災害} 斜方策を進める必要が生じて居るものがある。その釘策として杭断、 f自似各

段のしかも諸般の安全性方法を取らなげればなるまいと思ふが建築関係方商よりの針策と

して或は積極的に資本移特とするか泊、極的種々のます策を誹するるか等防波林、防浪堤の施設

以外幾多の方法が考へられねばならないと思ふ。

ミム防空防火と 建築

防空建築規則が地方の多〈の都市に未fご適用に至らなかっ? このは残念なことである。こ
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れは資材の開係に依るものであるが火災に剥する我 ｾＱ の建築Ｚま最も遺憾の駄を以って居る

のであって防空にしても防火にしても建築の婚前すべき 11司閣はかなり大き〈且多年の- ..) (  

問題と して今に解決の燦光をも 見出し得ない もの〉一つである。今や警i山の訓練に於て は

或る程度の 進 歩を認め得る ｬ こ到って居るが 、 ｦ む今後に於て可燃焼都市ｾｪｊｪ・成して行〈こと

は日本文化 の一大失態である。経怖と開: 在して防火者Ili 行造成のttーを進むることも建築に荷

せられに業責と心得ねばならない。建築家の' i ' .i務も此の方簡に重大なるものがある。

都市 の防火地区も 徐り地方都市に進出して居らない ことに就L、ても向各紋の{ 削牛 と針! !任

して省察考究の絵地をEをして居る。然し乍ら特殊の迎築物に就いては梢々改革を見る lこ至

って居るのであって都市全般に防火地区; j ;IJ を運月j し叉は防火改修を施す等に付共の賀行方

法が現在の経情欣態と調和l せしめ漸j生物方途を誹す・ぺき研究を大いに進める必要が痛感せ

られる。

合住宅問題

時局下の住宅問題として現に大都市方商 iこ接頭し之が解決を焦帽の急: とされて居るもの

は苦手務者ーに到する住宅供給の問題であり之と関連して現に不，包: の建築抑制の間建築統11)IJ を

見るに至って居るが地方に於ける多数の 中ノj 、都市にはそれ耗迄 lこ1: 1: 宅供給の問題は必迫し

て居らないものがある。然し乍ら同氏保健の問週主防Ａ連して現主の ｾｉｉ 流以下の ｴｬＺ 居、及 ｩ 1:  

宅尚喜? 見る とき共彪に大きなi .i: 居改良の問題が前んで居るのである。これは杢問的に1 : 1: 居

の文化水準をーで歩向上せしめなければならない問題である。階療施設、惜育運動悩設が最

近著し〈進歩整備を見つ〉あるのであるが環境( ) 釘い，古味.7. ){-1 日) 施設に就ては都市計調1:

地方計撃を基幹と して改善を進めて行かねばならないの環境が如何にイU( の1健康に ;;0鰹を

及ぼし、共の精神1
1
生前に迄開係あるかは今更多言を要しないと 胤 ょ、。環境付i- 楽に闘し建築

行政が組織拘 ｾＧｉ 聾と指導を話すにＮＱ ＱＺ まらす｜特別の方法Ｈ令制 Ｚ の運 ｪ 日等ＩにＨＱ＼ＧＮ＾縫輸の方

法を耕す・る迄に進展を要するものと考へられるのである 。建築行 l改: の最大の問窃は{ : l : 宅問

題でないかと思はれる。

5  地方に於ける建築行政の現献

地方に於ける建築行政の現制は六大都市 を除いに以外の地方は時々大同小異である。亦

六大都 市を 含んで 見て も仕事の内容は大龍一致して居るのであって唯仕事の釣ＩＡＨ ｾＮ 物が大小

の差を以って居る ｦ ごりの泣いである。建築行政とは云ふものｾ Jl)J 長行政(i 依りに行はれて

居らな い。都市計ー繋と建築瞥Eさとのこつの事墳が行lまれて居るに j品ぎなし、。法律としては

Tli 街地建築物法を唯一刀 rl.1
心とし て居る。これに制連しに現下の粧州統/I;IJ 事務のーイ市をも

分婚して居るものである。

今和歌山Ａ販に於げる建築刷係、法令の［由ｾＡｪ情況を簡招に示すときは大要 ｦｅ の去に示寸辺 ｢

の法規を 有し共の事務は主として j
服警然部が管轄して居る。 J!;T.4i: ｽ￭ とじでは普祭部保安ｾ

に建築技防 ｬ ｩ Ｍ Ｎ 、 建築技乎問 、 瞥ｾｾＺｴ女手一Ｎ居ーの職員がこれに従事して居るのである。克も
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建築に闘する統ili lJ 、取締事項は年々増大しつ〉める筒、之に従事する職員数は著しき不足

を告げ ｲ て居るのであってこの少数の撒員が如何に抱負を持ち勇気を持ち亦精力 ｾｴ 寄って居

ればとて着々建築行政の放県 ｾＱ Ｇ￟ げて行くことは至純であることが終易 に 司 ｬ ｴ はれるのであ

って恨にも業械が上って居るものがありとすればそれは腕民がよ 〈協力 して央れにのに外

ならな い。建築制係業者の教養これ等組合の干IJ 川勾ーが最大の能率を蒋告げて居るものでゐっ

て、市町村首局との協力連絡も うか能く行はれ、建築l隊員、警崇宵? ごりで仕事の出来て行〈

ものでないことは申す迄もないのである。然し乍ら建築行政官;局が何事にも杭倒的に亦指

導的に働〈のでなりれば ｍｾ ｊ 係各方 ｬ Ａｦｉ ￭ の協力は到底得られないこと勿論である。

! e表 lこ描げられに警祭命令に包含されて居る建築閥係規定じは今日の建築文化に謎iはし

からぬ非 ｪ 支術依項が多数あって必宅ＺｾＮ［は ｬ 徐々に改正荒＼ (.t 整J:'Hされつ〉あることを附言せね

ばならない。

会 市街地建築物法適用匡域表

遜 用 都 市 恒 竺 竺| 遡 用 規 定 ノ 鈍 図 | 都 市 計 鼓 決 定 村 山

約 19肉 |全規定; 盛期{ 防空建築規則) I地域、幹線街E側 j決定、同 雌 却

I  :=: ' ; /' .7t， J l .:..:J21. /TJ ¥ノミ永遡周 )  I 地院六
和 歌 山 市

新 ，首'"・
叶I

ミ昆 南 T行

l3i  主竪 Ili] 

n  IU丁

瀕 戸 鉛 山 村

高野'口町、r.1!i. 共村

那智聞J ， 勝 浦 町

同 Ｓｾ
地域、建築線、高空地構造ー官官 |永言十叢

;ffiI用

来計: j ! :
ITi J  31九 l 同_ I -. ノ外

I  4寺殊法築物規則; 盛期

間 3，D: i I 向 上

問 2成 | 同 .ト

同 5千 | 府J I二

問

問

L

U

4

 

1

」

問

問

-

H

H

-

H

H

 

同J .1二

米適用

幹線街路綱決定

永計皆

|同 k

{r 市街地建築物法以外の適用法令表

イ 経潰統制関係のもの

臨時資金調整法第四僚の二附係規定

輸出入品等に闘する臨時措世法に必〈建築附i系規定

1. 木浩建物建築統ilil J規J ti J

2. 餓鋼工作物築造許可胤則

3.  ｀ ｉ ｩ ｾ 伎 ｈ ｊｩ ｬｩｬｊ 限規 則 第 Ｒ 僚側係

口 保安及衛生上の必要に基〈地方警察命令

高層建物取締規程

工場取締規則

煙突火筒取締規則

石油取締規則
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自動車運輸事業以外の自動車に依る運送事業規則焔行制日IJ

浴場及浴場営業取締規則

興行取締規則

映嵩法施行車IH則

土木建築請負業取締規則j

貸座敷替業取締規則

宿屋営業取締規則

料理犀及飲食1)] 営業Jj i ( 締規則

形像取締規則

成告物取締規則

7k樽便所取締規則

胞衣産機物取締規則

精制1病者監護法l庖行和I l 則

ハ上記法令中に建築に閲する事項を包含せるもの

工場危害7象防及f:' ri 生規則

工場附属寄宿舎; 規則

土木建築工事場安全及術生規則

睦縮瓦斯及液化瓦斯ll i 1. 締焼却j

餓砲火柴類取締法令

診 療所取締規則

幽や|診城所取締j規J l I J

イヌ市街地建築物法遁用概況

地域』こ闘す規定の運川せられつ〉あるのは病弱 ｾｫ 山者 ｬｬ ￯Ｑｩ計 ｩｬｈｦ ｩＧＺｊｊ ｘＺのみにして向 ｊ Ｂｉｊｪ主地 ｊ Ｚ［ ｸＺ以

外の制度は都市計議決定事項米逃沙の1 5 . ; 何等の施行を見 られな い。防火地区、美棚上也医、

空地地区、工業専問地医 、 ｦ 七居専川地区及び者 ＱＱ 市計訴法に法〈風致 ｊ 也医の如きも手ｼ印 ｾｫ 山 ￯ｬｩ

には必要を感ぜられてrnるものがある。 IIH全地域に| 捌し法令の連川には差して困概念 J&: じ

ないが、法令の精'11'1' によ'ち 現行規定以外に常すべき仕事が夜見せられるものがめる。 fl [Jち

製材工業鼓展の魚油地集約の方策を緋じ又、工業地域内特別地区 Ｎの指定が ＱＡＡｾ い常化製工場

の或る極のものには ＱＱｾ 令工業地域内に建設するものと Ｙ｜ＱＱ も共成 ｬ こは ｬｩｬｩｈ 羽との ｉ｢ｍ 係ト也、ィ、

油の便法ｻｦ ｦｴｬｾ せＧなりればならない筒、法規以外 ｬ 二、建築聖子祭を貰施せざるを得ないものが

ある。

建築総の規定は全j白川区域に於て、者1¥市構築問題に関心を有するも のから或 る程度の武

讃を1等しつ〉ある。梓j 々大きな火災の跡地には復興の先駆として多小縫っ? こ挫築総{ f 指定

し順調に復興を進めつ〉あるものが二三Ｆ，Ｚ ｊ 或あり。叉天然紀念物 ｦｾｾ 謹の目的の需に共のｊ［￬ ｬ
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固 iこ建築税金指屯しにもの瞬前の交通附j方1卜の矯に地主の: 蛍に反して建築線を指定しにも

の等の例外的な運削も舟しつ〉ある。これ等例外の強 ｪｬ ｩｉｊ ｾｬ ＧＺｊ指定建築綿に Ｑ 火る所有数整別の

問題がEをされるのであるがこれは底割整理組合の設立により W(，決せんとするものである。

街路造成の常に建築線指定を強行 じて後日問題ぞ起し? こもの二三の例があるが何れも首

局が誠意を以て計査し誠意を以って解決に古る時wwとせき。る何も の もないことが分るもの

である。

高 、25地J采光等; の規定4 i J-J j に附しては il "il亡の保1伎を5員制 しつ〉法の蓮月j に臨みつ〉あり

構造に闘する規定に附しては、主として地6 ! J 風水害得 力質例金背景として施行を需つ〉あ

るものである。

特殊建築物規J ! 1 j に該; 立する建物もぽつぽつ出来て居る が最近の粧州統jl iIJ下 tこ於て後を絶

つに至って居る。

新興温泉地 、 新興 ｾｗｾ 光都 ￯ｬｩ に於ては市町村賞局の計謹を肋成する方針ーを以て 、 法は遁附

されつ〉あると云ってよい のである。

主主経漕統制規定及其の他警察取締規定賓指紋況

粧情統制閥係規定 lこ必〈主として資材1 l t Ji ｈｬ￬ｬｬｾｬｕ えぴ幾多の警察 ｬｬｾ 締 Ｚ 規定貰地 ＭＡｖ， 況は阪宇佐

に徹底して居 るの一部 に掠きる 、こ 11は日|合程{ 飲底するものでゐることカ Zー粧の原胞であ

るかの如 き感を抱かせるものである。然し乍ら 此 J怠に地方の設Mを抑制する限度に ついて

は夫々土地の ＱＱ た況に肱じ 、 相首の柿ブ ｊ 性ｾ有する運川の必要が痛感せられる。産業を萎縮

せしなる製自なきゃ、生誕に非道の自宅迫を ); 11へ陛下の;k 子: D生前出動脈を絶ち切るかがl き結

果を産 まぎ るや 、他に救州の方;主主:>;)51;台、する必要なきゃ笥γ 首局?れま充分の注意を要すると

ころである。

会建築指導に闘する事項

災害} 象防針策として家屋の構造献陥を指摘し自渡的改修を加l八し めん とする目的の もt

に時機に肱じて 一 般 ｬ こ建 築物締法 に附す る 常識 を普及すべき工 作がｾされてゐる。防 ヰ ｾｾＺ｜ｊ

策の如き印 ｦｬ￬ｬ ｬ 物 を各和国 惜 Ｎ 乃千を ｪｦｦｩ じ て配布され、 ［ｮｵ 候所共他自然利率ｾ Ｉ Ｇｩ ｬｬ 門 の 人 τ ＱＺ と協力

して講演併を:>11長すPS; 普通木地建築災害漁防施設は次引に法規の j白川地外にも浸潤しつつあ

ることが見受けられるに王って居る。 建築向上を目 指す岡簡を利川して災害のあっ ? こ際之

が調森を矯きしめ 、制. 千? に注意すべき事項を珪霊長するが虫f I き、叉新? こ lこ耐火木材が生産せ

られるに至つ＿こことを問 ｾＺｉｉ せしむる昂焼夷蹄を使月 Ｑ して耐火質臓を篤し之を一般に公開す

る等種々の方法が諦ぜられるのであるが之は唯認識の増進 lこ資する程度に過ぎないのであ

って、更に ｊｾ 韓化し＿こ建 築指導力 ［必 要 とされて居ると思はれるものである。

6.  関係業者の取締とその指導

カ請負業者の取締規定制定献況

現在西日本に於ける 多数のIf ;J 将には土木建築制負業JI兄姉規則が11iiJ: ι せ られて居る。 j 与コ
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規 則 の共通的 内容は業 者の就業につき瞥ｾｾの許可を要件として居ること及び警出取締に Ｈ ｻｻ

b業者組合を強化せ んと する島1iである。各}(H販は犬々の規則につき如何なる 程度. り放県営

禦げつ〉あるや詳かでないが和歌山府' : ¥こ於げる I1Jil )主以4七の業績を? 従するに警察 とし ては司・ E

成厄介な規則であって佐々 之が肢止 を議せら1' 1. . 1こ肢様である。然し乍らー肱業者の氏名 は

警祭に登鈍され知事の認可営得Tこ組合が成立して居つに のでゐつ fこが最近ヴ) 粧がi統制下に

入る迄は組合 として も見るべき賃績を感げ得なかっ ?こ様である。

1:0各地請負業取締規則共逼の訣陥

間負業取締規則が地方の警察命令として殻令 されて居ること 、各府将に於ける規則 ))内

容が直々であるこしｩＱ ｾ ｊ ｾ されて居る地方と之の無い地方とあること等より規 則 そのもの

は一つの奇型的{f.{Eである。法律: 論 iこ於てもその油ー否に就いて i，'，Jii. l前の議論はあらうと忠、

はれる。 ギ 在者は地方建 築界の 現 献に ｊｈ Ｎ ｕ 臨して見て此鹿に些か批判 ｾＩ ｊｉｉ へて 見度いと ｽｊＡ， ｊ， 、。

第一に此の種警察命令を以って凡そ lii lj 負行需を ｾ ｩＭ も の〉総てを ｾ［ｽｬ｜ｩ 負業者と 見 る「主 ￋ 義」

に問題がある。叉規WJ 制 むを要望し? こ詰時の請負業者なるもの rつ内容は大酷lこ於て大工事

請負を業とするものを意味するものでゐって 、こ れ等請負業者 tこは i交術が無くとも資本 さ

へあ れば充分の資;絡あるものとされて居る者である。質枇千? の建築生産・l古態を見 るiこ可』ノj 、

建築物の多〈はか〉る純然? こる 請負業者の手 lこなるものは極少数七あって大台s分は技術若

は ＱｾＱｊ ｾ資本とするも の〉乎に飼さ九て居るのである。 二 ｼ汁こく去へば大工棟梁が多数 の 建

築{ f 事責J :.H背負って工作しつ〉あるのである。 此 ') j 大工は請負業者なりや、J[法こにな bやと

簡単にＩＧ， ｾｈ V) 得ないものがあるに拘らする純然? こる前負北村 .η 去ふ泊り大工は請負業者に非

Y るを以って請負業者の{ 中川に 移れることが fL¥- 5 ! ( ないとされて居る。η である。現1. I コー に於て

大請負業者と大工の如き IJ、irl!j 負業者との川 (こは利害の一二致しなし、) ( きな隔? こりがあるので

ある。 ｪ く請負業者は ＱＡ｜ｾ 資本 の ｦｩ ｬ ｬＭ 負業手 ｴ Ａｦ以って請負の能力 ＱＡ｜ｾ しとし之得日 Ａｪ 負行誌を禁止

されんことを希望しi;11f 負業界の護法を{ i ' : て〉居るものであるが刊:Ii '，J '.り小建築需要者は多〈

小請負業者に工事を( { . { 籾しつつある の現社たである。此の¥111に廃して請負ll J i l 度を支配するが

如き命令が各地方区々にt 11されて居る のであるから共彪 に幾多法規としての献陥のあるこ

とは見逃し得ないものが必ず1:するのである。

会和歌山鯨に於ける業者指導欲据

和歌山鯨では請負業者取締I規J l IJ 質施に際し大工、 !r''(¥' 乎 j.'!i 勾のIfi i X会主と する業者は ii 市負

業者に包含されするとの見解 lこH< 1) ＮｾＩＨＮ扱はれて米＿ こ 。お Ａｊ 負業者は之に ｻｫ つて大韓既成請負業

者結成の組合を維持し別段の問題も起ら十今 日に 至つにのであるカ ［ｬ ｾ ｲＺ ｗ ｾ 局に向って要求

する唯一の念願があっ? こ。 それは規則の rl.1¥こ組合)JI¥入販制保頃の押入じめつ? このである。

組合に加入せる以外 の業者の営業主＿禁 止する結果ーを ＿ｾｱ こす内本金合んで居る要求である。

これに就いては首局 lこ於て相首慎重の考慮を要する問題であって小請負業者より臓を奪ふ

結果及他府m.f: 業者進出阻止の弊共の他極々の賠に影響あるを察して容易に此 の要求 を容れ
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なかっにのである。

最近物資力統flj l] は釘針金、共他建築重要資材 lこ及ょくに五り業者lill に新fこなる問題が出現

するに至つ ?こο それは多年市{ 勾地建築物法普及を中心に護注して来? こ大工棟梁連中の組合

tこ釘の配給の途がなかっ? ここどであっTこ。之等の業者はノj 、賀! 吉より之を? 求めなげればなら

ない Ａｬｦ ｾｮ Ｎｾ 1こ置かれに矯であ っfこ。百方努力の結果漸〈大工の組合に劃しでも配給の便 法を

緋今るに至り之に仲ひj障としても大工棟梁の組合をもー請負業組合として之を認め業者も

請負業者として取扱はるべ〈規則の改正を見、強制 )JII 入事項もカ11へ らる〉に五つに。叉改

正規則は二以上の組合が注る場合之等を櫛合し? こ組合雪組織せしめ相互の 11¥11こ問題の生十

る袋を無〈するに至って居る。然し乍ら赴等の措置は要するに地方的の一時の便法に過ぎ

ないのであって、全国的にはかかる地方の扶況を考慮に入れ? こる根本的指導封策を識すe る

必要に迫られて居るこ主が痛感される のである。

7. 建築行政の将来

斗建築支化事業の組織的指導

都市計聾 、地 方計輩 、 闘土百十盤 、 住宅問題 、 保健問題｜￫Ｚ ｾｬ ｬｉＡＺＺｪＮ ｗＯｬｪｬ ｬＧ 養育と環境との附係共 他

構築に闘する事業は各般の問週 t 閥辿して殻逮せねばならないことを思ふとき建築は現献

の如き側々の建築技連をのみ念願として賦米の文化に迫随する1 . : げでは満足し得な いも の

がある こと は前述の地方建築行il 3cの現wくから然しでも明かに削取し得られる彪である。現

下の時局は防空建設と住宅i J I :・給を強( 要求されて居り艇で次引に統制建設. . T) 設建を促すに

至ること、思はれる。 ｾＹ Ｇ ￰ｾ 皇に於て試みられ農村建設事業の如き清惣は日本にも取り入れ日

本的設j主主了遂げしめる必要が痛感せられる。建築に闘し組秘的経 J訟を話す方面 lこ闘しでは

我が岡の現Ｑｻｽ｜Ｈ立直 ＱＧＺｾ［ｌＧ すＧベき幼稚ｊＩ ｊｬｫ 態にず ＱＺ る。

その開国としては開々あらうと 忠 はれるが従米建築技術( J : . tdi l ) Ｉ 噌逃とは何等闘係ＩＡＡｾ ¥殺

が来 ｾｲｦｾｦ 力は建築に力を入れる除俗を持 Ｑ こなかっ＿こことを技大の王 Ｇｕｦｬ ｬ e せねばなるまし 、。現

有力建築技術者にしても 1fl J!々 の建築に闘する事項? ごりが建築の純凶と，乙得、多くの行政背11

1"] に於ても建築技術おーを入れ て居る i比大(I) :); J;:II -Iは例々 の建築に| 摘する問題に; l ' ! [ 遇すること

が多い矯技術者ε を1 J j : 置して世くことが何かにつけて便宜でめると云つに極〈収し 、要求 のも

とに世かれて居るものでー所前法律 j支術者程に重要脱されては居らなかっ仁村巣でゐる。

叉建築技術界は永年模倣 b 品去 ?っ迫求: りみに 日をi過してボて居る。気印uに於て 批界の指

導者 ｦ こるの↑肢を Ｈｉｧｾ いて居つに。 ｟， 作者・乃ｾＧｉｬる組ｼ討に於て他乃ｽ支術界公見渡すとき例へば ＩｩＱＱ￰ｦ Ｕ

技術、浩兵技術 、 者 Ｑ 主総て ｪｬｬＺ 占 ｜ＡＮＱａｾ 敵 ｄｴ 支術投述に Ｎｾ￞ｬ ｩＮｩｬｩし共 ηｦｴＢ 音に於ては軍人と何等鎚る

ところないことを承知してＩｾる。ｸＮ我が製紙事業 ｄ 設 ｪ 主について見るも ＺｦＮ ｾｄ 波術者の窓筑

込にはＧ止・に敬服するも のがある。ｾ Ｍ ｾ他円下躍進［ 主 ー ｉ ＭＮｬ こめる諸般 ｄ 技術ｽ山立 ｻｉｦＧ々イ京 大 なる さ Ｑ ，

長力を蔵してゐる。建染抹に於ても構造 。り貼に於て似ちし い改ili 成長を見つ〉ゐるも の

があるが大轄に於て他 の波術に迫l臨し等ろ後れて居ること は恨に原因がJ 1 i J聞の JIJ;iJc のみに
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ありとしても宵自ら反省し自容を要するこいま否めないと思ふ。然して筆者の云はんとす

るところは~建 築行政は更 に一般建築技術界の不振よりも 一 層 甚? ごしきものである事である

住宅問題にしても都市計 聾 にしても隠究所l大戦後の産物である 。今や我が閣は満支前大陸

の文化 建 設の大任 を背負って之を完遂しなげればならない。建設の事業は物資統制下に於

て既に開始せられて居るのである。文化建設事業の一面には構築事業も合んで居るのであ

る。今後7) 1- ，11) 従事. 業は必す' や大局的見地に立つ ?二百十聾 に裁き組織的経営に依る のでなげれ

k 構築事業は失敗の諮りを後世に磁すであらう。

{ l 建築行政の刷新と英の進路

構 築の組織拘経営を指導するも のは建築行政で・ゐる。建築行政機構が現 :tr::者I1市計吉正 η 一

分 ｩｊＮ 正 Ｚ ｬｾ イ ＨＺＨＱＺ である Ｑｭ は 到 底 共 の目的を達し得ない で あらう。 現在 の者 ｉ ｉｔ ｬ￯ 計 置は建築行政 中

門一分長男! として今後一層設注せしむる要があるのであって現に建築指導 D 簡にある者も建

築茂術者"11
1

1身の者11TH計芸家も建築技術の山義力; ーイ/101 1) 建築l支術に止まるが如き J必念: : e - -j t..j; 

してたｬｒＮＡＮＧＱ￭Ｎ建設事業の内構築技術は我々技術者の捨世［せなければならないと心 ｎｉ｜ｾ へ現在の

行政機械を? 見直して見なければならな い。機↓ 持についても刷新: : e 要する問題が幾多肢はっ

て居るが依り専門的の険討 lま此彪には割愛する。

Ili 自費者にし て恕築行政の将 来に 望みを磁し蛇石として起築行 Il大の ill
1
1
1
1こらんと志す者があ

るならば待遇地位佐渡会J l して進んで建築行政に参剖せられんこと・' l _ ? 希望して宍まない。 (I'J

れの部門もさうであるが特に建築行政部1'1に於て人材を要求して居る。

建築行政の機柿: はこれから建設されねばならないのである、それは首局者の努力も森易

でないものがあるが建築界の指導を以って任十る民間 の諸岡瞳も之 に協力 せなければ出来

ない仕事である。感蒙運動 の絵地も向聴きれて居るがも早や時勢は建設Ml こ入って居ると

JE J 、。i ! t 1.: 抽象的文字?っみを辿ねて兵盟内方策を害11愛し? こ黙を御詑ぴし捌筆し?このである

が此 丹論旨に依り' f l lリj なる読者乃研究に約する「ヒン ト」ともならば中，_討のさド甚之に過ぐ

るも円はな い rη である。

Il 3 2  

茶 郁 ( 静 岡 市 〉 建 設 の 根 本 議 決 る

古字以 ｪ 市 ￭Ｎ ｜ｉ Ａ 建ｾｦ］ｉ指し賂並に市常局では ＱＷ 日夜以来徹宵の協議を綴り 、 更に ＱＸ 日午前 ＱＰ

時服営局の原案を ＢＱＧ 心に大要 ｆ の虫 ｮ き針策ｾ線つに、旦｜ｬち復興の校本眼目ｾ飽くまでも

近代防空 ｩ￳ ｩ ＮＡｨＺＮ 都市への再建に迩｜み ＱＲｭ ｬ 図道に沿って ｉｾ ￯［｜員 Ｘ 聞の幹線道路を縦慌に殺げる外

更に今回の火災の虫n ｾ大惨事に備へ Ｓ 間協の小近日告を作り、静岡市待 Ｚ 右の袋小路を解消せ

しめる 、 更に今回の災害地の外 ｾｉｩ 7箇所に小公箇式の総地平静化を図る 、之と同時に防火水

道の新設、市内腐ら写の城主長が傘げられてゐるがこの防火針策により営然静剤市新市域の

蹴娠がTK怨されてゐる。( 1. 19報知〉



建 築 家 と 建 築

遠 山 正 害

光輝ある紀元2600年の若手を迎えに今日静かに肱して過去を刷み又将来の見透をつり桟 k

する時感慨又一入なるものがある。

過去数年前迄は此年を迎えるに閤民禦って帯( ' 篤には最も華々し い計 輩を樹てにもので

あっ fこ。共数々の計霊の中にはJ . R 京 lこ於ては寓凶| 事! 詑合金開 flHする事が設表せられ共規肢

も曾って見られぎる大掛りなものとされ既に合場に建つ各種の建築物の概要も模型に依っ

て示され久し〈沈滞して居? こ建築界に大きな刺戟を興へるんではないかと j凶侍されて居? こ

又一方fこま? こま本年はオリンピック大千子力開 fWl 肌二世り我代表の涙ぐましい針ブJ に依っ

て鵠多の有力な候干111闘を一蹴して我闘に於ては披初 の大合を招致する事に成功し朋せすe し

て此の二つの大きな事業が閥此 ｬ こ輝やかしい喜び ｾ Ｍ Ｍ Ｎ ｦ 支と力 ＱＱ へ ｽｊ［ 常に各方隔に於て夫に間

金のｩＺｾ｜備を整へ建築界に於ても着々設 ｪ 一ｼに苦心を重ねつ〉あつに ｴ 聞 ｌ 、 て居る時ｼ品 ｬ らずも

暴尽なる閥民政府( 1) 政策は怖に米洋平手" の秩序を' 乱さんとし訟に !i 抑制常事1
t
lユに端密接して

暴文l創設のえを係らさ' るを得な〈なつTこ。

最初の我方の事鑓不撰大方針も彼の反省する所とならす寸弘和 ｪｩ は ｾｬｬｩ Ｍ Ｉ 亡し局地的の ｪ ｦｊｾｩＮ州立金

〈不可能となり共後 事鑓 ｄ 推 Ｑｾ 創立前［全の見透しは Ｗ 象仰 ｉｊ ｾ 許るさ ｖ る情勢に立至つ ｦ こ Ｑ 誌に高

閣 ｉ 導も一時中止となり又寓 ｦｦｬ［ｾ 排して招致し ｔ こオリンピック大合 ， ＺＱＩ 開 Ｑｭ も他に譲る事とな

りT象定せられに記念事業は別の意味で: t J : j : 鑓下にふさはしい般市な事業に置 き鎚へられる 241ー

になっ? このである。訴に建築界に於ても橡l閉してゐ fこ室長やかな合茸も一幹，j j ) 夢 と泊、 え?こ と

は云へ代って幾多の問題を興へて央れfこが共中の二三を f合って見度いと忠ふ。

事境は今瓦で尚 Ｓ 年ｾ迎へ様とし ｙｩ Ｑｊ＼ ひは長期の間Ｚｬ ｉｉ ｊ を ｊ ｉ 止り日 を重ねる に ＱＡ ｦＺ って我戦史卜Ｎ

曾って Ｑｮｾ い 粧ｽ内戦となって自 Ｑ ＱＱ 魁怖から統ｉｬ￭ ｉ ｊ 粧ｩｦＧ ｦ へと逃民して ｾｱ こ。

斯くして凡ゆる物資は物動計霊n : 生産力蹴充のf誌に心要な方面に ["] げられ?こ結巣平手11産

業 ｄ 自 ｲ ｬｬ は抑制されてｾＨる のはｊＮ￯ｬｊＺ ｱｩＺ がかく長ｊｬＺｊＧｉに豆り叉 ｩ 世 Ｊｊｪｾ も欧 ￬Ｑ 十ｼ第一次 ｩ 恨の ｬ 時よりも大

である時かくなるのは首然でやむを得ない事である。姐; 築に於ても生産力鏑充 '_D)吋に iJt・せ

られるもの〉外鍛制 Ｄｪ￭ｾ ｊＩ 佼ｊＭｩｊｬｉ￬ｬｊ限ｾ￝Ｎ ｦ￬ め近〈は木造統ｬｉｩｬｊｸＮは資 金制盤匂Ｇ［｜ 二依 って統 制を 交

りる事となり過去ｾ於けるが如〈資材を ｩ 問符ーには得られなくなり ＱＱＱ Ｑ｝随Ａ阪の上で思ひ ＧＷ｟Ｉ ｦ Ｚ古ｾｾ

を引きそれが質現する事は困難な時代となっ 7こ。銭捌の統制に依って工事件1の高層建築物

は 2 附 3 階迄で打切られ? これ 1) 正筋コンクリ ー ト遣の事務所が出現しTこり曾つては夢想に

もしなかっ? こ現象が見られるのである。然し乍ら資材心不足に( : { i ミって建築が無くなっ? こと

云」、事では Ｑｈｾ ｜寧ろ反 ￮ｴ に生産力機充に仲ひ重工業方 ｬ 白｛は筑々 ｩ 丹波になり工場ｾ ｩＩ ｊｕｱｩｪｫ に ｾ｜ く

ぐ篠張で共規模を大にし今迄名も会 ＱＱ られなかっ＿こ工場が ー限堂々にる緋へを以って浮ひ二 ｉ ｾＮ
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って来る例も少な〈 ない。 又都市に於ける工業の護展は首然人不足を氷し必然的に地方へ

人的資源を要求 しに結果都市に於ける 人口 集中は物凄い勢で上昇し?こf誌にー・二年前から各

都市に於げる位宅難は可成深刻なものでー殊に持務者の住宅の初11底は今迄に接表せられ?こる

各穂の統計に依つで も明かである。

次に現在の閤際情勢は如伺 k 云」、に既に第 23た欧洲戦争力: 起りつ 〉あり澗迎に封し英 j11l

は共同戦線を張って栴封 l侍して居る。共れに周囲 の大小閣は共渦中に巻込れて将に爆殻駄

に逮せんとして居る。而も自閣の利径の篤には主義主張も平然とかなぐり持て〉咋目 の敵

円今 日の味方、我々日 本人から見れば誠に豆然?こるものがある。従って時に複維怪奇な 'IW

勢 :D中に 興亜の大業を果さんとして居るのであるから思ひもよらぬ邪魔力 Z入らぬとは殺が

断 言 し得ゃう。 今 日迄も 支那 ｾ ｐ 食物にして糸・ Ｗ こ 他 閣の無謀な介入も般然 ｦ こる態度で之を排

除し・米ったとは云へ不幸なる新事態が設生しな い主 は限らな いのであって jたして油断はな

らぬのである。それに備へて銃後に於ける閣防の充賓こそ望しいのであって共震に過般防

空建築規則が施行せられ防護室に劃する施設を要求し叉木浩建築物の防火に到し新fこな規

則が出来? こ。加ふるに重要都市に於げる空襲に備へて防火第一主義で進む可〈木造建物品

火改修事業が貰縞せられつ〉ある。

以 上簡単 lこ務げ来つに諸問題は我々建築家に取って終に一大試練でゐる。

資材は自由に使用出来ない事は我々にとって何よりも苦痛である。共背f f l :i の婚され る日

は米 Ｑｾ 速い許りでな〈今後毎々 急［迫するであらう。資材の不自ｲＮ ｌｉ は ｦｦｩｩｩＧ へ忍べる丈沼、ぴ之 イ ｔＩ

需に建築界が停滞する 事が無い様に之を一大時換期として明日への飛躍に備へる屈身であ

らねばならぬ。

ー 住宅難。問題は各方面に依って取り上げられて居る 械であり 、 共貝Ｎｾ豊｛じの ーっ として厚

生省内に位宅に閥し主務課が新設せられ高全1 ) 策を取られる様承つ? こが質際問題としては

妹 lこ労務者住宅力抑底は怖る可きものがあり仕事は得ても位tr 家がないと言ふ{ 米陸上山々

しい悲惨な事例を開〈時か、る大きな問題は全建築家が協力して解決に全力を諜さねばな

らないのである。

最後に防空は先にも述べ＿こ通り一日も忽せには出Ｑｪ ＼ＺＱＡ｜ｾｾ 、事であって賓際資材に不足を ＺＧ ｾ＼Ｚ＠

す今日布から左へと運び粂ねる 場合が多からうが之れとをも完成して :MI¥市防衛上先きをつ別

し度いものである。

私は少年時代か の閥京大震火災に合つ?こその日の夜近〈の・江戸見坂のJ 二から下IUT一帯t ;

文字通り火の海と化し? こ光景ぞ見7こがあの夜の議惨な情景を今でも惣出すものである。 fj

し空襲を受り? ことし? こならばあの様に焼夷姉の雨にヂ? って一夜にして次になるのではない

かと思ふ? ごに肌粟を生じる忠ひである。

防火第一主義之は現在の様に都市が木造・で建設されてゐる以上折てるわりには行かぬ司王

である。防空建築規 則 が出＿こからもう之れで良いと言ふのではｾＡ｜ｾい。資源が不足して居る
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今 IH 技筋コンク リート jjSの 如 き は 望 め な い の で 木 造 に首 分 組 る 外 は無 い の で あ る か ら 之 を

少 な く と も 綬 燃 焼 構 浩 に す る 可 〈 材 料 も 施 工 も 絶 え や 新 し い楠想、に依って研究される可き

であら う。

要 は 我々建 築 技術 に擦 る者 としてこ の 時 局 下 徒 iこ扶 乎 傍 観 して 居 る時で は な 〈 進 ん で聖

戦 に参 加 し な け れ ば な ら ぬ 諸問 題 を 解 決 し 技 術 報 闘 の 質 を 堺 げ る可である 。 過 日 多 くの仲

間を建築車 ｾ Ｍ ｉ ーとして大陸の第一線に ｩ 去っ＿こが今後も多 く の 人 々を ｩ 去 り ｾ ｉ ｩ す事であらう。 内

lこ外 に建築の分野は大きい。それ丈になさねばならぬ十仕事は 山新して居る。

以上〈 ど く ど し 〈 述ベ ボ つ に 事 も 究 極 は5特有F<ー脅 し っ か りやら うぜ と我 仲々1 l 1，Jに[1子び 掛

りる と同 時に 自分 自 身に も 言 っ て 聞 せ 度いからである。

一一 第 8 回 ・ 小 住 宅 設 計 園 案 ・ 懸 賞 募 集 規 定一一

1 . 設 計 の 要 旨

過般住宅革推緩和策の一助として「木ｩｬｩＮ ｾｴｭ 建築

統制規則」の登令を見、鋭意小住宅建築への資材

全確保すベ〈努められてゐるが、筒、小住宅ー殊

に股阪工業地帯 にみ h ては念激 Tよる膨脹により 、

その扮i底のさま名状し革佐きものめりと間〈

この時にあれり 、本合は銃後生活刷新の精ro申告?

惚し今日この永曾有の住宅革推に妾 ｪｾ せんが然 、 そ

の設昔l 会ト認の3m< 汎〈一般に募集す 、 その殺到

l主、一戸窓 i主宅 L とより可なれどこの時局 1: にめ

りでは住宅難解決の交となるべき有力なる案の H¥

づるを望むこと切なり

2. 臆 募 設 計 要 件

( イ) r木造建物建築統制規則」の適用を受〈

ること勿論にして又、何れの地にめりても市街地

建築物法の適用を受〈る L のとす。

( ロ〉敷地その位置、大 き れ j j 位、道路、

隣地との聞係など任意に想定すベし( その状況に

ついては設計説明の項に明記するを要す〉

ひっ建築坪 数「 木造ｾ物建築統 制 規則 ｊ Iこ依

りて延坪 100 卒方う! ¥: 以内なるも rJ;( 間」によりて

設計せるものはその建築坪盟主{ ! > メ ート ノレ数換算し

明示するを要す

( =- ) 所 要 室 任 意 と す

( ホ〉様式、材料、構造、任意とするも 、剣意

工夫めるを望む、 これ につきでは設計説明の項 に

オ川 、てはj菌室説明すべし

3. 所要図面及び設計説明

( イ) 2f- i百回 各階縮尺 100分・の 1 ( 北を上方に

なし、 2 階がめればその位置を第 l 階平mr 樹に朱

駄線を以て示すべし〕

( ロ〉立面図 2 面以ヒ( 遜鵡闘 にきそれ 5 る慣11

{ { : 含むものと す)

( ノ、) i笠ii i l i . 圏外部

( = - ) 買宣言十説明はその i銃要を簡明に悶 ilii の絵自

に記入すべし

4.  入選者の人鐙並に賞金

入選 3  ｾ＠ 賞 金 100関 宛

佳 作 う 名 賃 金 50問先

但し入選作のうち密資合に於 い て 全 員 致 優 秀 な

るものと認むるものには待銘: 含附す

5. 締 句j 刻 H 昭 和 15年2) ] 15 日正午

6.  Ｒ 吉選者援炎審査の結果 ｬ ま『住宅 ｾ Ｔ 月 披〈昭

和 15年3 月20 日経行〉に凌茨す

7. 密 資 員 ( A B  C 順〕

大阪市役所後総課長 工芸評士寓士附意一民

大[¥.'uH整 察1m建築課長 工 高 島 士 井 上 新二 ti;

大林組設計官1¥長粂住宅部長工疹士 今林彦一太郎氏

紳 戸 高 等 工 業 拳 校 講 師 工 皐 ↑ 専 士 伊 藤 正 文 民

住宅政支合顧問 工 率 土 高 野 批 一 郎 氏

京都常国大善隣教授 工 準 博 士 村 田 治 郎 民

三越住宅建築技師 工 壁 土 問 問 孝 明 氏

及 び

住宅改夏合主 西村長次郎氏

8. 際 募 心 得

( イ〉悶商( ま大きさ天地50籾、友 右70籾の白色

欝用紙 に墨書し、陰影又は色彩を施すべか f，ゃ、

2笠机聞は比限 にめら- t.

但し前記路面は必や l 枚の用紙に納め 、 用紙[ ま

必す' 上記寸法に切ってをく こと

Ｈ ロ 〉図面 に は ｈ 青盟主主ｾ ( 文字に! 浪る〕右ド隅に

附し、かl に哨自足並に住所氏名、職業( 勤務先共〕

を ＺＺＭｈ ｅＡせ る 紙片 ー をｾＧｩ村封し 、封 書の茨商には育 ￭ ｊ 記暗記

念記すベし

( ノ、〕審査の結果に謝して説明を求め、 叉は呉

談合申し立つることを1与す，

(  =- )  ' - 悠毛主図案にt .mする _ . -tJJの機; f IJ l: t 本舎に締

) W，する L のとす

( ホ) J f f #. 墓園祭[ 士一切之を還附せす，

〔へ) # 医薬闘案授主主先

大阪市西阪土佐姻船l町8 寄 地

住 宅 政 支 令 宛

以上

十1:: 宅 改 良 合
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I 緒 言
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11[ :j支術者運動 J ) 間見( 展開胡と技術おー)

IV  岡土計葺と建築皮術11 ・ぃ

1. 岡ミ ｌｾＭ ｴ 謹Ｚの陣立と者 ｜ｬ ￯ ｜ｪ ， ｍＧｦ 築機能の昔前充

2， 建築行政t吉田[ の改革問題と 一般肩上合への1切れ1 ・・・

V 京li
ｾＮ ＺＺＱｩＮ＠ .... . .... . ... ..・・ ーー・ ・・・・ .  .  .  .  • .  .  .  .  .ー ー・・.............. . ...... ... .. .. ..... ... .... .. ..
n l1 

前記

建築家と都市;藷寄きなあテ F マ; こ於て!i. 石E な々る! P. M: ' i ' i : i 1占が存するであらうが.:i'王者!i ｲｾｴ 築家は高 ｮｬ 市ｻ霧苦ｾ［こ如河『こ需興

すべきか ＿ｊ と解する者である 。従って，第際としては，者 ｮｬ 市構楽［こ於げるＧ｡ＡＡｾＡ［，ｬｾり Ｎ 乃至ｻ変術 Ｑ ワ ド こ寄奥すべき ｴ＿Ｇ ｆＮ般 ｩ こ

亘り湖東するのが歪Z主であるが. tis府lこ於てl i . 百11市憾築ょのご大部l百である，都市計澄と 建築行政の分野のみを主と

し考察するに留め，現下の畏開i I i j :こ於ける技術者ー共河ゎ; 認翠たる授術者J 1 l 励。こ関しては之が慨見を試みたのであるが，も

とより 設事短才の若稽たる筆者に取っては，決して熊蓄の注葱を喚起し，或!士情事( . ] 理念の下にする野i説明まなく .ZP

紫の思考のＭｾ荷台卒ｩｴ［￮に記述したる Ａ こ過ぎず，従って理路餓せず，文も亦 ｴ 置を成さどるの知多々ありと思ばれる・比 ｾｽ￭

将白こ霊望者先議議ｩￍ｛［の寛大なる Ｚ京 恕と御 ｬ 七正を ｬ￭ｾ け［王寺主音の庭も幸 ＵＵ とＡ感謝する躍である，

I 緒 言

疑問の精'Iilj lに淵源する興叫維新心境業支那事主主( ま、己に 三度の新年を迎へ7二、時恰も 、

皇紀 Ｒ ＶＰＰ 年 、 悠久平 Ｑ ｜Ｑ限Ａ日本の町五、 ｉｾｕｾ ｲ，顕正の利剣 ｬ 主主主々ￌＧＡＱえ 、 務す ＪＱＺ 任新秩序建設の鴻誌

は、着々共の成果を牧め 、人類史上に 一大 エポツクをmlJ i ‘ る! り: 紀の大設も愈々共の$}i i ! lへ

の動向を見、之がH署光の展示されんとする -'11師、欧州・| に於ては之亦郁二次大戦力; 勃設し、

怪奇: の限りを組めつ〉長期大戦へ帥診しつ〉あり。然し乍ら我問の目指す l立、八紘一宇の

大 精'Iil ll i" 'IIJ :  J f . に立協し、宇内問11i J )  1おf: u、真正ノk庄 の不11
1

阿佐:11: にあり 、彼等の戦午: 仁1
1

，'，) (. 

l立根本に於て共 D性質を呉にするは今更述」くる迄もないことである。而して我匂ーは今度二

そ彼等; の校智なる 1iltj rドに陥らさ' るよう jii宮城仰に 、一路興 '.U[*ffi 新の完遂に 泊 逃 寸 べ き で ゐ

る。現下の事態こそ ［ｩ 寄に ＪＱＺ Ｚ｛ 興怖 の 好機とえ」、べし辿 ｾｾ｜ＲＶＰ Ｐ 竿を口［義づりる可〈 、 全同 ｼ

L由主更に一層男容、新Tこなる日 a見 )) ｆｬ こ ｾｾｦｴｬ［ Ｍ ‘脅すべき伏であらう。

II 支那事受 と建築界

制って我械l建築界の趨勢を? 見るに、今次支刑事鎚の影響を草食ること悲し深刻なるものが

あ れ ー 正しく大洋の ノ ｪ 、舟にも例ふ るを得べ し Ｑｾｾ 決の ｾｬ￭ｴ ｹＧ， ｉＡ さを ｾｗｾｬｴ しりるのである。 ｾ ｊｴ鎚

の 進 展に 伴 ひ累失費量 ｊ ｊ 佐長 ｾＱ こ 各腕統 ｬｉｩｉｊ法 の 如き は電懲をさへ ｊ ぷじ し め るも のがある。

11 3 6  



然 し乍 らす定 ん は如何な る統 市 ｉｊ も 、 苦 Ｚ＿ ｭ ｾ t ，同策 に準 践す る もの i;i. れば遊んでーw交すベ 〈

今日に 王つてゐるのであるが 、誌 に建築技術-x-として服に警戒を? 要すべきは 、建築 家 の過

去 に於て間得 しに諸胞 の辺境は 、県 しeて之でよ いのであら うか、 と言 i 、反Tf[である i': Ｑ ， ｾ ｊ ｉｬ守

ｬ 二 、 関 与 誌 の真に要 求す る 建 築家とは 、 如何なる料Ａ ｩＧ ｾｩｲｬ ｬ ｴ ｬ Ｇｾ 要素と賓賀とを貝 ー す ｦ すべきであるか

? と の解答 を見出すに あ る主忠 ょ、。 而 しーて之は建築家ー自身、けL< 工業界に 於ける建築及建

築家の地位 を臨史的に組後 すると共 l二、|或|家的見地に立! 肉l し、質詮的 に将又良心的に Jl さ

lこ省後 する の精神的要素が、f}i 砂i拘 iJ. 努¥M{じすることが望ま し し 且時局 勺透徹し? こ認識

』二基 〈も ので なければならな し、。之は同時 に、大局を l友生せしむる 低 め、眼 光のノj 、局 lこ拘

泥せざ ること が結 果せ らる〉こ とを も其求さ れねばならな いので あ る。

而 して 前 者は 即 座・ に、 衆 口 一致してＨ異質のところ或は同髪 一 孔 ｮｾ ＩＩ ＺＺ ｌ と云ふのが適 切 か

も知れな い〉 現 il}t 不可を 力設レ革新 J ) 動向として、F刻家は技術者を;体重し、単に閑策遂行

への一手段と してでな し 須 〈之が企割に参興せ しむべ し、と 云ょ、に あるは多言 合要せす'

し て 明 か で あ らう 。然 らば 岡家は技 術 ＷＴ ーのか 〉 る愛問的 Ｇ ｉ ｗ 熱 に ｬ 配ふ るに 幾何の手段 ｾｗ ｢ ｪＺじ

興ふるに如向なる 地位台 以って し、或は叉務す に如何犯の輿論を 以てなし?こであら うか ?

今試みに今失事盤に連続的援ギfi を見?こ諸同の統:Jル法に徴するに 、多 〈の技術町 内1与を有寸

る法 ?) lIi1] どに も拘らす¥ 技術: X.( ; t 果して幾何参制 しにでゐら うか、之は卑近な一例 であ

る。が然し乍ら事務' 白' 僚の越正と糾する之等の統制法は、現代の技術界( 建築界〉を左イヲ

する重黙であり 、 ｾ ｴ の浮沈 に 聞 係 すると こ ろ甚 ｦ ご 多大である。技術者は之がお先体ｦｊＳＧぎに

夙夜行二?ごく の競長ーあ る と云ふのでは徐 りにも悲惨ではな いであら うか。間より之等統Hi iJ

規WJの全部が怒いと云ょ、のでは決してな いが、イりも技術計なるものが存在する限り 、之が

技術を間家的に 爪用すべきが至首であると 伝子る。

j折る現;JI、であって見れば、技術将としては践を大にして存附庖に JI 千びかくるは7J; 然 のJ:I I¥

ではあら う 。 が 、 只 ｗｩｴ こｦＱ ＱＱ 千びかり ＱＱ でなし Ａ 羽者 ｊｾ に技術前月 ｊ ＩＩ 環境を ＿成 生せしむるに肝

要な方; 全を討年十べきであると 忠 はれる。

]Il 技 術者運 動の甑 見 ( 展 開期 と技術者〉

本稿に於て技術者運動を論十ることはもとより本旨ではないが、現了oえ将来の'/l!¥i: j ，rw'jj 徒

には、本運動に翼求し之が成果を:'J 田作するところ貨に高大である附係 卜.、計千之にふれ fこ

-;:J( 却である 。

円 に革新を ｮ ｊ ｾ ぴ 、 技術 乃 至は利率ｾ ｟ｩＩ同次線、プ Ｉ ｾ Ｑ ｬ に於げる｝ｦｩ要 Ｑ 文言 ｉ ｊｴ ま之を ＺｊＡＨｪＡ ぷし乍ら 、 加 ｬ

之法干 ＺＱ 寓能 の件である政治的 、 終 ｾｩｦｦｙ ｊ Ｈ産業 ｉＧ ｉ ＧｾＩ 枇合的 、 文化的 、 ｪ ｕ 沼、均等々各般 の 行 ［ｩｬ ｹ

bは虫n貰 に鰭得 しつ 〉向 日つ詰: 慾的、 瓶詰: 刊に之を県斗: し、 依然主して引去を !日t しきれな

いのが今 日の大勢にして 、誤れるも亦甚1 " ' : し い と言はねばならな い。

ｾ￭ｪ 速の 如〈 岡家は技術者 Ｈ 或は科皐者Ｉ (立、r単伝に問家f I fl作的l件内k句j に主会針1すI什tす』る一f仰例日川i)刀〉迅

械的詑認、識の下に 、之を過するを以て足れりとな す ものであらう か、械|家の真 に欲求する技
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術平) . ( 或はt :1摩1者) は斯様なものであらうか ? 彼の第一次附掛|った取に於げる利息調巡の{拡

大なるカを育成せる環境は、聖戦己に三年、全! 事1"11ぞ慰げて興tEL維新に務進する我日本の

採って以てI ! [sとすべきではなからうか、 「ル ーデン ドルフの問家総力戦」は我々に如何な

る教訓ぞ興えにであらうか。

神じて 、今我々の眼前に展示され 、叉されつ〉あるとこ乃の技術者運動し之が成果を

1:' i然するならば、近年に於ける i支術: ; ¥) .;m酌には抑々の聞韓/ J ; 様々の方法で、 l可制技術特の

向上 を日指して、 夫々爪勤してゐるが、あらゆる分野を包含し日. 全防| 的に組織を千干し強同

なる J也幣に: . 1 : つ関関は米? ご成立を 見さ' るもののようである。現行: 技術界に於て相官の勢力

を有する日本液体計28令が、純然? こる運動閣時であるか否かわさ作者の isl J り9: ¥1 るところではな

いが、先づ此 の関暗には t¥l : 人の期待するものが可成 りあるのではあるま いかと 思はれる。

叉、本運動 (:Bxは之に高IJ ふもの として〉 のーカの代友- 的事例を慰ぐれば、 ヰ午夏「公fI月 J主

大なる綜合的技術のＺＮＱＺ場より高度 ・ 産業殴 Ａ 家としての 一 新鵠ＺＱ ｭ と之に主主 〈 産業問策のｾＺｴｊ Ｗ Ｚ 賞現

を府19 Ｇｲ，Ｇｬ己 ー Ｍ 睦以て新 ｊｒＡ ｐｴ｛建設の Ｑ ｜ｬ Ｚｗｈ ｊ 使命達成」を期すベ〈迎延ｾの Ｑ 主志表示をなす主こＮ

ろのあっ＿こ産業技術脚叩があるが 、 枇合的には躍に技術の Ｗｴ･ｬｾ 運動と宥 ｩ 放され＿こか 、 ｬＧ ｸ は

詫運動力手段方法を説。1 ) Ｑ こるか 、 或は叉賞践 力 の不足に栽閃せるか 、 此の ｾｭ ｬ ｬｬ Ａ 立時〈措〈

が、本聯関に限らする凡 そ技術者運動限、5民級性を? 依ぐものはあるまい k 忠はれる。技術隣

県の意志表示 空〉如きは、世1:の識者・と技術家の討: 立をQI奥起するに灯.W，Iの:j; JHylJ である l二ti，J らす'

反響はi tHご乏し〈又永続性もなきもの〉如〈感せ' らる〉のである。

然らば技術乃至や184陣営の岡家的現J兄及設運動不振の原因は果して奈溢に午lょするであら

うか ? 以下之が原閃の主なるものを総括的に 苧IJ 隼とすれば弐の通りである。

1. 技術者( 手; 卜筆者〉自身即ち各111i 1人

2.  清政者、指導階級

3.  岡家機構、手: Uぎの根本的飲附

4. 技術の岡家的指導原斑の猷如、従って綜合的技術開策の確立し屑ら F ること( 技術

の計調: 化石? 意味する 〉

5. 運動図韓組織の根本的防陥、

6. 共 空〉他

等 々であ るが、然し乍ら不振ヵ! 反閃が深刻且つ多角 '1句であって、之が運動力池程に於て

如何に錯綜を極め、叉難航営側むるとしても 、 目的達成の需には先す'J T f かる耐恨7 ) . イ需に

逝逃しなければならない。共 η111めが奈溢にありとしても 、今日となっては治力のないこ

とである。徒らに過去を迫求するの JEを拾っる司きであらう。

市して目下の k ころ他力に依 るは到底不可能事なるが j¥"l(に 、結局は技術者( 科事者) 自

身の現ホ及将来に耕せられ? こる命題であると思はれる。( も主より 時代の力及 ｾｴ の 他 ｻｦ決

して忽諸 l二附しではならなし、)。
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他 を Ｚ ｡ むる に なにして 、 之に資する代案ｾ川立せざるは ｦ Ｇｬ ￹ べきことではない 、 従って

前掲各項同に亘り利率的研究をなすこ k が円下の，包子主であると同時に 、 ( 何時迄も研究々

々 と 言 ふ のが能事ではな い が要するに程度問題である〉臨急 ＺｲｬＧｾ 針策を者究し辿に賀行に移

すべきで ある 。

即ち 首市[の諸問題 として娘げ得るものは概ね次の如〈である。

1. 運動閤程は既成岡龍を蛾荒35旦化するか、之伝統合するか或は新国韓を組織するか、

を決定 す る。

2. 閤鵠構成の各附 ｪ 膏 の 自費を ｦｊｅ すに必 要なる方 法をｾｩＧ ｉ ｪＺ ＭｴＮ る 、Ａｈ ＺＮの自史とは「展開閉に

鹿する技術持- の大使命を中If( え附ける 」にありてー聞 の伴象運動である 、 ( 下級 i支術有

を指すのではな く各階級である。)

3. 開 館の 組 織は全校体 ｾｍ ｉ つ を網緑し且つ Ｔ 叫 ｻＮｹ 級に迄徹底的 に加 入せしむる方法を計 Ｑ Ｗ 十

る。之は ｾｮ ｬ Ｎ 想、であって 、 Ｚｫｩ 与をナ選探する場合もあり得る。

4.  指導原周｜ｾ究明し 、 之を全作員及院〈一般 ｩｬｩｬＺ 千＿に提示する 、 同時に技術教育をも令

む ｉ 支術の ｾｬ［Ａｽ 化をｼお ｬ る 、 之には言祈に表現し得ぎるＨ共の仕組になってゐるカワ思想

的な矛盾に恭閃する小児 Ｑ ，な ｩ ｊＧ ｾ ＺｾＺｩｈ ｾ ［ 位向矧念の迷苧［を断乎ー榔し 、 過去を清算するてい

の大梁的なものでなげれば、凡 l苛の列。論も無駄でゐる。或[ ま之が核心的な間賠組織の

要素であるかも釘lれない。

5.  園韓は云」、迄もなく車/ 1 1 胞組織に着意し 、之が機能の強化を重射として結成されねば

な らない。

6. 共の他種々あるであらうが、要は “ 足下を堅めて然る後の問題" である。

註、技術の図家的指導原理の継立と之が言十宣化11勿 |々 亡中の和1 ¥によくものし得るものではな く

又凡庸の及ぶところでもなし、、軽々に扱ふ可きではな L、、宜しく熟考の上他日を期しれ

L 、@

IV  国土計壷と 建築伎術者

1 国土計壷の確立と都市構築機能の嫁充

彼の ヨー ロツパに於ける文整復興1明は、凡ゆる近代文化の雲寺町であるが、文勢復興以後

に於げる異常なる' f : ' 1皐文Il JJ の殻遣に仲ひ 、都市人口は増力11 し、従って都市集惜の現枇作機

構 組 成の要因となり 、 而して「者 ｉ ｜￯ Ｍｬｩ計費」なる 一 分干Ｋｾ必要とするに至つにのであるが 、

我岡に於げる現代都市計・設 も亦海外のそれぞ f詐取し、以って今日に及んにも のである。而

して、政近都市計望: の動向として注円すべきは、従? j ( の都市計聾の慨念 より 一歩否数多ーを

進め、都市周遊の近郊計霊双段付・i¥-I 設( 良、 Jl I林、印刷の凡てを合u ) をも包含しに、所

謂「地方計霊「 に移行し、更に岡土計主: への飛躍しつ〉あるかの如き感を興へ、殊に今次

支 那 事鑓の進展に ｬ Ｇ ド ひ 、 岡土計撃の如きは漸〈論議の焦拙となれる ー ーかの ｦｴｎ 向が宥ｊｦ ｾ、 さ

れるに至つ にこと は、遅まさ乍ら 、従来の一方的既成都市改造計量: の思潮 よ れ 一段と高

度化されにも のであっ て、約j に喜ば しきこ主であ る主いはねばな らない。
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ｾｻ者は誌に 、 閥土計聾に閥し詳細論す忘る ｩ 徐俗をも＿こないが、以下建築液体 ｪ Ｚ 諸Ｍの立場より

現在及将来 lこ於げる悶土計費: の技術的部簡に閲し、*ご1ニ考援を試みるものであるが、之が

馬には 、 先づ従来の足跡 ｩｾ 各般に Ｚ ｈ｢ｊＱ｣ さに省採し、 然る後之に論及すべきが ＱＱＱｾ ｩｊ 亨ではあ

るが、此の鮪は後日の機合に譲りこ〉では極めて概怖を見るに f3めに。

ｾｲ ｬｊ 、闘土計量Ｚなるものは盛岡の首初より存すべき答 のものである ｫ いへる。何故なれば

閑土計撃は閤策の根幹をなすものであり、九ゆる閤策は之にJ之さ樹立さるべき筋合のもの

であるからである。然るに現貨は之と遠〈遊雌し、各分野勝手な主張のもとに諸脆の計費:

樹立に釘庭せるが魚、現今枇合情勢 lこ見るが如き幾多の矛盾を生じ、之が行詰りを招来す

るに至つにのでありま正し蛍然の結果でゐるといはねばならない。 即ち最 も端的と いよ、なら

ば、現在の都市行政、農村行政の如きがそれである。都市は自伺の繁栄のみを巽ひ、農村

は凡ゆる｛ｬｾ迫に耐へかね克〈澗立を仇Ｚも得予して都市に ｬｗ ｹＮ［ＭＺＺ されるもの 、 或は近付合例 Ｒ 等

の手段に依り漸〈更生Ｈ毘の更生ではな｜Ｉの ｩ 全を ｦｩ Ｇ ｬｬｩＺ す・るもの 、 或は又現 ｈｽｾ を糊塗しつ〉

H出ぎ乍ら一方如何にして延びんかを考へる、，とい』、有械で、共に阿者の不可分性及近隣市

町村との有機拘閥聯並に友恵協同の方途は之を究むることなし備に個人主義的利己的概

念にとらはれ、他の栄 ｴｲ る耐は知らすＧ只管自己の成長をのみ希ひ絡 ｍ￬ｬｾ 羽 毛 ｦｩＺ ｾこ専念せるが需

に畢党共倒れに蹄着するに至れるも のであることは極めてI l J j 内な事賞である。 F刻家無〈し

て例人無きに等しし岡家 Ｑｲｲｾ き所都市も農村も成立しないではないか。都市計予＿の過去炉

開々の意味に於て脆弱であっ? こ加 fll も亦こ、にイ了する。即ち問土号|叢の背景を有しなかっ

? ここと iこ原因するのである。

斯の如〈閤土計.m確立の急: 務であることは、現下諸般の情勢が之を? 詑して徐りあるであ

らう。然らば此の闘土計賓とはー臨如何なる計尭を周標主し、之が貰質の内容を具備すべ

きものであるか主いふに、私見を以てすれば、間土計聾は「間 二 Ｑ ＭＮ に封し 、岡 家の ｻ米主去を｛ｩ ｦｬ ｾ

保し、闘民生活の向上護民主? 期するに必要な綜合的計諸:J であると思考する。 l出こ闘防的

経情的、産業崎、 ii d : 命的、文化的等の視結よれ興n:i*j I ; 新み大討に即応し得べし之を科

事的に綜合的に計聾するのが本間土計聾の指標となるのである。従って目減支を打って一

丸とする新東京{ 髄H;!J に準j践するは勿論である。而して之がA韓:11内容は岡表 に示す如¥1 羽

る腕汎多岐にして複雑な性質を有するものであるが、先づ活ー手せらるべき首而の問題 lま之

が計整機関の創設と金問土の合加. 的利用開設計霊を綜合的 lこ樹立するに必要な法制の整備

である。( 機構よりも fI 人/ 1 であるとか或は蓮月j の妙会期すれば足りる 、 となす設は阿 :1::

計- 曹の場合は成立しない。現Hi I J 度の如き一方的な一都市のみの計整機関では到底要をなし

得ないのである〉然し乍ら機構改革には先例にも IVJ かな虫u Ｈ幾多の附得 Ｇｾｦ ドひ 、 一朝一タ

には撞せらるべ〈もな いが、 さりとて現制度の存続は之を岡家的に見て民に重大問題であ

る。ｾ ｜ ＢￍＨに 此 際断乎として之が目的を貫徹すべ 〈 官民の決意を要望せざるを得ないのであ

る。
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農村問題の根本的改革 即 ち ｬ 冥の農村救治策は 、 大臨八ＧｽＩ人 Ｚ Ｍ ＺＨＡ Ｚ ｒＧｾ 移築岡村 ｕ ｾ が ｬ 計 ｊ 提 ＱＤＱ ｌ ｉ τ で

あると 叫 ばれ( 問防的にも〉 、一方都Ili問題は累前し、 (仔苦剖郁1¥川lれ川1リli;;- I汗計-何|

建築行政叉行詰 ｨ の不援 Ｔを＿か こ も 、 時局 ＧｊＩ 霊慨は 防 Ｕ ｾ ＧｊＩ 完摂を望む Ｖ Ｕ 々 ｊ Ａ＼ｬＧｩる多事である〉

力1¥之行政機構力不徹底に基 〈各分) 1 1 ) の釘立は、徒らに問力をw泊するの現以にあ り乍ら 、

何等のi i 策を百年十る ことな く扶手傍1腕、能率終れりとなすか? 守: 義通り問歩照維に して岡

力の特養を要する今日 、進んで百年の大計を樹1r . するか、勝又患いて現献を糊塗するか ?

現は自から明日であらう。

次に問土計書j機関として比較的容易に貰現性のある 一案を示せばニたの泊り である。

即ち 、現在の内務省計費:局を蹴充強化し 、之を同省のタ卜局rN授とするか、或は此の計難

局を主流として 、 之に厚生 、 農林 、 商工の各省の 一 部及企 ｾｴｬ ｊ ｉ 淀 、 興 ､ｬｬ 院の各一部を合し内

閣所属の下 に「悶土計聾院J (1HUi 引をt : lj 設するか、此 の二者何れを選ぶかである。後者

の程度とする には相官の支障を覚悟せねばならないが、之でも問ごI:: RH号機関の理想、 tこは向

可成りの距離あるを認めねばならな L、。故に先つ' 此の程度として世くのが質際的であると

思はれる。市して後者を選ぶとすれば、之が構成は如阿にするかが問題となるが、概ね次

の如きものが考八られる o 1! nち本院の他 に杢闘を閥束、近 畿、九州、問問、中間、中部、

東 北、 北海道及樺太の 9 プロックに大別し 、夫々 p土也方青計i註局 J (刊4恨史隅) を置 〈い。( 之はJ

む Ｓを＿得な い 事情カが［あれば官首 ［ 分の間該ブロツク内の現者剖都ｼ日間 ｬ町司市 Ｚ ｦ ｾ計十 聾委員千令 ＿のみで構成する〉本院

及地方計宝輩監局共 iじこ技争緋術F荷i、経 柄、調 夜、総務の各部を設置する。 ヌド院は金問土の綜合計撃を

樹立 し、之が指導下に各地方計霊局は管下の都市計輩、農村百十童、地方計撃に首る。市 し
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て本院には各省並に興J l li 院、企劃院及内| 剖諸局 t の泌絡委員百? を世き専I"J椛1'1HQ委員令は

夫々に設置する。

以上は計重機関の大睡であるが、更に此の機構改革主同時に技術者〈計壷技術〉の養成

方法そも考慮されねばならないが、之 l主要書佼敬育の根本的改革への一歩を意味するのであ

って 、 現在 の都 市計 霊［部 商に見る如き、建築、土木、公園、整士山等調立 の方 法ｾ採らす ･

「計ー聾技術」なる 一分科 とし向現制度の工製、農襲、及粧怖の各事部の一部を合しこ〉に

綜合的な「計Ｍ聾皐古ｾｬｊ (1段階〉を新設するのである。而して之に計霊技術、建築撃、土木

工撃、経営感及農政事力各事科を置い ( 専門事佼に於ては概ね之に準じて jlil J定する〉誌

に問題となる のは 、建築身長及土木工畢の雨や1-を何故「計霊感部 J Iこj蕊せしめ? こかであるが

之は岡事作! の有寸る凶土計霊との邸j税i性に鑑み、工撃音11に廃するより遣に有意義であるか

らである。

2 建 築行政雷面の改革問題と 一般社舎への期待

現今の建築行政に於ても亦根本的改革の成さるべきは聞より望ましいことであるが、容

易に改革の曙光を見出す lこ困難な我閣の賞以に於ては、之がJ干- 急: な賓現は期待し得べくも

ない。然し乍ら内外諸般の情勢は都市構築をして一日とて曇如? こるを j殺lこ戒めてゐる賀状

にあるから、可及的速に之が質施の段階に至るべし官民の協同と済力を求なる方策を論

じ根本的改 Ｎ｣ ＩｾＺ ｾｪ 関すると同時に、先づ現下の事態にま Ｎ ｻ廃する ｬ こ必要な最少限度及比較的質

限性のある首商の問題より刷新の方途を夜見し、之が貰施に逝逃すべきであると考へる。

建築行政改革 の方迭を鼓見する には、何 ｍｮ こ現在 の 如き行請ｬｊｾ招来するに至れるかを

究明することが先つ' 問題である。之はII[t(' 1 ' 機構、技術閣策等の根本的依陥: 7 ) 誤謬を指摘せ

ねばならないが、同時に建築行政の出議黙に於・て、監'白( 取締〉行政? こるか、或は指導行

政 Tこるべきかの指針を明示せ令、何れとも似つかぬ版行的取締行政に終始し、以って今日

に及ん1::0 Ｔ 換 言 すれば建 築行政を して者 ｾｉｔｬｪ ｦ， Ｍ Ｑ ・整的に取扱 は さ。るのみならす、之に協力せし

めき' る仁義国し 、克に建築行政白樫D 所訂i環境の不備が今日のコf、娠を招{ { { せるに至れるこ

し 即 ち 之 で あ る 。 而 し て 此の微i温拘取締行政の各方商に及 lませる悪影響は箆し甚大なる

ものがあるであらう。

然らば建築行政不振の主国が此の ＱＱＧ ，ＱｊＮ￦ 的に包磁されて居り、従って之を ｕＡｾｉ として諸極の

必影響の節子がi民生的に生じ fこものであるとすれば、之が革新の方向は自ら IlJ lかとなるで

あらう。即ち先づ現在の取締方針を破楽し純然 fこる指導行政に鑓革し、且つ之に若干のJl il.

締りの意義を附加すれば可なり。従来 ＺｊＩ 瞥 ｾ Ａ ｴ 行政の如き取締 Ｑｭ 念より飛躍し ｔ こる新＿こな

f/指 導精が11" を法制とし、 1&1土計聾に立脚する者11市構築に針彪せば、 こ〉に始めて建築技

術的符.fJr! を(f!: 幾し得るであらう。

M< て第二段の問題となる行政の運管部耐を革新しなげればならない。之には機構 D改

革をも作ふことは首然である。換言すれば佐築行政に従事する技術者に封し、指導行政に
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十二分の良債を登輝 し得る環境を附興するこ 主である。 即 ち

イ、 時間の告余裕を興へ、各自所管の造営物に封 し十分なる認識を持ち( 都市計- 霊的、建

築経営上及建築事上) 且つ之を指惑し得る識見能力をJ司、・有せしめる。

口、之が需に各係各佃人IInは岡‘より 、相互の闘満なる肺繋14J，同を闘り 、或は調査研究 に

或は指導 ｴ こ切 礎琢騰し 、 得る環境 ｦ･ 成生し Ｑ ＱＱＱ 之精 ｪ｛ｩ ｲ ｬｬ の ｬ Ｇ 勾冶及技術均ｪｬｽ ｾ ｊｬ ｉ 繍を固 り、 ( 仮之

鍛錬道場や技術講座の開設或は共同 ｦ ｶＧ ｦ 究等の如き〉機構をも改革する。現欣の永績は絶 ｾｈ

に禁物である。斯 くすることにより「仕事に封する倦怠」といふWr f I . ! ) 慌を意識を消失せ

し め陰管にして退ｾ ｜ 的な気風Ｈ所謂吏道〉を刷新する。

ハ、安んじて( 締じて積極的に) 現職に孜 々勉附し得る虫r I < 生活環境ぞ改善充賓し 11 う

る1まい /1 を興へねばならない。之が震には斯界のみならす骨|家的技術活用の見地よ b 人員

人材の蛇世に再倹討を加 ｬ 八、且つ幾多刀矛盾と背難に Ｑｉ ［ｾｪ ぐ下級 一 般技術者の合出的待遇改

普及閥滑なる人事の交流立立之が登! 日を企|尚lし、着々貰l俊lこ修すことである。此の事・柄は

「人事が停滞すれば腐敗す」の餓ｊｬ ｉｊ に准燦し 、 年限や分 ｾｬ￭Ｇ 乃 如き ｾ ｌ て ｱ Ｎｊ ｨ ｬ ｦｾ ｬｉ ｲｾ 日主すべき

はいふ迄もない。 ｪ 貯〈することは只単に建築行政の ｴｾ Ｚ Ｑ Ｑ 函 の みならす ｜ 旬〈も建築技術訴を

必要とする分Ａ貯金般 ｩ こ ［ 民り考慮されねばならない。Ｈ之は手 ｊｬ ｩ Ａｎ い方法として有名古｜ｾＧｉＡｬ の

訓示政治や凡百の科白 iこ勝る〉

ニ、技術の Ｊｲ 日分化及事務〈技術均 、 事務的〉の簡易化石 ｾ ｉ 凶 ｬ る。即ち技術的 、 事務的医分

及限界性を l明確にし且つ技術内容を? 細分化するのである。

襲来ftな事務的彪盟事項は之が ll "x. t及ひの専門家を入れる。( 筆者の見るところ某大都市 の

如きに於ても数人で結構である) 而して技術者は細分化され? こる夫々の職能に臨じ技術に

専念せしめるのであるの現住 のように新人、中堅、古老等しく十年一 日の如き同一内森の

みでは退歩は免れ子、従って種々の飴弊を生するる 一因をなすに至るのである。( 車HI 分化の

需には、新進寄託銑の I J; 批技術家の探! 持及「屈員i l J lJJ 等の方法も併せ考慮せらるべきである。

ホ、幹部養成機関の創設

手「吏i ! i ll ! 変の献陥 k して宜体きる h 官皐( 所謂官製の314である〉の寓龍、喜Z歴の過大許

悩及ｼ勺戸 Ｑｾ Ｑｴ ｊ ｩ 等 ｬ 主我関上 ｊ 建制度 。 刀 遺ＺＩ弧であって、今日向改革を見さＧる ｈｕ 山 ｴ こは種々あるで

あらうが、之が究明はとも角として現在の如〈官公立にして、且つ-卜

?七こう者按カが; 良〈し、他はこれに劣る一一では、大衆は甚fご以って迷惑( ? ) とし遺憾至悩となす

であらうし、従って必然的に以l家も亦多大の損失( 有)1予知形の〉を求むるのである。本機

附の創設は我間教育制度の根本である皐校教育及皐佼経営の問題に問れてilEるが、議では

之と別桐に取扱はねばならない止むを得F る現放であるから 、従って機問。内容も先っ7 く

のような程度となる。

Ｑｉ Ｑ ｾ ｉ ［ＧＺ ｬ ］ａ 、 人材登 Ｉ Ｍ ｉｊ 、 簡抜ＨＱ好調Ａ谷綿 ＱＯ 高生手投手 ＱＱ の打 Ｑ 波Ｉ

B 、従って全般的レベルは自然的に 向上する。
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C 、人材の逃避を防ぐ。

D 、大衆に 11夢 11 を輿ふ。( 夢なき人生は墓 場 tこ等しいであらう〉

機関の構成

A 、教育要員は杢聞から選抜 し、約20名程度とする。持に人物 J ) 選定 に考慮 を 挑

よ、。

B 、Of 年 l 回、概ね3 - 6ヶ月間東亦に於て開講する。

C 、討主義内奈は前述の園土計重苦? 主とする。

D 、本機関に要する一切の経費は閣時より支出する。

E 、本部は首分の間内務省計ー輩局内 tこ置く。

へ、可及的都市計葺へ J ) 協力を期する。

最少限度としても伎宅問題の解決及各穂災害後防に騎悩的企|副を有 し然 る可きであると

忠 ム。Ｈ此フコ Ｏ Ｇｉｾ ｬｉ ｣ｲ 窃￭ｦｊｉ ｦＮ 決方播官者はよ 具して能 力、 ＿ ｾｾ ｉ 家の技術者 ｩ 二期待すると ころ多大であ

る)

前述の事項は概ね針内的な間過であるが如何tこ内雨的充賃金期しでも多〈は一方的に絡

れ都市構築 究極の成Ｚｷーは得られな い の である からして 、同 時 ｴ こ を ｪ 外的工作ｾ ［忽せにして

はならない。市して先づ問題となるのは弐の如きものである。

イ、代書 、人ili/J度そのもの〉再徐討を凶るべきで若し止むを得 5 る存在とすれば特に之

が内容の充質全期すべ〈方策を誹せ' ねばならないであらう。

ロ、民間業 者、持務者及{也の技術部商をも合む一般枇合へ の協力を期待し得べき方法を

考究する。

以卜. 概設を試み? こ指導行政八の飛躍は、諸問の戦時統ijm規 則の夜勤に基 〈事務の煩筑及

i支術者の扮1¥底等[ こ依る能率の低下せる現以泊一般i 1 U : 併の斯 界に到する態度等を思!r l I として

がr ＼の如き改革は Ｑ 凶作し得ないーーとする設も成立 ｔ こないとは似し難いが、語草寺の ｾｴ 提言きで

はそれは全然杷' 妥に j蕊することではないかと思はれるのでゐる。{ 可 i吹かなれば之は、同氏

の他国 ｦ こる精 Ｇ ＯＱＱＱ Ｇ 力を以って断行すれば、或る程度迄の事例は ｪｾ 平決 ＱＱＱ 刊と得るのではないであ

らうか。人生 lま良、寺、美 .i)! 架ぷであり 、人IlJ 1Iま全智全能を傾注する目的の封象物が イ子す

る限り、不思議な璽 ｩ ｩＵｾ殻抑するものである。従って斯 ｴ 乃目的の封 ｊ 裂が非常時間家の要求

する、 i支術，乃最高能力 ，力投揚孔現及之 lこ釘寸る協力一ー である場合に於ては 、更 lこ強烈な

愛閣の熱情へと飛躍するに王るであらう。ｹＮ｟夫々のポストを輿ふれば 人 は相官［の能力をｾｾ支

部するものであることは史賓に徴す迄もない l月かである。( 勿論場所と人にも依り程度問

題ではあるカリ従って 11枕卒事11 に於ける人r : J lの心上'H現象の l臨月j に力11ふるに、前Iri 己諸項目

の漸Ｚ主的改革を以つですれば 、労 ブ ｊ Ｇ 方不足 、 時 ｾｕ ｬ の経済等の問題は 比較拘苓易に解決し得

べきものと信す・るのである。要するに熱意: の問題であると い へょう。

V 、結 言

4 5  "  



「建築家主都市構築」の題下には詰るべき向多〈がゐる。又本稿の主要 Ａｉｉｾ 目である「閥土

計壷に立) J l !1 し? こ都市構築」に於ても僅かに観察し? こに過ぎないが、 要 は、 建 築 界 は 可 及 的

速 に 現 欣 を 離 脱 し 精JjI Jt 的 に も 将 叉 枇 合 的 に も 新 生 商 を 開 拓 す べ きであり 、 而 し て之 は 自 主

的 、積 極 的 な も の で な げ れ ば な ら な い と 思 は れ る 。 斯 〈 す ることが即 ち、菅 に建 築 界 の み

な ら 守 閣 家11仕 合 に 貢 献 す る 所 以 で あ り は す ま い か と 信 じ 、 を こ が ま し 〈 も 私 案 の 一 端 を 蕊

に 披j歴、 先輩 諸 彦 の 御 l省H! ドに1 J I ，: する者である。謀者は徒ら に急;j生的 改 築 :t'1E: 闘 す る も の に

は あ ら 今 、興へられ? こる自己の職務 :t' 通 じ て 奉 公 の 五 誠 を 致 さ ん と す る 徐 怖 に 外 な ら す¥

若主主未亡先賢の辛苦を鮒へF るの恐れあるやを思五、 、認に先輩諸子きの御叱正を乞よ、所以、

幸び本論 ｊＩ 長短取 十 ＷＷ 御 言 ｪ ｾＫ ＺｴＧ賜は 丸 筆者望外の除柴 と致すも の であります。
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大 阪 騒 前 地 下 湛 の 完 成 迫 る

!日 100mの人が動〈梅岡附近は文字、通り交通地獄様相を描き金〈飽和状態を呈してMt1二ので

大阪市では騒本屋の建築、線高ir発珪とキ目まって昭和 8 !.p以来総工政 500Fl'; 回を投じ一大地下衡

計笠公樹て綱の自の様に縦横に地下道を郷り廻らして物凄 い 交遁量ｾ緩和すべく鋭意 ヱ ｾ進め

てゐ? こが工事は総定通り進捗・今夏までには延3300坪に主主する 一大地で遁が完成、省線、限念、ー

阪紳雨ｾｾ島 、 市況 、 パス、地下線などー討に集中する商都の大 玄附 附近の交通地獄は一気に解

消することになっ7こo ｬＡ ｩｬ ち来 Ｈｩ 阪念 、 ｬ 俣市中 、地 下鍛ｾ結ぶ地動力、ら現在の市電 軌道 の下を 惑っ

て阪市申西日 に至る高さ 230米、1陥4問、全 長300米に及 」、豪華地ーl、道は fuf にお化粧を待つt: 'げ と

なり大l奴線中央 に通子る幅61':.，1、問東 西雨入口に遁す' る各伺 3 間の3: 11三の南北1也ド道、l筏念並に

新 ｩ 仮紳 に ｈ Ｎ ｻＮｊ ｢ｾ る ￩ ｏｏ 坪の 地 ー ｬ 、艇場及びこれ に附随する地ド街 入口 ＱＰ 駄ケ所も Ｘ 分 諮り ｭ 氷上 っ

て何 ｾｴ t 今} i [ 8 ＱＧｉｊ［ ｾｩ には完成の、運び と なっ Ｑ Ｚ 第 ｬ 期計東の地 l、街 l主総坪盟主ヲ300Jloに及 び感 じの

よい F イルを張り完成乃上は 地ド の一大豪華殿堂となる筈で比米西南北 を結ぶ地下道の利用に

よって点 11¥奴念、阪紳から大l仮鍵 IltlJ 、中央、 jlij 口の三人口 、阪紳河口 lま完全に地下で述絡さ

れ歩行者1: l : 一切地上横断を' 訴されな い事にな る。

f台市ではi f : : に騒音ir 交鶏盤迎の完懸念期する潟この j 也ード街の大t成5長官f 笠を7樹て 15年度以降 3 年

総綴4!f 染として工欽 300 ，'丸闘 を投じ来は曾械崎署・南は l仮紳ピ } L Ｇｦ泉定 地北は ｉ ｾ 念を＿結ぶ ま也 ｦ に総

延坪 ＲＷ ＰＰ ｊ ｦ 東洋 Ｍｾ誇 る ｴ 也 ｜ Ｇｉｄ 普 勝の建設 に 着 工することにな って 居 ｢ 、 この第 二 期計輩が完成

すれば桶北棋はじめ御堂筋、扇町、天六の各線から 大|仮綴に集 中する il j 食、ノぐ兄 、ミ普及省線阪

急、 、 阪市中篭滋の乗降客｛ま愁く路市に聞く Ｓ 主総口から地下殿場ｾ利用する安全ｾ絡が出来 、 歩行

者は全部地¥，-道を利用すること、なるので池上l主ロ ータ リー 式交通燈攻で市定、パλ A 1也の交

議機閥[ 主主主( ｾＱ 吉鋭聖堂械が可能 ｴ なり現イ五の交通 地 獄 Ｑ ＺＱ一型 経して最も安全な交叉おとさへなり

1丸紅の 如I (  ￯ ｜￯ 定、 ノぐ λ 、 等 ＱＰ 盟主 将 ｩ が ｟ｾｌ 往生するやうな風土止し消えてしまムわりで廃 附近 の交遜

lよ全く商凶を7一新することになっ/ : 。

しかもこの 地一1・街13: 一朝有事の際には一大防空総と 化 し市民 の生命全校る重要役制金果すこ

とにもなるもので その完成が伯 1: i t てゐる。



」一一一二一一一新 建 築 欄|
Ir.! 原道場模型

野外公堂中央の抱僕努・土移

動式でこ 与にパスケッ トバ

レー其他の仮設が行はれる

位 置

奈良幌高市郡敵(努町I! l ! 原，OP宮外泊

敷 地

大 運 動 場〈未完成) 2: l.  C削 除

八 紘 察 l  

健 闘 曾 飽 t  
}  p. 480符

弓 道 場 〈未完成)f

fill 原文庫〈未完成 )J

野 外 公 営 fi .O，OJjf 

大和! ! l ai ! 飽く未知約 J. J :幻Iif

建 坪

八 紘 寮

野 外 公 堂

箆 園 舎 箇

延 J .4∞Iif

弓 道 場

大和圏 史館

信I l 京女聞く未完成〉

設 計 ・ 施 工

:.! .4∞Iif 

; 以) 渇i

8OJi!.' 

;12-14  

2(X) jp 

八紘ｾ Ｎ 弓道場 Ｑ

野 外 公 堂 ・大和閣 だ飽J

設計廊工 竹 中工務沼

恒 l京文廊〈朱完成〉

設 計 施 工 天 理 教 曾

鐙 図 曾 飽 げ!苑より移築〉

設 計 奈 良 探 移 築 竹中工務庖

工 期

八 紘 寮

野 外 公 堂

建 国 曾 飴

弓 道 場

大和阻ま2儲

憾 原 文 庫

14年 3月一]5年 1月

14年 4月一15年 1月

J 4年 4月一14年J 2月

14年12月一J 5年 ;l 月

J 4年12月一J 5年 7月

J 4年 7月一J 5年 ;1月

橿原神宮外苑橿原道場・建冨曾館

向上説明闘 ( 大阪羽日新聞置t作成のもの可

鐙 圏 曾 館 舛 翻

設 計 ・ 奈 良S軍事寄港課 移 祭 竹 中 工 務 底 1  11 



E霊園 ii1館正問

向上内部弔問

同 上 内 部1

透 視 周

• .. t  

苧 面 開

1 1 2  橿原神宮外苑橿原道場・廷画書館 設計・奈良覇軍管繕課移築竹中工務廃



ス タ ン ド内 部

@廊よ りスタンドを皇室む

南側スタ ンドより組廊を藍む

φ  

l J 5 商 霞

橿原神宮外苑橿原壇場・野外公堂 設計・施工竹中工務后 3  11 



正 筒 玄 関

右備に宿舎の妥を

見る

114 橿原神宮外苑橿原道場・八純寮

往1軍上 旬中還を隔て L 食堂

の一部( 左 ) l二正{百; こ宿舎界

降口を見る

西側 4 僚の宿舎i l ( i .羽l

純白とフイト ・グレ ーの宿舎宮町

宿舎階下愚 政， Ｕｾ 事人を収容し得

設計・絡エ竹中工務l吉



男 子 浴 室

裕繍ほ入浴人数lこ隠じ

? 舎活上ペッ ト式

ω意書入手ド 収容し得

大，中，小の三つに区分されてゐる

健 所 の 一 部

橿原神宮外苑橿原道場・八紘寮 E主計・施工竹中工務庖 5  11 



。r

位 原 道 場 配 置 悶

1 1 6  
橿軍神宮外苑橿原道場・八地寮

段計・施工竹中工務庖



大同強史館( 未知わ

l 階 苧 幽 回

同 t ! l 階苧商閣

同 上 透 視 聞

一
.“‘  

3 ・'‘ .

一
・ .

一

弓道場〈未完成〉平面図

園 E  

珍.， t  

• 凪

• 

• 

田E

1--1 
E  

旺E Effil

盆主

盟;謹; 藍

重量
同 友 遜 栂 圏

橿原神宮夕日E橿原道場・大和国史館及弓遁場計壷 飯計・施エ竹中工務庖 7  11 



ゲ十 蹴

下 部 苧 i血盟 上向指 gs 卒 箇 箇

118 ( ド イ ツ 〉 工 場 の 貯 水 堵

( Baumei ster.  Dcz.. 1939より〉
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口
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左側 ri鼠習は人公つくる」と題する館。

右側，時 計 犠

少し奥まった所に困錐形の流行館。

左惇曾場iこ立つロ

ープウエー の片仮1)

支柱。

高さの中程にレス

トヲJ トを設it て

ゐる。高さ 75;W:，

この憎慢曾l唱' 吻の

一つになってゐる

流 行 簡 の 持軍成 様 式

チユーロツヒはその名も悶じチユーリツヒ湖倒包西拐のレ リ

ーバッハとエンゲの二f可の，との湖に注ぐt也知に位するが， と

のこ河に沿った市の雨時自認の地にこの問問 !'J 場が設けられた。

との立地Jま論理加なものであるが，却 ってこ の間四曾を して放

さら人々を惹ぎつけるものにL てゐる。片 /j は主として農業に

関する鰐統の分野安展示L ，他方はスイス箇民府調l' の盗傷を 目

ざして障壁成されてゐる。 30，α' x ) 平方米の地援に亘り敏多〈公園

庭週地帯をとるゲト，道路! こ70，( 削，線池滑に85，αl O苧方i) j 主主「夫

k 使用してゐる。

エンゲ河側7Jf!J 場内iこは主要簡を買いて小運河士道 りボート

に爽りながら場内を一巡出来る仕組も面白い思付ぎである。

大ｾ穫 のある 隙 菜

館

巾 Ｑ ｇｾ

高さ 15米

厚さ G臨

くArchi tettura. Nov. .  1939よ り〉

(ス イ ス) チユーリツｾのスイス国民博 覧禽 9 '  "  



混 信 箇

ス イ ス 功 努 者 展 賓 室 外u

11 -1  0  (ス イ ス) チ ユ ー リ ツ 乙 の ス イ ス 国 民 情 覧 曾
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11 1  1  

目安 平 面 圃

ローマに建つアフリカ省建築競技設計嘗選案その 1

膚鑓. ・ L. Bru. a.  G.  Cancel l otl i .  E.  M。固tuori . 及び A. Scal pel l i .  

。
d  商 圏

(イタリー)

階 卒



正 l宿 闘

側 面 悶

回 景 国

模 型

回 鐙 閣

11 1 2  
ローマに建つアフ" 力省建築続技官選画家その 2

建. ; 医及び銭術I e・ V. . Caf i ero， E.  ROl l i ， M.  Ri dol f i ，及 G. Ri nal di .  



理U' g市iこ到し て舞1rl 及その

附務室が大きく周囲のiffii 長

湯も鹿 くて寄託侍がよさそ う

である。

くZentralblau. Dez .. 

1939より 〉

五そ 景

遊 歩 場

期i 市l 闘

1m ｾ主 席

一 一 一 ー ー ー ーーー一 一 一 ー ー ー - - - - " ぬ両面'I NI I- i:[ ，開目白面議顧'isiTJ録h 干扇i r i:v.面長忌

( ド イ ツ) デ ツ ザ ウ の 劇 場 建祭家. Fr i edr i ch Li p p 及び We r r y Rot h 1  3  11 



2 階 卒 商 問
3 階 卒 面 図

/ 守 I I  I  I  I  I  I  I  I  Iヘ
irr- 聖 書

地 階 苧 面 闘

川 1 4 〈 ド イ ツ 〉 デ ツ サ ウ の 劇 場
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講 堂 背 面

2 階 卒 面 画

J :npi ngton 村の専門事校は Cambr i dge 州内に健つ多〈の

村落雰門事授D 内の一つで，大部分はzp家であるが講堂に復

する部分のみ二時瞳となり，経j ＱＧ ，［ＱＩｍｬ ｌｬ ｾ ある 鹿 い敷地を巧に

利用して配痘されてゐる。

建物の一環には普通重宝寺 ｾＲ ， ｴ 也 ｾ主 主 宅 ， 裁縫主主宅，英語及

演日開l教室，理問教室がー列にならび' . ，他の一翼には講義室，

闘書室，原戯室，ピンポン電，談話宅事がある。

選聞の生徒はJ2才乃至16才で定員2.10人1280人迄TJ 奇!e) ，中

央部の鹿いプロムナー ドは之号事の生徒の聾食用食堂として用

ひる惑が出来る。向中央部2 階には家事数寄，関商及手工教

室があり， 1 般には火床，倉庫等の開iった作業室がある。之

等の河室は議聞のみならず，夜。習の青年教育，こ用ひられゐ。

言ｾ Ｎｧは之だけを 切り離 し て 一般用と す る事も出来， 映 ｭ ，

音喫，演劇，講義，何れにも適するや うに設計設附されてゐ

る。特lこ演担の背景には Cycl orama が用ひられてゐる。収

容人員:lω 名。

ｾ憶は煉瓦遁で ｷ に ｌＮ｢･｡ｭ 脅用ひてゐる。

CArchitectural  Revie w， Dec.， 1939 より〉

全

11 1  6  ( イギリス) 村 の 専 門 接 投 建築家・ W . Gr opi ua 及び E. Ma x we l l  F r y  

景



委 員 曾 室

鐙初は 2 つの主要 Bl ock からなり，一つは 1 隠に小講堂. 2 間二大

講堂を有する公曾堂で，他は各種事A j 室及，議事堂である。大講堂

は察曾ダンス，映 ＱＱＱＮ 演劇 ｪ 事に明ひられ，筏放を合 ｌ て ｾｉ 菅 ＷＷ ［ ｻ あ

る。

自軍造は公曾堂のきs分が

量ｾｾＮ其他は鐙 ｊ 百コン

クリ ート遣で，外沼!1

Or ange色煉瓦張り，玄

関週り及ひa主要時普段は

トづパーチン張. t転は

各階段及 1 島幸沫がテラ

ゾーで，其他はオ ー ク

ｾである。

くA (chil ecl ural

Revi ew，Oec.， 1939より 〉

閲面

ー
一
一肝

lfS : 卒耐間

( イギリス) タ リ - - ツ チ 市 役 所 建築家・ Cul .，i n 及び 5011

東 南 国IJ :外E

1 7  1I 



11 1  8  

左 園

側 面 景

場棄のきs分の倶11玄iで，右

側う主略開 室 と な って居る

右 圃

階 段 室

大 き なガラ ス ｾＢ￟ とって

ある。

屋上庭園で手』習に1色ι て4笹

木鉢をIDI べてお予パイプの

パープヲに針金b主張りめぐ

らしてある。

工場の歪景でｑＺ ｾ ｾ分は致袋

布竿分はJ i . i l 耳させるきs分であ

る。縦横，/_) 架陸軍型に司月色の

気侍を現はし，想r挙i V型k

統ーしてある。

( ド イ ツ) Foerstner 禽社工場‘ ' Total " の堵築と改造 建築家・ ｅｾｯｮ Ei ermann 



南 ilfi 外 鍛

上 階 食 堂

-・‘

中 階 の 居 間

麹i 市l 図

( イ ギ リ ス〉 ロ ン ド ン の ア パ ー ト メ ン ト 建築家・ Wel l s Coat es  1  9  11 



ぃ 2 0

8 階 苧 而 岡

九日階7 J 5 簡閲

4.  i  i経 卒 前i I調

2. 5 階i . p 而闘

1  ｾ 皆苧商関

このアパート! 土寝烹 1・許容さるべ

き 骨索 ｅ 軍政にとり，その時Ｑ｜Ｇ Ｑｾ を 棋ｌ｜Ｇ Ｑ と

L その日暦分を 2 分し て，居室D lI7-r

高としてゐる。 me出 中型車二ある玄

関入口から下勝へ降り ればそこに居

室，食堂，疲宅( 2 )1七時E警をもっ 1

戸があり，閉じく中尉! z . . 閥入口の間帯

段を上ると別 つ家の居習と疲寺まうZあ

1) ，その居羽び常wから とればよ! 車?

に食堂及ひ Ｇｾ ｍ ( 2 ) がある。向こ

の上f特心家族の鴛には玄関の僻に)J ll

の寝ｾを侍ってゐる。

ｾｮ ，＠ J廊下は節約されて中限にのみ

あり( 第 4 ，￯ ｾＩ エレペ ーター もこ

の併にのみ[f : 主る傑になってゐる。

島奮を快J菌にするml こ，天井高を充

分にとると共' ご，廊下であるぺぎ隠

にまで部屋安設けて，有効にプヲ ニ

ングしたもので，従来平耐句; こ計ru

されてゐたものを，立燈Tりにまで考

へを6J E:長したものである。

( Archi tectural  Recor d， Nov  .. 

1939より〉

( イ ギ リ ス) ロ ン ド ン の ア パ ー ト メ ン ト 11鏡家・ We l l . Coat ea 



この住宅はプランを見ても解る僚に，南方の挑め

が素晴 しいので一一溢か彼方のカスゲー ド山脹，在

く1，1簡やかなm谷を! 守ってー，その展E監を充分なら

しめる尽にポ ー チを 臨 Ｈ，叉ホ ー ノｾ，居間及び寝室

のＮｾが大きく ｅ青 やかにとら れて ゐる。

憾澄は木澄であって，屋般1，1杉のソギ板主主( 1%吋

厚〕で外ｾはヨフなエゾ松の下兎張，明Ｚ 褒 は プヲイ

ウッドi J Nとなってゐる。 内涯は，総1食主主， モ ミのパ

ＪＩｴＮＮｾ，号 車 ［ 拡張，或は鏡援になってゐる。

平面をみると，i f L 庫には 2盛D 自動車が入る僚に

なってをり，思:mがL 型に設けられ，その西方が食

堂; 二あてられ，居頑とはカアテンで仕切る際になっ

てゐる。叉居羽は雨傘分には大きな窓をとり穆日月る

く，ファイアプレ ー スを図 ｴＮｲ 邸分はｾ首を得る鴛窓

を祭然設けず Zebla のIt 1fE板でE慰占めるなど，大

総な取扱合してゐる。

厨5号，女r. t 室伝どの連絡もなかなかコムパク トに

出来亡ゐる。

( Archileclural  Record， Nov ， 1939より 〉

平 面 関

民 間

( ア メ リ カ ) オ レ ゴ ン 山 中 の 木 造 住 宅 建痩家・ A . E.  Doyl e 等合伶

南 側 外 観

西 側・外 観

食 堂

2 1  11 



11 2 .2  

正 面 玄 関 側 舛 1m 庭 図 仮11 外 程見

立 面 園

it: i l  
- - L J - 「 j

<:0 

1 階 苧 I削踊 中 地 階 苧 耐 闘

2 階 卒 商 圏

( イ タ リ ー) 野 外

この住宅は1}) :.I 4年末ローマ近郊アノL パェ丘に鐙られた。 この住宅はそれに築」、人のおめより

は寧ろその使用からヴイラくVil la) とも名付けることが出来る， とは云へ建築家は濁境と周 り

の風景に適合L ，材料の使用に，形と色の取扱ひに，自然的にと名付けられるべく，簡潔に而

も熊取らずにやってゐる。その憾成に土俗約に惰する所なく，濁自的に現存の流行にもとらわ

れてゐなし、。優れたモデルや不J菌合なものに追随することな< ，この鐙噴きは健歪である。この

住宅はコリE からローマ平野と t毎年へ[旬ふ下り坂の上に建つがその: m麗の燭成その他は別掴，1)

通りである。くA rchi tett ura，Ncv. ， 1939 より 〉

住 宅
建.;医・ Mar i o Tuf l¥roli Ludano 



Somes  Sound 栂D奥，岩の多い海岸の突槻に! ! I ! て

ら れ た -，' i l i ¥堅った J，1の家。

設計者V Ho we の雲ってゐる 如( ， 2 本のカンテ

令イレバー で仮面に阿って長〈突出された居聞の部分に

絞って，海陸の風景の問に筏ｾたる聯官容を生せＧしめる

:効果さへあるかに見える。

!!I! i勿l主木這苧家主Eであるが，後部の主要! ! I ! 初はi l l : 路

ーと同- ; mにあ り，海に突出した邑聞の邸分は約 ] 併分

だけ下方に位 L ，階段で聯絡せられてゐる。

居 間 。附 ｩ ｊ｛而に更 ｩ こｾ出された露裂からは， r幸運の

宕J をはじめ轡内の風景が一筆の下に収められ，恰も

鮒の甲板上にある僚な感があるとし、」可

工事:1 : . 機械設備脅除くほか奈部土地の施工者一に依っ

て行はれ紛糾も大邸分その地方に出るものを利用して

ゐる。例へほ，建物の基礎やE 大な何突等に使用 した

石は寺町て敷地附近から集めたもので，それを岩機の主

に少しも銅与を しないで債上げたものである。

その石の色と防腐剤塗の杉下見板と 銀灰色の尽娘板

とがよく周囲D 環境と調和を保 ってゐる。

窓及手溜は号需灰を硝びたE荒泊色に， ｵＮ ｴｾ Ａ ま淡 南 灰色

に箆られ，I[Q ( 開かれた窓は室内外a : 海終ー縛めもの

となしてゐる。

主要なm墜l主李部南向きであるが，長い場復庇が夏

の太陽の直 射奇数ひ，叉西南風 の風通しは還合吹ｾ償

L てi窟6 i i 1 l 司の必要を無( L てゐる。

記宣明に見られる僚に，との建吻; 土金計m. の一郎でー

艇庫; こi!Il絡した子供述D住居と ，主人の住居とは} 1IJ: こ

計位せ られてゐる。それ等が完成した暁. こは，この建

物! 土符刊とし て叉雫家族共通の居間浸食' 単として使用

せられる惨定になってゐる。

内きs荷主主と L てれ吋尽 の ペ = ヤ板張で桝殴寄きこは

侍主自身の作になるE書簡がある。

小雪組 の 盤 ｾを廷 すこ とに依って ｅ 包廷と警河 天 ｊｉＺ と

が同一斑になる僚に仕上げたのもー工夫であ る3

建具は何れも引戸，家具は事型映な木製で食堂用のも

の M 王かE言外，室内蔚僚に{旬〈 燃ご作られてゐる。

( Archi tecl llral Forl l m， Dec.  1939 より〉

街 宣 閲

居 間 の 部 分 外 観

全 景

カンテイレパー

卒 間 関

( ア メ リ カ〉 サ ン マ 『 ・ ハ ウ ス 建策家・ ｇ･Ｙｲｪｾ･ ｈｯｷｾ＠
2 3  IJ 
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居 間 内 部

階設上g { ) よ IJ iiP，

l習を1府軍担す

額 面 圃

( ア メ リ カ ) ザ ン マ ー ・ ハ ウ ス 建鏑家・ Geor g8 Ho we  
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居 間

建楽家 Breuer が自分の潟に設計し家賃 K

mって住んでゐるものである。

ｾｴ 吻はポ ー チ，ｉＡｬ五 Ｑ と綬室及 ｛ｦ 食堂と Ｑ 乍浪

部の3 部分に分たれ，木造と石債とを混用し

た墜慢に依って留めて俊何接的に底切られて

ゐる。居間の部分は 2暗号分1! J ( 1l 貫きで石fi' Iと羽

目板張とE 大な清子窓とに依って固まれ，寝

室は居間に面する中 2階に設けられ間認なス

グリ - ; _ ，に依って居湖上部1と限切られてゐる

のみである。

国，必要にl ¥! . l l じてカ ーテンが閉められる。

照明は墜に取 りつけられ箪みの方向にl旬〈

僚に工夫せ られたもの，家具は全て Br euer

の設計でペ = ヤを刷げて作ったもの，楽園で

11商品として製作されてゐる。

( Archi t ectural  F or um.  Deι ， 1939 より 〉

EIJIST FLOOR 

] 階司3 而 幽

( ア メ リ カ ) 信

ゲト tiill 

- - - = =芸当品説

。 ， > 0 ・s

宅 建祭家・ w. Gr opi u. 及び M . Br euer  

2 5  "  



第 1 期計百模l思

ｾ四号同房哩Ａ望号里 Ａ 型原惇思惇哩哩弓Ｇ 第 1 期計泣検型

第 1期計澄担軍事2

第 1 )羽計占模型

，1 2 6  
( イ タ リ ー) Aos t a の新住宅計壷 建築家・ G. A.  Ber nasconi  技術家・I . Laur o 



胃高 ｲＮ τｚ 芯［［Ｇｾ

アオス ｪｬｭｾ 地方の ｉ 也悶

アオスタ地 1j(:: 於ける値民のための住居計笹である。

第 1 期計世の地思面倒ハ 130x80=10，400 卒万米。

その解決は日階乃至 4 階Zコ中麿集合住宅を以てして居る。そ

の建物を臨列 して配 置 し 方 位 は S - S E向きである。計rm:と

は，その経済拘悉礎も層雪遊湿度も詳細に計算されて居る。

第 1期計笹の124戸の小住民〔第 3 階 〉及び同教の普通住民( 第

1 反び第 2階〉について，各々家賃&l リレ及ひ'虻Oリレとなって

震る。

自主に， 2∞L x 1 2ヶ月 x24戸・ ・…・・… L 57，00ρ 

8o ｸｊｾ＠ x24 ・…・・ …・・ .. 2.1. 010 

計 L 80，併O

他方経費は 土 地…- ・・・… L 1乱〔削

持軍築資. .... ... ・... L  ]， ]50，αlO 

そ の 他・ H ・H ・…. . L  200，αlO 

計 L 1，[∞，αp 

されほ，そ の民事 主 ＸＰ ，倒 Ｐｾ Ｍ ｝Ｇ Ｕ ∞ Ｎ α ｬｏ ］Ｕ Ｎ Ｚ 潟ガ

となって居る。

右越遣で注意す可きはその屋綬の，銭窃コンクリ ート・ シエノL

構造 t シャーレシ ) で，その詳細は第百闘の 2 にi出て居る。

ひるがへって伊太利忌涯の住居衆浴計澄のN 4 ' 表されるものr

見るに， ドイツ とは行き方含逆にして中居: : aひは高層D連倒壊

合住宅が多いゃうである。 しかもその数値i'il JfU 宮純な細長い俗

子耳目になって居る。之は要するに土地利用紙怒，園民生活t紫式

等によるものであらうが興味深い釘! f 0 . を示L て居るコ

くCasabel l a. Nov. ， 1939 より 〉

ーー・・・・同

• ，‘ 3 ら 5

( イタリー ) Aost a の新住宅計童 建築家・ G. A.  Ber nas coni  技術家・I . L a uro  

2 階平間闘

] 階手間調
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古 建 築 新 抄
(  12)  

1 . 蔦 緬 寺 総 門

2. 蔦 福 寺 三 門

三可泳三採脱円から来た

雪携で山門とはな床がちが

ふ。三門.i 元来耐宗伽盛時

有の門でゐるが繭宗以外の

寺32にも時: 三!土見受けられ

る。

I  3. 薦議寺僧殿

大雄要望型とも云 s、，日日万

の左i階 k 上ったところが月

思とmする司王場である。

"  2 8  

藤 原 義

支 寿日 式 建 築

もともと日本の仰苔建築は支那から渡来したから支那

式建築である。併し日本に入ると同時に日本1七され，そ

の後長ぎにわたって日本E内際展守遂げて来たのでこれは

立証Eな日本建築である。その中に，i j J G る特Eまな事情に依

って純支那式をそのま L うつL て主主られた伽墜がある。

京高官宇治の資要望山高] l I 寺，長崎の策調寺，興爾寺，爾興寺

等がこれで何れも翻宗一振の資自を宗7三回し明の建壌に成

る。 高縞寺:i 家I . ¥m三年に* 羽した支那泡隠元のf ; l fl =1iliで寛

文元年r 始め，元禄，貿永と L 、ふ，iI l に奈伽1磁が完成した。

その配置は一般の郁宗伽鑑止大! 湿似てゐるが，時妙、な笛

l' ii も少くなL 、。

先づ総門があって次に三F初主< l b りこれから奥へ一直線

上に天王殿， ｾ祁殿，法堂が鐙かれ，天王殿の ＡＺｩＮ 布から奥

へ廻廊が廻り，その悶万に鐙惚，伽l目霊堂，事時堂，数回1，

租師堂，縛堂が向ひ合って態ち， 法堂の爾協には方丈も

ある。地形は附から奥へ行くにしたがひ建物は総門の形

懸 が叡に珍奇であ り ， 大事ｾには餓に似た摩伽絡を上げ，

主要な建物には僚の中央に費僚をのせてゐる。 阻窓を設

けたり，蛇腹天井があった り，太鼓の腕形の鍵盤や一種

の組子を包んだ勾欄rr ど如何にも支那気分を慌海させて

ゐるが， こ の支那気分の更に純際でｾ厚なのは長続の諮

曲目藍である。

京都市の内外にl i 向，王一二資自主寺安があ り，小規模で

はあるがそれぞれに支那式を5空間 してゐる。



5.  ; 1 ; 樋寺法堂

正J uー沼函りま11) ' ( 政とな

ってヒ上認 ｬ ゆる役目ｾ天井で

ある。突ＮｾＮり Ｇ 主 ｦｪＩ この上り

口で厳憎らL いのが訪れて

来て式選のところに打ち伏

L てゐる。! &・L 、頃で遜渡し

てゐる僚に見えるが中k ど

うして或るきびしい作法に

よってこうして何時も頑張

ってゐるらしし、。

4. . 福寺保殿内部

この連物の用初は話; 時事量

入されたチ F ク初と餅へら

れてゐる。床には号電で編ん

だ図4i が多数i l l I ぺてある。

翻f曾はこの土に伏L て砲i障

する。

6. 責禁i弗裁の一例

これは京都市内烏丸絞罵口の西1]

碍ｩＡￏぃ ｫ ころにある資業宗例 ｊｾ のー

伊 ｬ で寺各も場ｾも今ははっきり健え

てゐないが江戸時代の中頃に遁られ

た建物のやうに記憶し 亡ゐる。

2 9  '1 



6  HOURS CONCRETE 

1:2 : 4 71ctt 656併問 217'l lcfft 28日4- 10ヤメ乱

1: 2: 4 71c比 456隣閉 300うぷ 288 ＵＸＰｾ Ｑ｣ｾ＠

寧楽屋家具装飾庖

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す

f乍

ロ

ロロ

陳

大阪市西直南堀江通1 / 34 ( 木綿ft.ff 電[φII II )

包 括 襖 川 ⑧ 2 6  6  3.  7  9  2  3  



日 本

、.1=': ヰ 情でゐる o ｴ 最近の ｵｲ ＡｬＺ ｾＱ ュ問 、 花々のＡ良品 ￭ｊ に浮遊しれ

， 一 ［定片ＡＺｴ、孜 ｨ の過去のｾでゐつ ＱＺＰ :ilt !々:Ui i >l二の

中 筋 麻 ヲ51 浅 lノi: 1 ，のの叉さがヂIJ りにして来れような気持ち

になり、あらゆる古いものに 、 大きな誘惑をｾＡわ

日本には、当T妙 fi..i風土病がめる。風土病でゐる るに至つれ。秘 rj が灘 ;1 と し て で は な い 立 添 な

から 、無 論、 円: 本潟待のものであって、アメリカ 救命器に見えな台め1: のでゐる。今、 u本， t，の7占築

にも 、 ヨーロツパにも 、 アジアの{ 也の閣 h に い ［ｩｊｾをＧ凡ｾして 、 その巾に 、 一人として 、 点、、る心

それは凡られな L、。この j指名を『日本病』土 橋す 的経総合 持れなかっ" : 人守夜九するこt . I:UI. I
JP!とな

るに就いては、然し、一般の考慮? な すロI きでゐ ｌ 、 。若し 、 程、の制採に ￬ ＧＡｊＮ ｾｬ て 、 力、、る人 ＱＩ ｾゐつれ

らう c いまはしい病名に、j { い闘の名を23i する こ とすれば、 その人 こそ、 『日本病)1 にカ. 、 cなか

いま、私として L 長論がある c にも 拘はらす、張 つれ幸運なる人と云ふべきでゐるが、恐じく 、 そ

ひでかく名づりれわりは、法、者に反省を' 求める、! こ んな人はゐるまし、 c J : l ! l ち、多〈の、殆どすべての

めには、1: ¥"ir 八やりと「日本の風土病」などと 建築家 I:tUR 0我々の過去に自主じi : 。そこには、市il

云ふより 、 その病ぷの本位を況はすような病名 z' 先の浅しれ傑1乍が1[[/，し〈主主ち列八で、色々のこ

遠慮な〈突きつりにブJ が、ーーj奇H ' 効でめらおと とぞ秋へて祭れる教材の! < I l くに発見され '1: 。そこ

考へ? こからでめる。 で 、 我 ｫＡ よ大ｾ fj. 喜びをもって、泌総の再検討と

か、る病名の食土病のゐることを 、 泣 ｩｾ ぷと［Ｚ［ .il fIll.し、: r ) i ; ! 立、古代文化の締市 '1

'

の! 袋牧でめると ;fii j し

る同志諮宕 !1、犯と共に 、 その撲滅に力企業され て、その様倣念日[: J 始 V:' : 。校倣は袈術のが; めでゐ

るよう希望する c るo /1' 1経企 E こに始めることに兵論! 主な L 、。ここ

さて、 『日本 Ｊｩｾ ｾＡＱ 、 そし如何なる病ヰまうＧ一 立では1在全なる道で Jちる。然しながら 、模倣する

苔ーに して云へば、Wl: J 本人力 : n本にかぶれる病気』 ことによって果して何がれi らal i : か。桜( 船主主主に

でめる。又、 『偏狭なる図料:1-. 守主』てめる。我々 模倣rに終つ1: 。様 l於以上の何幼でもなかっi:ο 我

の月号ｾに ｪｩ 札 、 て、力、、る病状全長しに時代が 、 ゐ k ! ま古代の建築' ぷの作つれきたしい l百を丸1: 、 それ

つ7こかどう かをまnらねが、都合現有の状態に| 浪つ を己れのしのにしれ人は然し殺人ゐつ仁でめらう

て云ムならば、近頃の戎 k ( 士、正し〈この病気の か。又、優れれ比例営、構成立， JL1: 、然し、我々

J皆、者でめる。 の '1' の滋入がそれを: 再現し1廷にであ C うか。我々

色々の女化的方面に於いて、我々は行きづまつ の ｬｾ しれところは、茶室Ｚ主主祭の蒋現でめ ｢ 、 コ ｹ

てゐると都ぜられる。建築のN 界の行きづま 1) よ クリ ー ト製の唐破風であり、 JJN，郭の毘松! の 、懸の

う!;!: ， ) Zj告かl でめる。 f i ' きづ立って進ます，、修着 ? 二ナごそれに' めの 1ばり若でゐり、でゐるに過ぎなか

の状態か乙抜I 1 - l :JJ らうとして、多大の焦俗営感じ つに。もっと Ａｭｾ 、こと ｬ 士 、 現代人のと ｕ ｩＧｩｻＡ＾さへ 、

叉短めで大なる足掻きをなす l土常然でめ る。こん か、る過去のブ1' 1 去によって規定ぜ( ，とする一般的

な場合に、一片の演片でもつかしうとするのは人 傾向に封する 、独楽J 二の助力でゐる c
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か〉る 過談の原因 i' 、王l. 1ま行 きづ まり打開の第 類稀なる闘，-*<Ii 遺言止され1: 。以来、困難なる歩み

策として主党注し7こが、叉、次のような原因も考へ はつづりにれれが、 それ[ 主導ち新しし、文化への前

られる。即ち 、世界が、化撃の準歩によって、非 遜でゐつに。時に政治への努力でゐり 、産業への

常に医織され1: 、 その結果、訟もが、知性に依る 整備でゐ h 或ひは宗数への探求でめ h、 日本精

袋詰音の相違といふことを? 痛切に知らしめられ1: 、 m中の確立であつれ。かかる努力の総綴のも主に 、

といふことが、 そのまE衡の時代に fit ムー震として 東洋のー小閣は-217一歩竪2をなる前進をつづげて

考へ始められれれめでもあ らう。 叉、明治、大正 今日 の世界の日本になっ? このである。しかも 、今

を遁じて臣主化への反動もあ らう。然し、 ここに、 日の主主築家が絡し得 るところは、組先への弱 キ し

もっと大きな原因念場げておかなく てはな らぬ。 い追従に過ぎな L 、。栄光ゐ る机先の業に報ゆるし

それは我々の『無力』戒ひは『空hfU L いふこと のが、現代建築家のこの無力な る追従で ゐって、

である。現代の時代的無力、時代的空虚が、 この 果 してそれでよ いのであらうか。家財を貸し巣さ

日本病l三つり こむ践を奥へ? こことは凡治せない事 う左 し て ゐ る 道 則.子 ー こ れが現代建築家のヨ従

軍Eである。我h は如何に無カかつ 叉如何に空底力、 である。亡の遊紫息子 li 叩l 先の苦苦手して儲 171: 、

?  小ＡｩＧｬ ｊ を＿鑑賞し 、 これｾ旅影し 、 これに手入れをし

我々は古社寺の修繕と得 して、つとめて、古い これ を錦つぶし、現代 向き の金製品' 0 作る ことに

時代の悌i " 新しい材料の稲ひお以って、保とうと 馴れてゐる。然し、 軍Il 先が蓄fit の努力i ' 挺似ょう

する。 組先の糞衡を永へに浅さうと する努力で ゐ とはしなし、。小ヂIJ は色々と三安全愛へて現はれるの

る。か、る事業の:貴いこと 、技術上の困難さ 、従 れども 、少しづっ消給されて減って行〈のみでゐ

事する人々の民経な態度、すべては敬服の I浪りで る。紀元2600.1['- の潟[ ¥ 11' に生きて、我々がかかる

はあるが、くそれは勿論、 それでよい のであ るが〉 態度合以って歴史: ; ! . ' 1 : ¥"  IJ n  ｴＺＧ けのｾ［主過 に 伏託 す

我# は古代の塔を修繕してきへ居れば それでよい ることは許されな 1，、。

のでゐらうか。塔を修繕する技術だりは昔なみの 『我々は 口本人でめる H' 日本人に 11 11 フドへの道が

ものを持ってゐるりれども 、孜々は一向に現代の ゐる ｈ よろしい我々の品 ＱＱ 先の這へ ｒｦｩｩｴｬｬｬｾ などの

塔を作らう k せぬではないか。新し〈塔を欲する 撃が盛に聞かれる。これらの長日目はすべてlF. し

塔を求める 、何物も我h にはない のではな いか。( . 、。然し、 正しくないのはこれらのこ土 11に奥へ

建築とは 、 求めるものに形ｾ奥へる義術である。 られる解f認でめる o ffilL先の道 li 、質は、夏にその

求めるものさへな L、のにどうして形 を興へ ること 澗先への復古ではない不税不屈の研銭でゐり 、

が出来よう。我々には希求する カさへな L 、。泉イJ 不問iの部lilli であ つれ ことをヶ凡泊しではな らぬ。 併

な〈生きる我々でめる 、無カそのものでみる。我 統とは『不ｆｬｬ ｩ の前進』でのる。過去の研究 ｬ ￭ｐ ｊ ｾ ，命必

キは空虚でゐる 。我 4 1ま、先代の I育資疲なり し時 要なことでゐる。が、過去の姿をそのま〉、現代

の大幅I援を出して眺め1: '> 、古いのれんｾ持ち ｴｐｊ に再現することは、 qli; 4 の建築が、生活力; 、復古

して繕つ? こりしてゐる 、 ゐ ば れ な る 二 代 目 で め 展覧舎のモデノ，- でな い1浜h、つつしまねばならね

る。商賀は地に落ち 、や1:(. 、骨は傾L、て、落日の 古代の遺構腕るべし、古代の形態祭ぶべし、が、

悲混合普に返す糸力なき三代闘でめる。渓落! 立近 それを梨J ] j 室にまで持ち こんではならな L 、。

きにある。か、る芳、境こそ 、 日本病にもって' * い 近い我ゐの刷先が、熱意合以て敢行しれところ

の温床であっ1: 。 の燦夷も 、 英秋のｾ力への手段で、ゐってその文

我々の蹴先は、土地を求め て、 この鳥に ;11( '> ¥ 化をも斥げることではなかっ1: 。
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外来の文化ｾ受 ｾｊ 入れること ｬ おそれを＿機舎に

内面的なる後展を主主げる ことで める。我h の聞に

は、 外来の女イとを取り入れすぎ1: と縛して、過去

への 回想に専念するものもめる。これは一極 の /

; ;<.! J ノレジアでめる o I外衆文化の取り入れが過ぎに 〆く J レ ツ

のではなくて、不消化に陥つ? このでめ る。消化カ

の足らぬ、食ひすぎでめる。まにまだ、外来文化

の祭主産を掘らねばならぬ。月i ! . a をみよ。日本が新

しい外衆文化の受げ入れ を行つれ努る には、必す，

閲家的自健o持 って ゐ?こ ことカ ヘ うかがれる。こ

の園家的自慌の統現のもとに受げ入れられ1: 外来

ならね、菊i文化への第一段とし 1 この々 を' t +H去の

l時と す べ きでめらう 。我キは かかる時に 、 幸にし

伎を享げ? こ る建築家でめ る。 (14.12.25. )  

々

、ー
タ ウ

コ

U

H

判

M

引
口 甚 ゴ

-

J

A

F

ト

タ ペｊｬツ は明治 Ｙ 年 日本 の 地主 Ｇふみ故闘濁 ｾ に

蹄りしは明治39年この30年問、 日本盤拳のにめ貢

献されし人で「ペルツ さんで も草津の滋で し ・

文化が、そのときまでになかっ ＱＺ 新しい文化ｾ悠 ・... .J  

青空し1: 。その時期は円本が新しー|世界に沼臨し1:1時

期 t 同時になってゐる。我々の世界としてアジア

を限つれとき 、我 h の枇界として臥米を限つれと

きそして今我々の |世界 として新しく 世界全慢の1止

界に直前し七時我 h の凶家的自覚は充分打。 11 本

病も、一つはこの園近、的自究の偏狭なる現{ まれの

ーっと 見る べきか L 知れな い。然し今丸池すこ と

の Ｑ 吐 ｬ 米ないのは世界的理想、への ｩｩＨｾ 攻でゐる。民家

的自苦H _，をま民 1: 1 " しめて大きく 日本を'見るべきでゐ

る。我々は一人洩 ら す Ｇ大勝控室ｾ去の大 事染に義主 ｉｊ し

新文化の形成 に努 力 台 数 さ ね ば な ら な いω

ｾ＠ FI 本 lこ締J d 点、る提唱[ 士、風土に封する認識

の虫f)く でめり 、叉国家的自覚の凶|びでもめるカの

如くで めるが、 資 l立、行 きづま りに 主せする窮策で

あ り、採し常てに t ころの迷路に過ぎない。日本

から 世界に出 でよ。 日本の門を世界に向って大き

〈開げ。我々 はか古、る 門jiJ . ! に立つ、生泉めり健全

なる建築家である。日本先立にかかっ1: 建築家11、

『日本に締り 』そ して門 をl羽ぢる狭量なる心情の

持ち主にすぎな し、。健全なる建築家 l立、 この 年、

何をなすべきかを了得ゼ られにでめらう。 単 な る

過去への回想は、 回想Tごりで終るこ t は、 イージ

とい」、駄がゐる 。 これはう! ( : 閤人で有名な「へ; 1 . '

y さんでもー J  e 雨様 に云 lまれ るが、とに かく

日本に頁点Rし1: 獄逸人の潜者である c

E手ペルツの日本滞続中の日記の大部分 力;

「ベルツ の 日記」

と題して涜主是正彦氏 によって側; 課され昨年の支

岩波容応力・ら IIHみ な11官時これを; m. 讃しをに興

味合感じ同じ ｾｦｩ に Ｏｐ Ｑ Ｇ 探され且つ閉じ頃讃んに ｃｏ !J 

ウ トの r f1本美の再夜九 j 岩波新容と比較して、

い ろいろの考へがうかん だのでめる。

棋王Lの考へるJ iJr によればブル ーノ、 F ウ ト11裁

が主主築界から甚fご不t誌の過言平合受りてゐる様に居、

!ま it るo :fL11 '" ウ トの

「エツポン J

r  lJ 本文化石、税」

のニ加ｾｾ辺誠しに所惑をかつて本誌にのせ 、 彼

の日本文化税の極めて浅務なものでめることを注

ベにのでゐるが、こ れ等二容 に鉛する他の建築家

の批評1' 0 奔見すれば、 F ウトの考へに充分の設置字

企呈してゐ 1: 。なは首時からそれを不思議に感じ

てゐ? このでゐる。

やｻｾ築 Ｑ 世 界 ＱＴ 年 ＱＲ 月にも 白石 Ｑ 専三氏は 「日本的

ー ゴ ー イン グの道ｾｴ￞むものとして非難をｾ Ｍ ｉＺｬＭ受せ 建築と自民洲建築J

ねばならぬでみらう。 なる文学中 、 タウトの言紫営利か十結成ゐるキ誌に

我々はこの年を26001. 1'- の月号史の終止符とし ドlま 引用してゐ乙れるから 、 まだタウ トの言設を諌む
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主主築家 L 少から ぬ ゃうでみるし、11_ r日本美の再 封して不信なりとするも 何等不足、設が無し、ヵ・らで

ｾ見 ｪ 11文 郎省 の推奨匝i笹にもなってゐ るので、 め る。 日本 人l土佐t:' 腿 々欺かれ1: 事がめるのだ、

一般人の認を もゐることと考へるめで 同¥1q通話! の 要 す るＮ に 、 余 ｬ 拍手か に 待ち停 る 忍 而 ＮｊＧ ｾ、 ｦｦ Ｑ 守ってゐ

)i) i感を 5口述する 攻市でゐる。 る 。まＧＱＺ待つ誌を ｻｾ ｬ Ｚ 策なりと考へ る 。事官 ｮ 占つ決

キ{ 9 ウ トの U;本別に私がめきにら似のは F ウ ト 心で あ ると。 -- --- -j 

カ: 日本に主主していTごし、 1: 根本似念が、我 が 日本企 以上含みでし 年齢 Ｒ Ｗ 歳の ペ ノ ι ツ が 、 明治 Ｙ ｾ ・の

回して劣等国減してゐる こ とでゐる。 F ウ トの心 未 聞 の U :本をす11何に感じてゐ? こかカ; わかる。

E卒者 11、夜、の土の言紫におしてどの本の{nJ頁 に1x Jl IJ L と比絞してタウ トの 「飛弾力、ら英 日本 J の

憾な言葉がめ るか し 反 問 さ れ る か 知 ら な い が、 波行百日に支はれに日本税など 、↑ 賞りさへ感じる位

私 11 !il ウ トの日本税 のすべての著作のすべ て の 頁 でめる。然るに「新建築j の記者は「日本美の再

にあり と&t へ1: L、o !l 若丸 J ff 紹 介 しれ文に 我 々はi mt 赤らめなげれば

このギウ トの桜木意見念念出持せす，して、 F ウト 認めないやうな所が tちる … … とか iちつ7こが、右、を

の言説の来官官 に心酔するい士、虫11何に建築家が文 して いはしめれば、 こんなことを7 日本人として守

化に貧弱なものでめるかがわ力、るのでめる o ｾのはドウかしてゐるのでな い か ｴ 忠ふ。

ふ又戎人11云 lまん、 それは白人積すべての先入 令タウト 11 r日本美の再授見 J 1 : か何とか L、っ

Ｍ ｾｾ念で 、 この日本人劣等取を Ｗ 持 Ｗ こぬ白人はない れが伊勢紳宮と ［ 佳 ｾｬＨｴ 宵が美し ｌ 、。秋間の子供の 主 主

と。然し 、 同じ ｬｩｩｾ 人でゐるペルツでい叉タウ まつり「カマグラ J 1; . 商白 L、。といっ? こ外に何が

トカ; 日 本 美 の 再 溌 丸 に 引 用 し に 米 閑 人 モ - ;;< めらう。

( Morse) でも 、 9 ウト裂の日木人に封する椛侮 伊勢市中宮、担iVJ ( l i 宮の美、云々は我々日本人に於

感念持ってゐな L、。 ては批評以外のものである。我々はま124iE械式に !i';::

明 治 Ｙ 年米朝していくば ｴ もれに ｾＱ ペもツが容 で伊勢市中宮、桂1f; lt 宮のことを感ぷいこれを? 美的

い ? 二日記( タウ トの如く公刊を H的とし 1: 日記で 許{貨の謝象物にはしな いのが日本人の魂でゐる。

な きこと に注意〉に「・余 li 多数の主義校同僚( 号甘 美 、 1¥1、聖 、校、てを: ' Ofnへ、 日本人としては、 1111 ぎ

大聖書製部の外人教師〉に百合し1: ので、勢 ひ、 ぷ ながむるといふ司王さへせぬが、 民 の す が に で ゐ

ち 日本の閣情に関す る熱心な討論となっ 1: のでめ る。 ｾ Ｎ ，ｴＮ れか市中宮に参奔して 、 キヨロキヨロそこら

る。 に美を後丸してゐる日本人がめらう力、、又白IE宮の

余力;此の 夜間 い1: 総べて I H守に常頂. ぜ八とする 奔制に行って、聖子遁建築物と同列にこの美的援獄

事物 に 主せする余の考へを 、 ｾｈ 躍する事 ｦｦ 目 的 とし をしてゐるものがめらうか。これ玉、なす人ゐ G1:1 

1: l ，のであっ-i: 。蒸し、 人々は余 ff 妄想、に怒かれ その人11最平日本人の訟をなくし' 1 : んでゐる。

1: ￕ 者と倣し 久 しからすＧして ｪｾ｢ の妄想、から健醗せ 10叉秋田の子供・の雲まつり が何で前白 L、。これ

ね ば な ら ね 破 討 に 屡 々 逢 着 す る で ゐ ら う と 言 つ 等を' とりあげて美公表凡してもらはなりればなら

れo ｾ位 、 ＱＱ 本人の美に劃する心待Ａま組大なもので

余は直ちに言明し1: 一一 余! ま冷紛な奮列者とし なL 、。我等がアイヌの小刀の毛彫彫主IJ ff よろこび

てｾと靭ぜるもので 、 断じて妄愛者としてＧＪれるも 南洋土人の手細工を' 珍乙しカ; るのとタウトの円本

のでな L 、。 J LX、 日本の前物が必す' しも畝iJHと同 税と{ P J 等の差がない。

ーでないのは自ら明かなる均iでめると思 J 、、 しか タタウ トは U本現代の常民営み 11 " てもイカモ 〉

し余[ 主、 依り失遣しない。驚し日本人が臥う* 人に ですべてを? か1: づれるでめらう。只勝卒氏等の版
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福音のみは面白 い といってみ るか知れな い。しかし 冷「 日本美の再震を見」をほんとう に日本人に 教

これがなんで 円本美の羽ー授見でめらうか。 へ ＱＺＯ ＱＮ Ｑ ＺＱ蹄判食時の永 ｾ ｉ ｾ￯ 古風氏でめ る。荷風の

ぷ F ウトは fI 光東! l ll 宮の建築なげなす。由来建 「紅茶の後」

築! 立東照宮の主主築をげなすのをヶ待機の虫11 < 考へて 「江戸軍基術論」

ゐるが、 これ等 L どうかと思ふ o ? 1ウト l主同容96 r日利下 駄J

頁 に 等 lま円本美の接見に測して我等建築家の目を い

オあο. おお- 小姻政} よ か幌ひらμ L 、て〈れるかわ力か、らな L 、、" ｾ汎｛Ｍ Ｎ等とよ比じ凶車較止し

おおo;tあο

と華鑓盤なことをを?哲容? い てゐるカがtヘ、 もな L、、。(引l円5μ1年F判l 月9 日〉

芭 予翌日 lま日光に詣でて

あら専と管業若紫の 日の光り

といふ、手L のすきな一旬そよんでゐる。この休

わからす' して、 日: 光なげなしでも何 に もな らぬ。

日: 光東照宮に美な{ ぱ、桃 1I1饗 術 に美はな い。

堂 々 ?こ る 咳

h

H
叶 口 正

斗建築物の美の認識はその建築の目的虫11何 台 考 どこの家庭でも見 Cれ る 事 で め る が、親 父の

終 に入れなりればなら ね叫 泉聞をいっき祭る伊勢 『エヘ ｙｾ と い ふ ｈ 刻婚がｊＧｉｬＧ ｪ こへるしそれまで争

紳宮と 、 めらひと紳の御自It 宮と廟律築の東照宮の ってゐ 7こ小さな兄弟は念にス トッ7 ・して締かにな

建築とを' 同じ見地か らみ るとい ふのがそもそ L 間 る。子供主主は一つ屋様の下に税父のゐ るこ とを7忘

主主ってゐ る。 れる院の輿裕に於て際Iひ合始めれのでめ るりれど

〉宇 F ウ トの霊長術慨はクラシック {肩車; である 日本 も、突如として起るも主主幸I t に忽ち Jt¥:烈な る闘等 に絡

の建築家にもこの字削ま室長 L 、。女の美しさでも幼児 局i " 宍へてしまム。こんなもg . 合の咳扮は、い はぱ

少 女、 感女、 人妻、 &j :J 官、老婆とそれぞれに凡カ 『静か にせ八かＡ ｾであり 、 『即時停戦』の威嚇

をかへれば美がめるの t:' 、 泌総飾は美しくなし化 的命令の咳でめる。筆者が日 L頁馴染んでゐる咳1:1

いふのはチ トどうかしてゐる。 上司の最も掌々れる /1.亥抑でめって、友 B i斬〈鉛筆

交 J七般も都.もの小野'fもと話しれのでめるが元来 を落さんばかりの極集に践はれる時、 そのー胡亥に

タウトは日本の紡人に潤 して 、 人としての美ｾ lX ￬Ｎｩｾｾへ ｉｦ ゐ ＱＺ かし，Ｔ［ｾ j告をか tずられ1: 如〈 に忽ち生紙

見しなかっ1: のでな L 、かと思ム 。それにくらべ る を取り戻し、或はさをさE. のもの現場の λ トープカ' ら

とベルツ 1:1、 後に日本待人をめとつ7二本ト らもわ ミキサ ー の ｦ 芽へ ｾｩｴ び出して行く穫のしのであるが

かるやうに 、 u記の所々 に円 木材i人の美しさ守主 税して JJ 給 J削民生{ 主' i l t C にげむれって、こ のH刻 91，

い てゐる。 Ｗ 二 ｔ ご概念的にきたｾｩＺくのでなく 、 倒人 主主に命全縮めるm . の思をするものらしいぶの小

個 人 に商援の1おー合、l必十その人の風妥合犯逮し、 さい援になると、び bびりして終1こは咳j郊の限怨

美 の 侍I域全具強的に記述してゐる。その l鋼に少く に1ヌィ廷 の主主( f l i &' 心 J t1: りする E うでゐ る。 主事者も

とも生活し、 そ この車詩人 に美 し E を' 感じないゃう とより 、 小心組 で、 _ . [ 主に漁へIf 忽ち 心身共に絡

なものに決してそこの童基調官がわかる径: がなし、。 みめがってしまふブJ でめるげれども 、妙なもので

与原始的、 7・P ミチプ t して美しさを再設凡し I>il き馴れれ[ 刻郊の 1: まに I日! こへな い H がめると 、

ても乙って喜ぶ穂、 日本人は美に封して盲同でな 何か糸が抜げにようで物足りな レ事 f$ しL 、。そん

い。 な叫に U. 、 このI Y'd仰の妙 Jふといふか前倒，tJζl いふ

5  1  11 



か、一種の鴻涼感が思[ まれて、卒素lま刺較を感じ

る咳I到; に↑実 しさを' 感じ7こりするも これはその l咳捌i

の意志明瞭にして説然1: るものである事によるの

かも知れなし、。思ム lこ、近頃人聞はす・るく刺口に

なって、世渡りばかりが上手にな h、こ んにゃく

玉の如〈角 J; : とれて、旗械は頗る鮮明 {c鉄き 、堂

々7こる態度のもとに所信を断行し鍛苦手褒J l . Z _ に捕は

れす，といっ土井式協の士は稀 に しか見られぬ。多 い

のは筆者の月fi 謂 『流線型人物』 で、 この1止の ロー

ズ物的役割合務める人々に過ぎ ない。堂""1: るを

放って、威嚇 も よ い 指導も よし、統辺もよし、

所信に猛信 して責任を明かにす如主 人物が、建築

界にも深山登場されるよう希望 してやまね次第で

ある。

筆者もとより 、 自ら咳を梯って人を導〈の柄で

はないが、 ( それどころか毎日縮みあがってゐる

組でみる 。〉試みに堂々にる咳梯を建築界に放っ

τ見ようと忠ム。主主象には、時局柄徒 らに高度の

空論に走らや 、 現質的な問題を のみｾぶことにし

ょう。

ヨ史

先つ' 婦人の頭髪の問題。パ ーマ宇ン トのE受注を

阻んだ最近の所持主は、日本婦人の美しさの匁めに

主主念な事でゐつれと思ふ。気の利 L 、7こ化物ならひ

つ .... む頃になって、今夏バ ーマネント論でもある

まいカヘ日: 本婦人の従来の頭髪や姿態がどう考へ

てみても美し比例に於い て成立つてはゐなかっに

のに、 漸く 、こ れによって解決の端絡を摘んどと

思つれのも束の 問、 猛烈な る野次馬的追従迎合者

の排除に塗って、影を7君事め てしまっ1: 。筆者とて

もこの頭髪の形式が最上のものと思ム者ではない

げれども 、 これを以って日本紡人の姿態きたをい〈

らか増すことは出来7こUt 思ふのである。れいこ

こに指 摘しＺてお き ＱＺ ｾ 、の ｬ ［ｴ， その 逗従迎合者 逮の

排除論の立論の虚弱さでめる。形態義に於L、ては

無論従来 に上むを見ぬ優秀さを持って居るから 、 こ

の車問f: O; の官余地はないし、仮りに毛髪の衛生全云
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J々毒すると して L 、 - j J にl.i mそのものの仁めの

充分な泡風'Itl こ{賞l i れτ 伶りめり 、総人の活i設な

る動作セ助げる上からは完全 に近いこの髪であ る

こう L 、ふ完全なものに飲貼を奥へ る1: めに、彼等

が指示しれのは、 その舶来の故に 日本精紳に符: る

とL 、ふのでめる。この云ひカが[ l f に間違つ・てゐる

が何れにしても、綿入の風俗 {c 支到し決定するも

のは 、 男性のＱｉｾＡｉｩその も のなので めるから 、 その

資企綿入に 附する如き言動は 男性としては卸廷す

べき司王で、 男性こそ自ら反省すべきものであ る。

断っておくが、筆者は、こ の頭髪の形式に盛惑的

な美? 感す，るとか随審議歎する態の橋市中病者では

ない。而力、い倫将来の日本婦人頭髪の形式は こ

の形式に近似せるもの に決定されることを波書し

てはばからない次第でめる。

今年[ 主闘民自民が市IJ 定されそうな糸、速にめる 。喜

ばし い ｾｉ で 、 待ちどうし ｌ 、 ｲ ｾ りである。 制 ｒ ｉｬ ｉ こよ

って 、 職業ｾ ｾ 凡透される事 ｻ｣ｪ［Ｎ｝［ 皮に燃がる円本人

の狭量; さを7以ってしでも 、国民会絡が身につげる

闘民服といふ事になれば、否悠なしに者用する事

にな らう。本常 l主図民収 i"悠々考へる k いふ事に

ーす遊びの意識があるのでめって、 そこが質は 問

題なのでめる。現徒、閤民 JJ I l に謝して我々の抱い

てゐる 税念に 従へば、それ! 主従来の衣服とは全身

かl に、一つの衣服の形式を編み tHす事であって、

我々の衣服が閲兵服のそれだげしかないようにな

るt いつに尖鋭化1: し衣の問題ではないのであ

る。であるから 、我今期待= し1牙るものは、妨人に

11 モンペ {c第三かせ、 男子には級にバン，. . のめる少

しは究いだ滋の洋服を決定する事位のものでめ

o  ，) であるから 、結局 l;t .pt の中を - ) 奇複雑にする

か 、 ｝Ｎｾひ ｬ 士 、 例へ ｉ ｦｉｩ， 詩人のお｝ｊｻ｣ ＭｬＺ ｊｊ つれ ｢ 、 外訴の

ilIl i  ，h' !J ンの列をJ i ff 止する とし、」、ような、些細では

めりなが ら、 なかなか賀行しが1: い〈が、官Eは最

も重要な〉案イヰ lこ劃する口ムさぎの態度の L ので

みらうと思ばれる。結局l主、我有の衣服lま紡人が

ズ永 ＮｾｩＧ 穿くようになり 、 男子の服装に於げる飢



意 味 Tよi¥(1i;k' IJ ンの式のものがすべて除去されるよ

うになって 、 そうする傾向が向然 ｬ こＨｾと定するで ＨＱ Ｉ

らう終局の形式こそ本笥の閥民収なのでみる 、 と

筆 者 lま考へる。我々は、我キの袖に幾つかの飾り

ホ・9 y を阿すり、 ズ ;h' y の穏をグプルにして、 そし

て貸乏して、 ゐ るのである。

住

雨 が 多 〈 て、蒸 し 巷 〈 て、 どうしでも夏x > 本位

の開放的なものにしなげればならないし、 風雨に

u'si へて車干の出金深〈もしなりればならな L 、。こと

は、 我々の住宅の本質的な形式( f 規定するもので

あって、 これが地域的な侍性を7示 し、叉美しきも

増 す の で あ る が、 これは、風雨に l燥され、叉直接

の、 及び反射の強烈なる日: 光を浴びるような、 長日

外 地 の 住 宅 に於いてこそ安営なる方法でめるげれ

ども 、 家宅問符し，風雨の利げ られれ都合地に於い

てまで同じ方法佐保る事には- P . 患の吟味の係地が

あらう。煤燭の 1: めに円影 l主務 らぎ、狭 い 道 路 の

雨 j!{l ]にi肝( f ili ね墜を援して立ちならんでゐる家々

電 柱 や 街f置が更に遂を' 狭〈し、 ひっかかりの多 い

構成にー唐の混雑を磁成してゐる都合地に於L 、て

は、 むしろこの合同的性のあると忠 lまれてゐると

ころの軒をすっぽり切り務して、 J羊! 孔の或ひはせ

めて土蔵位の程度の軒や虫忠清を彬Jr X . すべきでめら

う。而して、 吹降り等に討する安心のnめには、

入口 、 怒その{ t i ! . の関口i i [ (の i直: Ｎ ＱＺ Ｎ に小川｛ｪｾ、 ｛￭ｦｪ げれば

よL 、。而かも事官1 : 1主、 この小島'II の恕i にさへもl E 光

性を需め 、 室内に光線Ｈｦ導入する ＮｾｈＧ 要求してゐ

る。肝の 出 る代る僅かな) 尚でさへもその泌光{ 注の

放 に室 内 屋 外 も 附 く し て ゐ る 魔 物 な の で め る 。

句j 角 1J司自主りの l随員五? 持つ道路に援しながらその

軒の H'，の深さの故に悶界公狭めちれ、f益力、 I Jミ巾

の細長い背ｾｾしか跳められないような街術の筑Ｚ

例を訟も知ってゐるであらう。筆者はそんな IfrH告

に立って空を ｾ Ｑｲｊｊ ぎ 、 或ひ ｬ ま隣の ｕｦ 干と我が家のそれ

で匂j 角 の 小 庭 に 諮 雨 の 見 舞 台 拒 んで ゐ る よ う な 長

屋ｾｾ見てはこの忠、を深〈するのである。

ｩｬ 汗含縮めて 、 Ｗ 守笠ｾ思 ｩ 、存分 ＱＱＱ Ｉ ぎ 、光 も 雨 ｌ 充

分に辺lへ' ( ｾｽＮるようなｉＺ ｴ 宅ｾＺＧｬ￭ ｩｬ 合に Ｎ ｉＩｬｬＡへ ＱＺ い と忠

ふ。昔瓜の家の軒の深い美しさに! 魅せられ、 或 ひ

はヨ ー ロツパから逆輸入せられ 1: 軒 線 設 設 型 lこ誘

惑 さ れ て、洋風のピルダイ ングさへもがその各府

に深 い軒のような L のを7附 げ ら れ れ り し て ゐ る 現

況である。我々の問先は恐( ， < 、今 JJ の平詩集都合

公想像もせ十に 、 深い野の家ｾ作つれであ乙うし

叉 、組先議が今生きてゐ 7こら 、 うんと車干の浅い 家

主; 'i' 下つれであらうことは想像に灘 〈なL 、。 古 い物

の形式美に日本的なものを感じ1: 1) 、魅せられ? 二

りする感傷Iま斥りられねばならなし 、。その後生に

於 い て 合 目 的 な も の で い その素因に慾化がみれ

ば単なる服飾に過ぎなし、、時代の念激な進展は建

築家の頭脳にも ｲｾ りなき進歩Ｈｦ要求 す る。深い Ｑ 怖Ｚ

の :¥11、 我々は機能に年さして賀は停統に溺れてゐ

るのでめる。

好守切れ。そこには大きな材料ノヲ節約と防火の

効果さへ1 ，[ ; 付随するのでめる。

文 字

上2症の頭髪の事衣服の卒、 住 宅 の 事、 それらの

率 に か、る挺の吹文合 mむ択しい泉分がi張ってゐ

ることは丸、逃 lt なし、。奴しい気分それは戸iJ r矧 日本

的なるものヘヵ↑ iitl! l " でめって、本蛍の日本の道へ

賜るのではない過去の形骸的なものへの蹄 ｊｉｉｾ ｩ に

過ぎな ｌ 、。これが、社合の ＡＭＮｊ 菅や 、 僅かな智諒ｾ階

級や事与に抗告の災前に ij ，1 ry /1j てl i ' t 閣に名を穏る

Wi: 方なる注目12の曲全ーさし舞: 主ね1 :1泉 の す ま ぬ ili

可 Ｑ に ＡＹｾ (，れに狂信である間 11気 に も な ら な い が、

次第に浸潤の度合おめで、卒主転車先々として働〈健

主主にしてｾ純なる人々のｩｊｉ昔凶 Ｑ を占めるようになっ

て l士、最与l:cえって見逃してはおりない。その結果

{ 立、大衆の行 j 事の端々に b JリiL! 主れ、衣食住その外

の凡での吹I宣言出合文西日する限るべき結果を生むこ

とになるか ｴｾ でゐる。この誤認・に ｪＯｾ で我々は女化

的な退歩や! 認f ; の減退等込、しい本企主主 lまされるの

である。女字の f東宮? きの司王メ ー トル法宮町1 T の停滞
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める。然し、解F事しに くひと L、」、事[ ま何もその故

に奥日誌を申し立てる筋合に ならな いので、誌かお1

1:]J な人に解 b易い主主-;J; を以って説者の常識を補つ

の事 など 明 かにこの例でみる。文字{ ! : > 横替 きにす

る場合右命 、ら容〈か友からにするかにまJ ; ; いて、日下

年泳誌に方針、 ても 、の該I専なる留識により巾尾 i呆

て欲しいと云ム 、 これは到って弱 々 しい - 11亥なの
氏が怒切 な る説明を 以って左目足立? きの決定的なる

である。こんなとつ〈 にのIr_!j:話に紳経を尖らす必
ヰJ : { ! : >設かれ ，7. ド多正溢民功、明瞭な3賛成論{ ! : >替かれ

要( I おZf 無いのでゐる力、 自分主主の身の上に 引き
れので、重ねて詳述の要はないが、1 f の説明より

絞ベて考へてみる司王l ，i 員汽考へ過ぎと L 云 11れま
も本文の立nきものが右儲替きになってゐる核合を7

L 、。想像 す れば可否自ら ｾｊ 然するであらう。でめるに

人も拘[ まら子、 今頃 になって右慌容 きの横行はこれ

最後に 人の問題、建築界の人の問題に就 い てー
一重 lこ訣 れ る日本的なるものへの追随の兎酔でゐ

H亥o試 み る 事 を 許 日1.1: ，、。長: 輿善郎氏 lま「外交
る。例へば、大阪鍛道局の如きイ也の鍛造周や民間

『外交がい h に人生一般の
といふもの J の中 に、

に率先し l C"E. 抜書 i Hナポタ -;;<. に採用し7二に拘11

事で‘ b ｾ 、 叉人の本能でめると去って 、 重華街界とらす，、最近 『興亜.米公日 』や『謹: til'. 参斧J のポス

力、、 祭界とか、 .. 餓 1) その必要もなかるべき筈F ーに限って俄か に右械磐きに逆戻りしれ虫u i:< 、

の方面でまで自分の努力張り にか、焚名の Tこめに
明か に 日本的へのめやまてる tl1Ul の伏流がめるこ

力、 、 外交的術後が本ｾｾｾのよう に なり 、 話彼は策士との読擦でめ る。

であるのどういふ策動をしてゐるのと云ム5舌を駆
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3 圏から3000固まで

これは 日本の問題ではない。とっくにの噂諸に

よって、筆者がそのとっく にの律築界に投げるー

咳に過ぎな いから 、 糸書記に飛んでもらひ1: ，、。そ

の闘の建築界のある元老がゐる年齢に主主しれので

んな話でゐる o J  ｣ 述べてゐる。筆者の ｩｩ･Ｓｾ 症のー抱大な l祝宴 o催し、緩いて、記念事業のにめか或

官11を， i街してこの一文を借りて来? 二位でめるか C、
ひは記念金品熔奥の7こめかi : J : 匁l らないが、兎も角

会く向感でめる 、 こんな陳腐な問題は甚t:' 近代的
建築界から金を Ｗ 募る事が企てられ ＱＺ 。その笥Ｚｾ付金

ではないの r めるカ旬 、つ迄1: つでもこ八な開] 組合
高茨? 見ると最: 底{ ま3倒位から .1こは 3000 閲位まで

lf il. _l げでもの合云 lまねばならないような世の中な
十らり と並んでゐ る。この淑はれてゐる元老[ 主教

のでめる。永ら〈不資系に さL 、なまれ? ‘ 建築家途
脊家でもあるし、 よ〈後輩のI百世j l )0みる人fごとの

がこの時勢に ¥iri ふや、利害打算に疫き身を主主すギl '

様はどう t:' 。いかに それが、生活苦か C泌れる 1:

めの 、家族愛への、或ひ 11 よき仕事を求めて、i益

事でめるから 、 かかる意 ， ｾＨで恩 Ｕ ヶ受げ ＱＺ 人 ｨ カＺ 3  

関 Ｕ 関或ひは ＱＰＰ 悶 ＲＰ Ｐ 閲身分相，ｪＨ［ｾの金書買でこの泰

に参加す る事は美しい事でこそめれ何の不思議も

であるとかなんとかかんとかの現由はつりでみてないが、解きが t :，、のは、 1000閥均00悶組がかか

も、柳かI ' i ! { ( 似の態ではないか。侭に、 そのよさ特
る火金を7直感 H1する心理とその献 IIj 者の顔ぶれの問

見に就いては誇乙す' とするいかりそめ に もそん題でみる。か〉る金額がどう L 、J 、意味合ひかもそ

な司ｾｚＧ考へでみる ｉｉｲ ＾ｬがあつれら Ｑ 憂れに 仕 事合するの脱出者 に よって未納されにのでゐるかは、我々

t: めの勉強o しれらどうでせう。碁やら魚釣 1) やの普主主の常識では解き切れね7こめに、 我々は自分

らで 、 よい 仕 事がｾ｜ｬ Ｑ 来＿こｾヂ ｅ 活力［禦 に なると忠、つ

てゐ 1: ｾし ＱＺ ( 二大きな 開港でめる。 いやこの |問題

塗の智脳の不足i > Wl にゐげて、 この隊 IU者逮lこ共

主Eな果占や何 やかやに色♂をと考を進め7こりするので
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は諸宗へでなしに、 筆者自らを鞭槌すれめの大き 滑 に行つてない。まして木炭や木材に於ておやと

なl咳排でめる。 ( 15. 1. 1. ) 言ふ庖らし L、。

良村に入るとｾ｛［ 1  年間に大分後. って居る。 M と

なく活気がめる様に感ぜられる。兵隊に行つてな

回 合 に 競 っ て み て
い青年lま多〈都合にIHて入手の御L、7こめ百姓の日

央 侃? 給料もなかなか高くなって居る o 1灯に手 陣に行

大 石

球温

'巳.、

王事』銭高知に蹄省し 1: 。ひどく混雑する列車の百三

より眺めてみるに山間の繕〈小さい線 lこも木炭や

薪が山の様に積まれて居るのには柳か驚かされ7こ

小さし、壊の荷物置療には牧容し切れないので露天

の F に積まれて居る。斯様な現象 lまJt 線をヶ皮h 逗

過 す る自分には全く始めての事でめる。所に{ たっ

ては米後 L 一緒に 山を局して居るのもあっ? : 。今

年のさをは木炭が少ないとか無し、と言 lまれて居るの

に是は少キおかしい事fごと; 11; 時11居眠りしつ、考

へて居7このであっ 1: 。

[ 者て高知に締ってからの 1 Il ， 昨年より開港虜ー

となっ 1: 高知潜の岸姥に行くと可成りの康さをア持

って居る共敷地一杯に木材が積まれて居る。司王地

のj箇額大しかない土地柄 fごげに伐1 ; ｴｩｾ せば木材｛ま

幾らで L ｾｈ る。［ＡＧＡぐ伐り ｈｾ されに木材｛立大半海 ｅ 寄を＿

とって大阪没りにやって来る。 ｊｾ 運迭の役ｾ引き

受げて居る補助帆船の相官数 l主! 事の微授を受付て

揚子江に活院して居るとか聞くが、米 fごキ目嘗に洩

って居る。 J毛の主義って居るので全能力をま去揮しで

蓮迭すれば夏いのに［ｴｾ何れもが殆んど動いて居な

い。肝腎の燃料力関給が充分でなし、。岸墜では

荷役が抱J; どらな L 、。勾に岸壁土で運び出されに

木材の 111も、少しも低くならないと言ふ認でみ

'・

0 。

先のつ ｪ￧ｾ をの場合も ｲｦｨ 物｛対目首にめるが運ぶ絡の

貨車がゆい。或lま殆んどないと言つでもよい位に

輸迭の岡滑金鉄いて月号る。 ｦｾｬ 君に終要地への草昔話主

力; 出来な L、。然う間かされては成稜と iiri かれる。

各線に l 輔のめいに貨車がな L 、。貨客列車にして

も台、ぐ小荷物で一杯Tごし、第 一、人間の輸迭も悶

げば 2 悶50銭位になると言ふので、 ちょっとしれ

Il ｖｩｬｦ ひにも Ｒ 闘は ｈ ｾ さねばならなし 、 。 Ｒ Ｍ Ｓ 年前 ｉ に

80銭につれのに照して其飛1耐震りに驚かされる。

多人数の日備を使って居る農家はきそ' や 9?li tfl，、司王

Tごらう。J l B料は踊る 、雑貨も蹴 る、 共れだの に米

の値段[ 立総らないとめつては刷業を持になし、、 IJ I

林を持? こない良家 11燃やり量lt い事 fごもうと考へら

れる。公定値段さへ無げれば高く Eまれるものを、

共れがある匁に今日も 41閲90袋の値段で50万の米

を貰らねばならないと 、人の好い村の葎家の老人

11. 信用組合に IH怒りて行つれ。

111林とおIJ 殺を持になし、農家は図って居る 1:' らう

と容いれが杉を始めとして木材の値段 ｉｈｾ つれの

で共れを賀れば相嘗まとまつに収入になる。叉山

村では和紙の! 原料である三極の値段カ; 暴騰し? 二の

で晶子三好況と聞く。すp っと IJI 奥で7k回が殆んど管

みH} ない様な憾で三位 l主廃に栽培されて居り 、 共

虚に住む人主主 lま米合常食とせす粟頬を寸. 食にして

居る様な有機でめっ? 二。共人主主に数千闘の収入が

ある L のにから色、i数に、そして古余計な購買力を凡

せて Jl; 1こりする。

もつ e L  ￌＱ ｾｪｈｬｾ の苦力でも日給 Ｑ [周知銭を1まって

居る今日? ごから内地の fl i J 車。人夫でも 3 国l位をとる

のは敢て不思議でない。寧ろ首然の ＴｾＱ ごらう。だ

が比現象 l立購買力の増加、ひ，、ては逗貨の.wnRに

関聯し主主々物僚高の、時局主キ目容れ11tH、現象をァ将

来しつ、める事はｾに得心に耐へ Ｑｾ C、。

こんな話を陪;11，、 7二。高知lの市僚で 2 回50銭位の

洞' 5: ' 大阪商人! ま H 1l 50銭の値段で仕 入れて行〈。

大量にc . 1ま言へ 1 [到も高〈寅ひ大1奴に湿迭す る設

用 1:' げでもキ日常な額 になる。公定最高値段は 3 闘
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50袋 になって居 るものを共 1: 1こ運主主要更を加算して 芦る。字野間 ＱＱＱ 間超 ｩｲｾ￭ 員の＿こめ中間の茶屋町畷で

大阪商 ) ( のや る事は分らな L 化政府の命令に忠賀 は車の中間の? に維の係地あるを見て、凝員が総か

な悶 舎の商 人は呆れて居1: 0 そんな滋を飲んで居 ら! l r k名の男女f寄金車室内に隠し入れると言ふ風張

るか も知れ なし、、吾々 こ そ考へで見れは' い 、商の も見 られ 1:
0 こんな混雑の中に入ると自分の旅行

皮
t:' o して居 3 のを忘れて終って、 なんで斯様に多〈の

l 月 6 日錆 途 につく。高知壌では乗れまいとめ 人身が旅行して居るのか不思議に忠 lまれて来 1: り

って 、 Ｍｾ率先 に 迎 る 。念品 、 ｔ ごので車に交渉しれが す る。

市内 70銭均 一の 1: め幾分速い擦には行って〈れな 斯様に紛i途機関は混雑して居て人間も充分に遅

い。超 I泊員 のパ スで行ってみ る と躍も汽車も満員 迭し切れない。まして嵩張つ仁木炭. 木 材、共イ也

鰯 詰め。辛 じて席 に就いて行げば衣の壌では完全 の物資が閃滑に輸送11'，* 様筈がな 1，、、 と考へられ

に 超 ｩ ｬｾｾ 員 。征〈赤磁の青年 に 到して見詰主りの子供 ＱＺ のである ｾ ( 1月10 H  )  

iきが ・・・なんで命力 t惜しか巴う ・なんと唄って

1 1 5 6  

建築協舎・静岡市大火災へ技術的調査のメス

一線にして 6.700戸営灰践に蹄しれ静岡市の大火災に封 し、我が建築t 5i 舎で は直ち に制査

員をァ波遣し災害 に皇きする各角度か らの翻査を行ふこと にな っ1: 。 図に協合として現地に王子、I I

しれ調査員は下記の諸氏でめる。

ヱド舎災害張度委員合委員

矢 田 餓 需 主 E記

長 尾 清 一 民

伶 ほ Ｃ合員 に してそれぞれの Ｉｩｩｩ Ｉｩ ｈｾ 代 炎し て現地に赴いに調査員 ＱＱ ドの 如 ｬ し

平 野 忠 雄 氏 ( 大阪府警察祁建築課〉

錦 回 直 一 氏 ( 大阪府警察官E建築諒一〉

キ日 本 楠 雄 氏 Ｈ大阪 市防 ｩｅｾｾ 課 〉

井 手 正 雄 民 ( 大阪市建設課〉

佐 々 木 俊 樹 氏 ( セ メ Y 卜同業合〉

亀 井 幸 次 郎 氏 ( 日本技術協合〉

其の他地方令員しとて現地に起: いれ調査員は

後 藤 米 太 郎 氏 ( 愛知際替繕課〉

問 中 繍 一 民 ( 変知際都市言十重課〉

t皮 退 要 氏 ( 名古屋高工〉 等であっ? こ。

以 上の言哲氏が 、 協合調査員と協力して 、 各々その分封書ｾ定めて綜合的調査を行つ ＱＺ 。

来 t:' 、関係各方面の調査図が念7辰されてないやさきでみつれので、11(1舎を中心としれ) [ ' 1 ; の

調査図の報告は 、 各方面 から期待され ｴ 居る故 、 目下銃意資料の主主連に各澗査員カ全力ｾｾま

げて之にあ 7二つてゐる c

協舎としては、三月放の建築と祉舎の全頁ケ単げて rw答と途築J のt#代践と銘打って、

比の火災の鏑査報告をなす筈である。



出

版 耕 帯也

I
』

，

縁者のことほ、 日文事轡後早〈も二ヶ年牛は経

過し? 二。現下の情勢は j新〈我閣は食縄問題の焔切

性を各個人生活の内に経験する械になっ 1: 。同時

に魁力と云 ふものがｽ送業生産と工業生産に下 ｦｾ 外緊

平時なる直接的関係にめる事を理解せしめ Cれつ〉

める o Jl 'bの秋に、 f主総怪奇の若草ゐる臥it i 1の図i際情

勢 lま突如として第二次の畝戦大戦を招来せしめに

而も彼等[ 主第一次歓州大戦によって符? こ質物的教

訓営基礎にあらゆる闘力を動員して戦って居る。

殊に食椛問題の解決とその確保と云ム率! ま、第 ー

次r. t、洲大戦終了直ー後i ( ! ちに各閣共準備に着手しれ

程の重大な事情であつに事 l主、文献に新聞によっ

て周知の察官吏でめる。

比の放に第一次畝洲大戦に於げる食縄問題は都

市計註に如何なる司王慨を反省せしめにかを顧みる

は、現ドの我図の事情 lこ鑑みてイ也 "1の石1: る意義

{ ま充分有すると忠、ふ。比の意味に於て、彼の大破

ｊｾＧ ・ ｈ 寺ロン ｶ ・ンが身全以って ｴｅ 験しれ半苦を ｾＨｦ 土 ｅ 置

としてl ' I I i u昌せしめれ C. s. Purdom; に よる衛星都

市の建設に於げる農耕地待 システム論は謀者の緋

i} IJ に注意を慈いれー官官でめる。以 l‘ 比居室にま事出し

1: もの (1彼の此の問題に関するド'Ji 論である。

×  ×  X  

自由 Ii. 善政の胞かれ7二位令往青空の最善の手段と

云ふことは人間社合の中目 h: 的義務の主主行に依仔す

ると去ふこと〉同意義でめり、且つ叉それによっ

てのみあらゆる祉令組織を構成する各メムパー間

の信積と云ふものが創泊されるものでゐる。ジエ

ーム λ ・シチユワ ード卿 CThe sui ldillg of 1805)  

ｾ＠ 1  

都市閉まをに於て開園都市理論の Ａ［ｊｩｾｐｉＩｾ Ｚｗ ｴ 地瀞

( Agricultural Belts) と云ふものは、 ロンド: Y1%

舎の ロン ドン妥逮闘 CLondon Society's Develop-

ment Map of London) のなかに示され7こ機なもの

や或は叉米図の或る叡市の如く公園地婚を留保す

ると云つれ様; こ、都市の周 閣に待状の線地を 留 保

する事堂意味しな L、。比! 単に謂ふ農耕地r前と云ふ

のは都市を色闘して府大に肢がつ 1: 地域で而も都

.市経療の完全なる 部分として官保するべき食1:a1:.

ν  

t

寸

ノ

、

ス
よ、

イ也 井 三JE 衣 良15 ・i芹

産 地 ( F  ood- -produci ng land  ) なのでめる。が然

し比の農耕地帯に関する問越は都市建設と云ふ こ

とが制案される主同時に考へられに問題なのでみ

る。古代及I j l'l it犯の都市計訟を研究する場合、何

人と &g 先つ' 第一に農納地と都i Tl との附 l系が如何

に兎ー要な毛布柄であるかな認めないで研究佐治める

司王! 立不可能でみる。1 ! ! l ち都市の敷地が選定される

と必要なる食槌の供給と云ふ事と関連しつ、都市

計君主力; 行 lまれて舟つ 1: のである。ギリシヤやロ ー

マ等の都市家図( Cit y- States ) では、都市と田

舎とが綬溌的にも政治的にも全強的に組織されて

居つにのである。而 L 共Eきには所謂タ田舎、者s会

及商業等の各々生活問の健全なる相互作用 P とR与

する ｌ のの提 ｮｾＱ がやっと滋＿置されて床 ＱＺ と云ふこ

とは、常時最善を7君主しに文化の侍鼠であっ 1:ο 斯

様にしてI j " j i l : 氾の都市はそれを、包図する袋耕地に

釣する蓮常の決意を怠らなかっ t: のでゐる。中ーlil:

紀の共闘産業! まオーとして都市に集中されにとは云

へ、 大部分l土サミfご田舎の村子各地方に分散されで舟

つにので人身 U:}吏々他の業務合粂ねながら農業に

従事して庇つにのである。然るに 191峠巴に到達す

るや依然泌滅工業 7. 1勃興 となり、交遁護事前機構は

まき主主= を促進され、う!C-}c 践に於ては全土にs : : って多

生 産 の 可 能 性 が 認 識 さ れ て 旅 f このである。 j怖く

して都市祉合の重大性が徐々 JR大して氷ると農村

首土台への交ゆが主主 h 無滅され始めにのである a か

〉る傾向を契機として、 産業部市 (1)史業 にサー ヴ

イスする努力も時間もそして興味さ へ L 失ひっ、

ゐ b、人々 L H長官e1:. IE l 合を迫ばれて者[i i ' 1i に舟I七す

る嫌になつにのである。而も古ii"i il: 絶より存続して

l ) 産業地としての伊大別l の大者「、市 1; 、 その都市

に吸引されて集 ｲｬＧ して対 ｾＱ 二人口或はその城邸内で

自然に Jri )J nしれ大多数の人口におして、食縄の充

分なる供給が比絞的困難でめつにのであ る。然る

にグエ］スＡ立都市 ｾｊｻｬ 武内で良業生産量ア統制するこ

とがiS ' ¥制されて居つれ0 ・ ーFl orence 及 川lan，

Bem及 saseI. Ul m及 Strasbourg 等では同様に

食慌の供給問題に彼等の注意が充分挑ばれて居つ

れのでめる 0 ・u ・Cambr idge，Modem Hi story， Vol. 

r. P.  516.  

今(. C. B. Purdom;  The  Bui ldin耳 of Sal eIl it e  Cities， Part IV， Ch目III ・. The  ｓ 、引 ｾＮ ｬｬ of Agri cultur al  Belt s. P  

316.- 329 
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ｾつ＿こ都市と云ふものが金々地方人の企業心を刺 左云ふ事に集合;付かないのである。嘗: てPoplnr吋:

殺する様 になるとあらゆる積額の産業f!( 、基本産 ロン F' : / へ食漏供給の火花分自? 引き受げて居つ? こ

業としての農業に依存せねばな らぬといよ、根本持ｾ c云ムこ H :'今 11 果して幾人の人々ヵ :知って居る

念の片鱗さへも大多数の人々がi裂かないと云ふ現 でめらうか? ロンド‘ ンに近按して居る Essex の肥

象を呈する様になつにのである。その尻商に英図 沃なる原野が都市建設者によって後得され? こ時は

は1世界の江主毎 ( Wor kshop) になるべきで図家は地 収にスラムイ七の経過ｾ池って居り而も Poplar のJI-I:;

方に号喪主主の必要もない農業の様な原始的産業を主主 の状態に反針する者が殆んどなかっ1: のである。

して置く徐硲が果しであるのでみらうか ? と云 ふ ｾ＠ 2  

疑 問 ｾＺＩ鼠〈様になり 同 時にＺｊｩＺ本園から農業ｾｾ｛［逐 農耕地平告とはや1にかつ即ちそれは、或る待殊部

して仕舞ばねばならないと云のが多〈の産業家の 市の指導下にあり且つ吉s市との有機的関係を常に

夢でみつ? こ。然 し乍ら猷洲大戦( 第一次〕は、僅か 持減し料る農耕地である。あらゆる都市若くは都

の期間で、 比の事は資に愚かな夢である事を彼等 市集閣は或る意吠に於て彼等の農耕地帯 {c何怠力、

に祭; まし めれのでめる。と云ムのは、此の大戦に に持って居ると云へるのでめる。f ! il ちロ: / 1，.:/で

よって都市長が食趨供給の三重要性を無理矢理に数 さへ彼が依存するところの農耕地を持って居ると

へ込まれれからでめる。げれどい ｊｉ Ｍ｢ の時ｾに農 云へるのでめる。が然しそれは告に央本闘の同合

業と f也の産業との分離が非常に徹底して居つれの 地方のみなもす' カナダ及アルぜ Y チ等の原! l i Hf l，

で、か、る敬訪i I にも拘 ら子枇舎は比の事震を殆ん 意吠して照る事f r : ' 注意せねばならな L 、。比の故に

ど忘却して居つれと云ム程度の影響しか奥へなか 全世界の書r > 市を考へるな Cば、' ! l ( にそれ等の都市

つれのでめる。従来から我々は英国に於て食糧品 {士通討に全ーjiJ: 界の農耕地で .f 総 されて居ると云ふ

の供給には事を鉄かさなかっ1: と去ム事に慣らさ 見方 L 可能な揮でめる。若しさうでないとするな

れて居つれのであるが、若し世界の食糧市場とし ら(f 今日我々は如何して生存して照るのでめらう

ての地位にめるうj C 図の生産力の驚主べき増加が{ 牛 力、? 我々は食樋の成長し作る地上! こ現質的に存在

は 字、而 も比R & 数年間の内に食t誌が米圏内の需用 すると云ふ長所の故に生きて居るのでゐる。故に

す ら充し得ないと云ふ程度のｾＡｃ穫滅に関する警告 農耕地の住民 :i 首に彼等白身の見のみならや‘ 食

に逢著しにとするな らば、我々は最大に披厳して 栂の生産企知らない人々の対にも充分なる食鰍生

行ふべき我々の農業資源開設への貧困に封し充分 産fr:' i子」、 と同時に合余剰生産に到するは口に附する

究理さ るべ きで あ る。 元来都市と同合のお立相辺 道を講じておぺ必要がめる。そして JILの事に j眠時i J

t 云ふ こと は全 t 意味もない事である。何故なれ 1系には都市的産業も術業 L そして文化さへ L 不必

ば都市は泉氏への市場であ b叉回舎が都市を依存 要なのである 。ぞれ にし ｾ￮￹＠ (，すJ 七I t ! &に断言自良事J t j也

せしめて居るからでゐる。比の二者の間 には不可 帯色、定義付りる銭にか、る一般的農耕地合持って

分の利害翻係 ( Common int erest) が存在すべき答 氷る等(ill' ，旅ないのである。放に著者は北の株定

のものでめる放 l二、都市 l立過去と同様に今日でも な農耕地に謝し! I R の定義 念試み ? 二のでみる o f!1lち

向! 日十重H 披張が持綴さるべきでめるといふ必然 或る都市の支 ｾｲｲ 下 Ｑ ニあリ息つその 都 市と 経溌的閥

性は、農業約要求と関迷してなさるべきでめる。 イ系を持絡し得る書f>市を包囲する農耕約区域を云ふ

にも拘 らす，産業際援の重大時刻密主主じて行はれて と。

* 1こものは農業と無関係に都市の僚張が総領され ｾ＠ 3  

て来にもので 、 か Ｓ る都市の ｾｩｩ 毒性｛立市境域の機 レツチワス及ウエルウインの二つの同 国首i T-nを

張と諜主党仮値の} 曾 jJ 日とを用意するのみでゐつ1: 。 角4' 待: する iこ此の 7主主主主ア観察 してと t，( ，なさ L、。何

而もそれは食街生活の問題が如何にな らうとも 、 依なれば比の農耕地滑のＺｆｬＮ ｾￍｉｾ をＧｬ￯ｴＧ・際的に理解 ｈｾ 来

それには無聞係であっ1: 。農業に関する都市民の るからである 。fごからと去って比の事に開辿して

興対、と云ふものは、只患に彼等の生活資に闘主任す 良耕地と云ふのは間関都市合祉によって勝人され

る場合のみであって、而も近郊の農耕地が悠築工 1: 侍l ! 'l の土地に封してでめるとその向念を制限し

事泡行者によって宅地化されて行〈事が彼等の食 てf士努: ふのし間違ひでゐる 。農耕地帯 o形成する

料品の j新進的品脱の放に彼等自身の損害でもある 様な Ｎ ￬Ｇｦｬｾ J } の土地l 土ra園者f >il 'i に最 L 影響を呉へる部

来 ＱＹＲＴｾ 三版のスタンダ ー ト 内辞典 によると楽園のロンド ｙ のー Ｑ 星名にして ｾ ａ＠ Parl i amentary boroughi n 

L ondon.  E nglandク》ゐるを以って我閣の日'Ii 謂選是正院に相賞するしのなら 八。( 潔者註〉
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分でおめる。が然し止LのJ i J i 官官地帯と云ふ尚念堂、

令。祉が質際、に月ii守して居る土地でみるとかうよ 1::'1寺

殊の地方行政単位の地威主云つ1: ほに或る制限さ

れれi銃: 念のなかに入れて{士舞ムのはよ〈なし、。 農

耕地持として合祉に所有されて居るニ} : J 色ばレツナ

ワλ にiたてば3. ｏ［ ＩＸｾｾ町の済大なるものである が 、

之は合計，が土地を続入する! 必要が1: 11: ま生じ 1:

からでめる c 叉ウエルウイ y にj冷げを:-1是主)1地' 主主と

して合祉に所有されて居るのは1 . Ｐ ＰＰ 災町 ｾｉ 、心

ない限度の fS( さであるが、 之も両i) 者と全く fiiJ じ矧

由で : f { U: 土地でめる c 然し乍らレツチワスに j冷り

る挺の農耕地帯主云ふの 11 ，clじ方 11 Arl esey に延長

し、西方は Hitchin に伸び 、 ，，'i "J.J( 1  Roystone の近

隣地帯に h託りそして南力は S levenage ( こ按液して

居る腐大な llfi 野' でめる c 而j t それ等はいつ'れし都

市と経務的側係を持ちえつ叉此の範図内で出合力・

ら或! 主叉都市か乙人口の交流を行なひながら交正

に影響し合って} ，i l る地域でゐる a ウエルウインに

於げる ut の農耕地帯と云ムのは S t. Al bans， Lul or..  

Hi tchi n， Hertf ord 及 Eamet の方 面 に減って沼・る

い;引Eである。要するに此の良初地帯と云ふの l: l.JI L

の二 つの都市公以ってH; 哲夫とすると云へやう。

JI七の故に閉園鶴市と云 J 、ものと f也の官官都市との

悩別 11、 問薗都市 lま農耕地神主':J 守ってA' 1) イ也の諸

都市はそれを有して居らないと云ふことになる。

而も田園都市に於いては都市単位として農耕地11

主 ｾ ｩ 撃でのり ｩ 与る ｦ ご ＨＱ うヵ・ Ｇ￬ ;j、、る$ ＺｊＧ，Ｈￌｾ全方しな

い}J i . でめる 。 l刊闘古IITrJ の阪[ 夜! こ肢はるえ1';: 首位的主主想、

[立、農 村 t 都市の利: : ; t : 隙:H系をア卒等にせんとするの

であるか ら、共 に 彼 等 l土健全なる社合を組綜1‘ t:tん

とするのでめる。 Jl t ; の故に農耕地帯 cl 1岡合と都

合の卒等性を''t:Yi すことを意"1、するのでゐる。 JI "l;の

慈の本質的概念 l立都市が商立た及産業情動の建設中

心でめると同時に園泌する問問の農耕的原釘' は組

織化されに首土台のめらゆる資源 o政保すべきもの

と云ふことから成立するのであるコ一一日J l ち都市

11開会に依存すべ きも のでゐる同時に問舎も亦都

市に依存: して居る事が明磁にされる事 t こよって此

の恨本槻念1; :理解されるのである。

ｊ ｉ 七の災耕地帯と去ふのは 、 都市への公ｾＺ糧供給の

木質的主産方法として最も瀬幸子なもの、一つでめ

る。一般的に牛乳生産地又 Ｑ ＱＮ ｾｩ￭ 宇し ＱＵ に附する限 ｢

ｾｾの都市の需要を充し Ｑｊ .. ｾる夜皮の専用地を用意す

べきでゐる。市場、決裂園、よ長官( 、 肉五日及他の 生

ｪ 主 Ｔ 勿ｻま土地の ｴ ｬＺ Ｇ ｾ ｬ に依存すべきでめる力、凡ての

樋販の商 ｬ 弘の最大 占 ｩ 二百ｾｾＮＮ行ふことは確に終 ｩ 質的で

はゐる 。都市の需要! ?主力: 巡過する答の限界性11農

耕地帯の瓜さ主主に;土l' ! 1 I の; 血燃t I : に依存する。同 H寺

に担術の熟 練 1:1: と資本によって決定されるもので

ゐる。

1; 5  

ft ; んどんでの農業家の意凡でみつにm調農業と

維持され購入され、 且つ又都市の他の何Jl の部分 云ふものは、 行 政l広域内の純粋FH合的の事柄であ

も同様に開設し仰るものである。然るに他の諸都 るt 云ふ悦;;!"Ii 、 比の開園都市の j芯合に於て I; ) :U

rn' C但し笛式な地方小都市を除 i ) に於て 1;): ，包 政組機内のー単位にして、 村落も色合しすこ閉会地

図して居る良耕地成と都市自白星との間に何等社合 で闘機され1: 都市 1: る田園都市システムの i
C

に於

的利害関係が年了Eする符でなく 、 只単にそれは求
げる良机地帯でめるとヨミム1概念に置き代えられる

主主築敷地 CNot-yet-built .up land) として停寂 する べきでゐ ら う。比の事11良民の枇交的及経済的孤

に過ぎないのである。 立 性 ｾ Ｇ＾ 救測するばかりでな ｦ 彼等の子近に都市生

1; 4  ;.，5 の便宜を7衡す事なのであって農民 に取って非' 治

良耕地帯Fの経済的依胞と云ふものは、 その目的 に有利でゐる事が立; 設さるべき筈でゐる。悶園地

に よって決定されるしのでゐる。然らばその目的 で働〈人身の孤立性といふことは、彼等が交互に

とは何んでゐるか? 新鮮なる空系、美接的僚 l在、多 甘受すべき娯楽機倒や修袋機関や成功の1渓告を級

数の住民による食料品の生産、 と云つにまEひのし 乏さすと云ふ農業に附する重懸なるノ、ンダキアツ

のは疑ひ L な〈確保される事でめる。若しさうで 7 ・なのでめる。自動車及架合自動車、 ラヂオや新

ないとしれ乙 、 それ等の物事はし、づ*l l.. 無駄なし 聞紙等は彼等の孤立性を緩和せしめるのに役立つ

のになる。それは舗は ｶ 都市土それｾ図説する Ｑ む ものであるが、叉一方彼寄与に禁かな鎚化に官ん t:'

併との問 に於 げ る 匂2衡凶" ( bu!f ee st at e) でゐ 都市生活への附阪合非常に i首火ぜしめるものでゐ

る。而もそれは些か L 資潔なものでな L、と 云 ふ 事 る と 云 ふ こ と を 忘 れ で は な 乙ω。或は叉陣式j州大

2 )  

でゐる。呆1: して良染的産業主云ふものは殴:ぶ的 特 後 ( 第一次〉虫記図 ll :X/' ;1' 11 (. 卸売却: 人を蹄段目し

2)  数育的にも倫理的にもう0. 000 主主町の土地カ: 告r. 市に按i置すると云ムことは、耳eJ l l 土て 1: 博物館より

大なる償値があるでめらう。 ( Ellgli sh Farmi';g Post  and Prescllt ， by  Rowl and E. Prot hero- Znd 

edit ion， 1917 - P.  400. )  
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める4 ! i の質際的に不可能であるばかりでな〈 、設 と云ふことは工 ｊｾ 内で鈎〈より更にま長〈保健的な

性血者でさへ閉会地方へ行くＺ事ｾｉｻｦまないと云ふ 方法でめると云ふ事は民である。が然し比五遣で l工

事買 を後見 しにのでゐ る。何故なれば一般的 に人 ＿ごからと云って出来得る ＱｾＧ v " l 多〈の人k t ; 地上苦手

h は農村生活を好まな いば か り で な い よ り 大 な {窃J に従事すべきであると主張するのではない。若

3)  

る都合に於りる活動を欲するからでゐる。比の放 しか〉る主張が遁用計 l 1: とするならばそれは良

に衛星ー都市 t 云ふものは閉会の人々によ 1) 手近 に 君主初作に機械を使用し且つゐらゆる農業努力を省

於て都合の弄IJ 主主を部し得るでめらうと云ムのであ かんとする方法に反事せして v あらう。然し乍ら結

つれ。l t ! r < して農民は都合的刺殺の下に置かれる 周Ni 認の結果に華社して更に多〈の努力を要する場

事 になり 、彼等の産業は都市 Ni 殺に核問する機曾 合は耳、経i賛でゐる。放ににか〉る場合11各Ni'で芹IJ

' 0 得ると云ふのである。故 に生産に mi ! し他の形式 用されて居る如く 、 勢力を省くＩｾ＼ＷｊＮＮめらゆる手段

にも遡用 ｴ ｊｪ＿＾ｾると云 ｊ 、商業的可能性｛ま農業に封し 方法が3芝居泊されねばならな L 、。比の問題に附して

でも利用し得るものになるのである。 は個人的経験に針し戎る程度の ご1-:3長の自由が許さ

農業生産は一般産業中の例外でめると云ふ考へ れなりればならないのは勿論である。若い蒸汽

力がある。それは専用地によって作業が行はれる 助力による殺を使用する代りに馬力による殺を使

ものでめる o Ril ち農民l立土地がその仕事の手段で 周する人h がゐるとしてい彼等の撲り !l 子みが険

めり而もその土地? こるや総面積が制限され且つ刻I 策或は地方的政策として産業1 : 1羽定さるべきでゐ

何に土地技大の要求があってもそれは不可能なの るといふ彼等の要求がない fql. 9  彼等の好むま、 tこ

でゐる o j[hの放 に彼が土地を所有する I決り他の凡 されねばならぬと云ふことは考慮されてよい。

てを排除せねばならな いのである。この事11農民 都市と回舎とカリ t に張近し合ふと云ふ此の曾祉

に一つの利盆を驚すものである。が然し彼れが外 CAssociati on) に後起され 1: 仙の新しL 、状態「に於

図貿易によって影響される程度を除いては他の凡 では、古い F イ 7 ・の農民主、1尽くする事 l ま可能でゐ

ての競争を7打破らねば比の利金 lま遮滅するのでめ る。高度に資本化されれ協同惚 CCorporat ions) に

る。而してその ;事:1農民に7重大なる責務を燃はし よって使用し得る土地( 立、炭火な地峡となるか若

むる事になると同時にそれは iii J . 合が農民の労鈎の <  1土個h の災業共同組合によって交f 1 的に経皆さ

効果に就て特jJI J 1.: 興味を抱かしι、ベき必要性を起 れるかでゐる。現了巨では全殺として農業生産 lま資

さしめる事になるのである。且il ち良民がそれを占 本化されてJ ，l i るが、 その大部分[ 主f仕組的に見て都

有するもの t するならば都市は良民自身を' 鞭絡す Tfj ，tj:. 主主税皮に企業化されな L、。皮業状態の研究万二

る義務がある。何故なれば貸し災民が彼の土地! ! ' の何人でも 、何へそれが個人的努力によってより

最善のものとなし得なかっ 1: 場合には、A二注者の よく組依され且つ叉図家的卒業としての形式' 0 以

何人もが充分その能力を捺揮し1:1 ないと云 i 、場合 って戎る 1引度の安全性が奥へられて屠るとしても

より、更に電大に都市に取っては容易ならさ' る連: 産業土いふもの l.H 、〈らでも府大に展開し得るも

接的結果を招来するからであ h、叉民民の不充分 のでゐると云ふ様に税収せしめられるのである。

な能力にも拘らすＧ域限度の収後 ，Ｚ｜ＺｾＧ､ｻｲ らしにとして か、る傾向に$ をて決定的手役は農業を他の産業主

も、 関家に到する損失はその惑にR i J係な〈司王質で 更に緊新なる附係を持綴せしめる事でめる。而も

あるからでゐる。此の放に土地は可及的多〈生産 それは炭火なる間合地域をＭＣＧＭとし ＱＺ 主［ｾしい都市

可能な械になすべきで ｩ ちり且つ生産物哨 ｪｬ ｪＨｾ助成

しf主主るめらゆる人々はそれに%' 、要な土地を所有す

べきでめる。何故なれば闘に取って土地からの生

産物l立関長の生活1必需品主なるからでめる。闘家

的利粂と云ふもの li ，地ヒに、111:木件るだけ多〈の

人 ｨ が ｩ ｬＮｴＨｪ ｬｾ ; すこからと去って懲ち得るものでない。

が然し最も効果的な生産を行ふ潟には可及的多〈

の A 々が要求されるので iI ) る。勿論、地上にi {w<  

11 6 0  

3) 本者 Cc. B. Purdom;  The  Buil ding of Satelli t  

Towns) の第 2編に於て伐に解説しれ如〈農耕地

帯で閣総されれレツチワス建設の効果と云ふもの

はｐｩｬ Ｑ 習の同会地方全税に郷かしいｾｾｷＮを奥へ ＱＺ の

でみる。 Eil ち農村人口 l主j新次J j f IJUの傾向' 0 辿つ1:

のである。 jJ - I : ，の事の一つの明かな司王貨は Hit chin  

Rural  Di strict Council が既に農民の苅に 420 戸

の新しい民家を新築し更に約 200 戸以u ，の新築

が開始されれと云ふ 4. l i . が克容をする。



形滋( 二本主都市畦倉台押麿める事; によって 浪f し1'f < とぜ 1;( 刺在京める生産品として或復皮の収獲を放

るもので ゐ る ｯ 放 に若し も都市ｾ回会地 Ｉｊ に分散 が、することが出来るのである。ゥエルウイシ回国

しれとするならば、農 業問題の幹殊性ｾ全憾。的に - - k  

4)  宇都市 l、汁私する様な中央商E給事務局 Cdi stri buti ve 

後へ得7こかも知れな L 、。農業と云 J 、もの[ ふ熱線 ｡ｧ･ｮ｣ｹ Ｉ は楽園ｾ持れざる人 に 野楽ｾ 供給するば

性、高度な技術的訓練、主導的にして充分な る経 かりでなく、充分野楽の栽培が出来なくって牧獲

験の受容カを倣へねは' ならぬ職業でゐる。而も均f の見込がない家庭にも供給して、か、る古余剰生産

くの如ｾ 職業｛立 、 若しも都市がその作業務の中心 物を ｾｅ 怠分す る匁 の施設となし得るのであ る 。 何故

となるならば再び大祭な ことになる のでめる。燥 なれば野菜の栽培に闘 し或る人! ま栽培に侍か! なる

業と側主主して他の産業が考察されて来1: と云ムこ

器用さを持って居るかと忠、へば、他の人ｾ［￬全然栽

とは遁常 なら 5 ることで ゐるが、 それ11*内工業 培の能力を備へない主云ふ人もめるかもである。

的な形態のもとでみつ1: 。だが然し産業生活は農 ｾ＠ 7  

業開授の要素? こり 得 るで a) Gうと云ふ一般的改想

農耕地帯に閲する財政[ 士一般的 に云って農耕地

は不可能である。放 に此の間園都市的概念に於て 維持費と何等差異はないのでめる。然し乍らか、

は、農業主工業に防J し手工業的のものと小作人的 る土地は土地のー努註廊を形成する鍔の市街地の

産業とが一緒にされると考へる認には行かな L、。

工業経替者及苦手働者の回復として居るところ は、

只単に農業的興味を持つ様になると云ふ程度に限

定さるべきで、若し斯〈の如く都市整理が完成 し

れ場合には人々が土に親しみ得る程度に工業努働

力: 奨励 さるべきで ゐる。更に又農作物の Jl j( j 箆ltI l に

於りる農業努働の需用と他の産業の需用 に聖書して

人的要素を譲り合ムと云ムこの二つの間に或る寝

皮の制連性が保持さるべきでめる。果重 ｅ をもぎ ｊｩｾ

つ? こり 、 ポツ 7 ・の事ei 'fi肉んTごし馬鈴号与を掘っ? こ

りと云つに頬ひの仕事の尽に都市労働者合利用す

ると云ふこと[ 士、生産の基礎機構でゐつに農業手

段下に於ては Jl'I. G  ; ; - るところでめる。放に要求さ

れると ころのもの l i ' ! 1 i ' ・に農業家仲間の協力ばかり

でな〈舟f謂農業生産と イ也の産業主の協同組総が必

要であると云ムのでゐる。而して比の問題 に針し

て同国都市の模型とも云ふべき止[ ' ，の小都市は或る

5)  

程度寄奥する主ころあると信子る 。

ｾ＠ 6  

か〉る小都市に於ては各戸の家近くに賓際に充

5. i - なる耕作 に主主 しれ楽園を殺りる事[ 主可能であ

る。大戦中( 第一次〉の経験によれば、若しも各

家庭が野菜ｾ自給自足し ｩｾｦ る程度の土地ｾ所有し

て居つにならばそれは宏大無湿なる利盆{ f 強f し得

る事を暗示しれと謂はれて居る o ｾｪＩち人口 Ｕ ＰＮＰＰＰ

人位の小都市ならば或る程度の里子楽の生産に 院j し

て大部分の要求に望書し自給し得る可能性念持つ。

だから と云 って各家庭の家続が楽園へ行って働き

得 る探でも或は叉斯〈願望し得る筈のものでない

のは勿論でめる。が然し多くの居住者が楽箇で働

部分となって居 るので、単一の所有者 に よって維

持されて居るが故に 、経務的差異は存在する ので

あ る。若し農耕地そ保持する先 に設にでもその主主

婚を主主! ませるものとするならば、 それは隣接する

人々が主主権すべきである。何故なれば、土地と云

ムものはそれが農耕用地としても人口集中の中心

地に近い程 地債を 昂践さ す傾向が あると云ム経済

的事資企よく知って居るからである。現在以上に

更に成大な範閣の岡合地方に都市を分散せしめる

と云 J 、効果は、農耕地としての彼等の近隣地方に

於て、農耕地の地僚をヶ昂隠しi %るものである。然

し乍ら土地におして僚値を奥へると ころのものは

人口でみる。衛星都市 に於りる人口の分布[ 主農業

4)  Si r T heodore  G.  Chamber; “ T he  Rural  Pro 

bl e m"  CJ ournal  of the  Farmer' s  Cl ub， Apri l  19 14)  

及 “ T he R epopul at i on of  our Rural  Di strict s" 

( T  ransact ions of thε Sur veyor' s Inst i tuti on， 1917， 

Vo]. X LI X. ， P.  57. ). 参照。

う〉 渇逸の L eberechr Mi gge とその他の迩中に

よって提唱されれ見li 吉田 ク線 地 帯 ぺGreend gi  rdle  

〉句、争地園 11 CGrl i ngarteln) 都市は、隣接して定ま

つに農耕地合留保し、 そしてその土地を協同的基

礎を持つ居住者によって開後させると云ム組織で

あつれ。而もそれは良耕地侍の質際的設定とその

取扱方に劃して頗る興味める論文である。

Wor ps wede  b. Br emen に於で後行の D er  Ausbau 

eines Grl i ngUrt e1s  du .  Stadt  I日e1 (1922) 及 Si ed-

lun g s - Wir tschaft ｾ，吉を参照。

工業と 協 同穏と しての農業開重量 に ｉ ｾｍ する 興味め

る例 lまプ ロシヤの Eberswa1de の Hi rsh Copper 及

Bras s  ¥Vorks C ompany によって創立されにもので

める。此の金枝的言 l 笠は D er Neubau， Aug.， 1924  

誌上 に後表されてゐる。
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生産 に戒る刺殺を奥へ旺っその事によって農耕地

6)  

の償値を精力日し得るものであらう 。

土 地の持つ利金に附する差兵を除いては、 阿国

都市合祉の所有する良耕地帯と他の農耕地とを l;ili

J! ll し得る{ 傑イキヵ; 何も存在 しないのでめる。比の意

味で田園都市合対Ｚは農耕地を保持し Ｑｾ ｦ Ｚ るものでな
7)  

い事が示唆されて居る。又倒へそれが何人によ っ

ても維持し得ないものとしても 、 小さく保持する

事 CSmol l -hol di ng )  11、非' w- ; なる 無E誌なしには

開設が出氷 ないと去ふことも亦良耕地 に民主せする

一つの 主張として充 分示唆の含んで居るものであ

る。げれども小さく 分割して保持して開設すると

云ふこと〉都市の周囲に良耕地を確保すると云 ふ

ことめ間に附連性を? 持 1こせる必要 はな い の で あ

る。何故なれば是等の良M! ¥Jl. I設と云ふも のは良耕

用として綬務的に利用する様に明確に仕向げられ

ねばな らなL 、からである。而もか〉る良耕地から

全面的に充 分 償値を獲得せ んと する［ｴｾには、時間

と資本が必要でゐるばかりでな〈土援の組織ぐte

xture) をも 改善する 必要がめ るので ある。 交主主運

輸、建 物、害者設備装置及苦手{ 旬j 等 l立、比の新しし、ア

イヂアが容認 さ れ ると同時に要求 されねばならな

い 。斯くの如ｾ農耕地待を存夜せしめることは

ク調和性のある土地。 Caccommodati on land) にふ

りか h ってp ! とる不縫定なる都市近隣地方の土地公

救助し、 叉貨際、 それを培接する人々の確信 念増

益主せしめる事に よって良業的債値を更に増進せし

めf弄るのでめる。

若し田園都市合 計が上記の刻 ｉ ｾ 農 業償値を有 す

る土地主 ナ ｾＱ 馨し得＿こか減はか〉 る 挺償ゐ る 土地を

購買し得＿ことしても 、 それを ｾｭ￯Ｇｬｬｩ Ｇ にマネーヂする

事が足もないならば、 合I止は慮託金談つ? 二時と阿

様の財政的困難に遭遇するか、若〈はか、る事業

のイ也の如何なる 古li 分でも不湿な る事態に撲はれる

母体になる のでめる。

ｾ＠ 8  

農耕地併の機能 ｦ￬ 都市の快適と経済的地位をｾｬｩￌ産

保するにめる のであ る。古文 に此の塁占 に闘する 財 政

的利金に就ては、キ日'ffi 重んじられてよいものがめ

る。都市を閣総する農耕地帯は 同様 にf上家の周閣

の庭園であ り、 そして都市の快適と妓際的の商業

的償怖とは正比例し、住家の庭園としても料金す

るところのものである 。イ可放なれば開 園都市はJ造

業 地帯の経費に耐へ得るからである。換言すれば

1 1 6 2  

l制M lT. !; ' らの l 年聞の; f l]i;在 l主市街地より受取る利

潤より低い主云ふこ主に品] へると云ふことでめる

が然レ都市敷地の厚生的債値に都興すると云ふこ

とによっ て、都市に於げる侍質を保ち 、 その 償肢

をさへ増設し似るものでめり且つ叉之によって良

8)  

耕 地A併と 云ムも のが経済的に緋註され るので め る

更 に 注目 にｻ賀する 重要 Ｑ ｪＮ 黒 占 は 、比 のヴエルト地ｾ

持? こな L、新しし 、都市 人口によって創 出せ しめられ

れ地償と云ふものは自然的に園泌する m閣の土地

に影響して行〈でめらうと云ふことである。市も

か、 る傾向 l主或る他の場合を7除い て戎 る古li 分の統

制なき地僚 のｽ官ＩｪＡ［ｾ許し都市近主 ＱＱ の寄生的授展を

奨閲すると云ふ結果な主主す' るか L 知れないのでめ

る。此の放に農耕地帯と云ふ ものはより抜大な る

9)  

カがよ い。

ｾ＠ 9  

問園都市企業の財政 に闘 しでは、 j送業償他の刺

鈴、 に主きして支排はるべき 代 僚の鈍闘を? 限度として

良耕地の政用を市街地 におして部分的 にF付課 さす

べ きで め る。ウエルウイン問園都市に於てl: t 農耕

地帯の代僚の割合1 : 1ま開設地の代債をも含ませて

居 るのでめる。そして農耕地の地僚が質際的に支

抑{ まれる地債 を保つか に就て或は全経畿地の卒均

償額を維持する代りに土地の純 牧 入が同図書p行事

の 地上に 人口の J f'1" J) 日する効果に就て Marshall 数

授の言誌を引用 するな らば 、ｾ“ 栽培者 Ｑ ￭ＱＡｾの生

産物を寅るよさ市携を得る t 同時に彼れの要求す

るものを供給するよい市 ＱＹｾ 外生件するのでめる。

そして彼 11 より法債なものを仕 入ると同時に彼等

の生産物全より高僚に資るのでめる。而して叉批

合生活の使宜及禦しみを、彼等の惑し件る限内 に

強f しれのでゐる 0 ・. _ Principlcs of  ! Economi cs.  Bk.  

V .， Ch. XI.， ｾ＠ 1及間着の cf. . Iso Bk. IV. ， Ch.  111. 

ｾ＠ 6 参照。

7)  Sir H.  Trustram Eve Jもの " The  Agricul tur. l  

Belt of Garden  Citi es" CT own- Pl anni ng lnst itut e  

Papers， Vol. VI I. .  P. 55)  は結論に主主しないほんの

概論的論文であるが、比の問題に貢献するところ

頗る多い稀に見る興味める論文の 一つでめる。

8)  Maγshal l 博士 11 '1 b の事を7質現する或る程度

の努力が要諾される主しても " 者間I に隣する自然

的美しさはH自由鋭的に貨幣償肢のゐるものでめる司E

: [ ( 指摘して舟る。 CPrinciples of Economi cs .  BK  

IV. ， Ch.  Ill.. ｾ＠ 7. )  

9)  )ILの問題 に放 ては本校 cc. B. Purdom;  The  

Building  of  Satellir e  Towns) の Part IV. ， Chl l. .  

ｯ 及 ｾＶ 0参照。



業:1lt. に支抑はるべき卒均の利吉主主' 生み! 日す様な形 とJI'bの三つの *. 1: るiijt 古w 充分心に留めてお力‘ ね

態を維持すべき様にしである。倒へば、経管地I，{f ばならない事でめる c JI'bの故に jfu常ではないが否

平均一英町40軍事で紡入し1: Cするならば、 純 :袋を 寧ろ稀で; まある 1;: 、都市の要求する会憶を? 充分供

370 とし田園都市合jdの財政計支l ま570の基礎の上 給し符る 、 而も別にその［ｽｾのＱ�主主をするＡ炉、要もな

に樹てるべきである。故、農M地の代侠 l立、 24軍事 いと云つれ様 1;' 好; 蛮な土地を獲得しf年るお島' 合もi 6

ｻ･ ｊ￭ｾ る べきものとするならばＧ結局総額として Ｕ ＷＰ るかも知れな L 、。が然し此昆に認ましき事は農耕

の牧金が計上し得 るやう差引 16 @の{賀 l: t 、市街地 地ゆと云ふものは本質的に会1112の供給に貢献すベ

の代債 の一部として取坊はるべきものでめる。然 き事であると云ム事でゐる。而も土地 l主力、、る要

し乍ら農耕地帯の僚と云ムものは 、普5 A の農耕地 求に謝して最善的 lこ; 盛合する様に利用さるべきで

のぞれより蓬か に大きいものでめる事を丸子会して ゐる。若し芙のいE域が公園用地とか牧場用地とか

はならぬ。或は嘗て都市として開校され? こところ

又はそれ に類 す るところでは、一英lU-r 1こ付き 40跨

以 上 の 僚 を 示 す の は 殆 ん ど 恥 か で あ る 。 だ が 然

しそれらの償殺は都市開努力 t通常に仔はJ l 人口が

集中して来るまでは存花するものではないのであ

る。故 に事業開始常時に於て( 士、或る施設を行ふ

のに之を主主権すべき初出な経費が用意されねばな

らな い。

c  10 

理想的には、} 造業地殺( I 市街地1 ¥1心地主全然 ー

同に以扱ばれるべきもので、而も四国都市台、骨[ 11

JI- L の企業ーに影持される土地の金品! J ! . . 絞士、購入すべき

であると云ふことになる ο が然しそれは治んど質

際的ではないのである c Jl t ，の放に市街地の Jt; 1図に

有効なる良耕地殺としてヲfj分なる土地が存私する

限 b 、用 地o賠入する必要はないのでゐる 01ごが宏、

しI出蕗に最も大切な要件は、都市殺す| の侍質或[ 土

都市計支の準備など{ 士、 それを図践する農事) [ 地に

よって徹底的なt ' e - ・響を受りると云ふことである c

そこで農耕地平 ｲｾ ｴ 云ふ海念が都市の規模を ｦｾｉ ｊｦ供す

ると云ム浬想と i結び付いて取るのは、 必然的 fJ 惑

なのである。放に土地{ 立民fJt 月の民的の :1:iii に一時

的 に儲[ 呆されるのではなくして、寧ろ決定的な H

的の iごで永久的なもとなるのでi 6 る c 土f 色利用に

附する[ 決り或る程度の制節と、みまり極端でない

商積上の制限は ｫｾ 、に頼度に依するしのと忠、ふ。

りれども原則的な主1: る方針は保持される様計設

してお〈必要がある。何故なれば1出の事 !2. 農 業

開校と同程度 に 工業開設にもｾｾまを及ぼす都市

の主主大る J十査をなすべき重大なる誘闘をなすから

である。

c  11 

肢も)f地惨として要求さ H る而績は、 問問の状況

によって定 るのでめる。食憶の供給と経済的保返

或 :i 叉野原として利用可能地でゐると云つに煩ひ

の如何なる E見由カ f ゐるにしても 、以上の理由以外

にｾｾＮ、慮が泥沼地叉ｻま浜松市 ［Ｑ 立岩床地などでめうれ

場合に{ 士、 1言、J電生産用地 t しでは不; 車掌でゐ C

うc tごが然し質際問題として大低の用地! 土1必要な

牛乳や作字し生産物が芳Ｚる程度の巣主主や ｬｬｩＧｾ だと共に

制合よく生産し ｦｾ トる可能性ｾ見 ｈｊ す ｌ のでめ る ｯ

;!-t の{ 也に明確に期待されて居るのは、例へば農耕

地帯に於て都市への牛乳を生産すると云ふことは

運搬貨と濫授と金紋i貸し且つ新鮮にして正確なる

供給が縫; 呆されると云ふ事でみさ。が然し力、、る

jml寺lこ'l¥' J し一段仰向陀の泌さの用地が! 官、要主され

るでみらうか? 比の質問に針し正磁に説明しf17τ る

形態に達するのは容見ではないのでめる。何故な

れば農. : w t 作業の係件と変際的の耕作とはその結果

が水質的に ｧｾ なるか ｃ でめる。であるから若も我

々が用地: r - 酪農場として開設するに通し且つ各牛

<'fiに 2. 6 英町の用地が必要でめると偲定するなら

ば、年平均己20 ガロンの牛乳を以後し得るでめら

10)  

うし、更に又我々は液飽牛乳の年ー日の消費量を人

来 11)

口 l 人に付き牛バイントと仮定せば人口 50. 000の

場合には毎 u 3. 125 ガロンをl必要とし、従てつ此

Ｑ ＰＩ 此の司王の設関の十 ｩｾ 僚は R. Sil cock  and  Son， 

Lt d. ， Li verpooJ. の “ Oairy Farmi ng on Arable  

L and" による。山の務容は比の問題に際J し5 つの

論文より成り 、大沼比l怠で説明しれ程度の卒均1直

営取ってゐる。

※  Pint Cバイン ト〉は桝闘の名で我国の三合一

勺牟が l ノごイントにキ目嘗する。

I  i ) ウエルウイン悶園都市に於げる牛乳の消費量

は! 日 l 人に付き% バイン トでゐるが、 之 l: t 若干

多過ぎる嫌に忠ばれる。 Lond Dawson of  Penn 

"Report of Proceedings of the  Nat ional  Milk C onf 

erence，" 1823.  P.  39.  によれば' 尖尽| に於げる 1 U  

の牛乳消222立は平均} パイントであるの にうf C殴合

衆閣に於てはその 3 恰も多〈消波すると言聞はれて

居る。
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の li quid mi lk のみとして L 約 1.784尖町の商積が いI!J .¥から 7 埋までの良耕地帯の比較を示しにもの

要求される続ーである。故 lこクリームやチ ーズ及イli!. でゐる。若しも理想的計斐になる都市から 4 阻自It

の生産物及養鶏場、養豚拐、楽園、果質国等の免 れれ間隔勾 に建設されれ t するならば、各都市 lま

に変 に居者大なる用地I " 必要とするのでめる。が然 約 15卒方 J! ! J 1 ，の農耕地帯を持つこと になる。そして

し以上の目的に要求される用地の居者さと云ふもの ぬの地方に居る多数の苦手働者は都市に住み得る様

は、牛乳の場合よ b比較的狭小の府きで間に合ム になり且つ資質的 に農耕地 によって生活して行か

のである。 ねばならない苦手働者 には、都市生活のめらゆる施

2 p : 均奥行最低 1 ｮｾ｜ の範圏内は明かに同合的待徴 散を亨右すベ〈都市に充分接近して生活し得るの

を保持し得る程度とし、 同時に他の建築物を凌主主 でめる。叉農耕地帯に病院、運動場及公園等の用

せしめて都市色分自mせしめる様になすことが草 地が最も経僚的 に獲得し得るのである。

まし L、。若も都市用地の一昔日分が海や丘陵地又は と12  

自然的地勢等 によって境界される場合 には、比の 都市の市域内に農耕地を持つ現在の都市限界と

保護地帯 l之、例へばか〉る自然的地勢が如何様で 云ムものは殆んど笈認し得るものでな L、。にも拘

あらうともをれを皮外親して、要求されて居る農 ら宇多くの都市は彼等が欲するなば、 その市域内

耕地をダイアグラムの形式を以って表現すると云 に都市計主主の西日程方法如何によっては、すくなく

ふ方法I " 採用してよ L 、。50. 000人の居住者公持っ とも本質的に部分的ではあるが農耕地帯を取得す

都市 によって占宥されてj苦る面積を各戸毎の人口 ることが出来るのでめる。 1913年に於げる地方行

12)  

を4. 5人とし l 英町5戸主云ふ桜擦を以って言十算す輸政燃 ( the L ocal  Government  Board) によって周

るならば 2. 222 英町の康さになる。図形線全取る 意されれ統計は、農耕地に除j しその範閣がイング

ものとして考へると 、か、る都市は l. 0513n盟の今

僚を持つことになる。レツチワスは都市面積とし

て1. 482:9t町〔人口 33. 000人に剥して〉

と農耕地帯として3. 066英町合計札 548

英町の土地を有して舟り 、 ウエルウイ

シ同園都市 l; t 都市面積 1. 770 共同r ( 人

口40. 000人に遣すして〉と農耕地待とし

て608英町合計2. 378英町の土地を有し

て居るのでめる。之等雨者の良i M也保，

言十設を比較するに 、株にウエルウイン

の方が不充分である。が然し此の場合

雨者の都市限界として挺の良耕地帯 1:1:

田園都市合祉の筑際的に所有する土地

より温かに越えに府大なものでめるこ

とを記穏せねばならな L、。都市が金〈

建築し寵され、農耕地帯の蹴張が必要

となって来 1: 綾な場合には、都市が隣

接地自? 要求し1司る様にするか者れま農

業的待質のあるものを留保するに l必要

なる土地を全骨量的に用意してお〈か二

者の内そのいづれかによってか、るJ ! 1 ' 1 ，

涯を笈行する様前以って準備しておく

必要がある。

今比Eきに示すグ、イアグラム[ 主人口 50

. 000 人が居住する都市の周囲に奥行

ラン 1." 及ウエノレズに於げる Munici pal borough と

他の市街庖域との範囲まで及ぼして居る事 ｾｊｦ，

一 一 一

12) 比の統計は England 及 Wales に於げる各都市又は他の都市区域に附する 1911- 12の l 年間のも

ので Borough 叉11 Di stri ct  及農耕地面積金英町で表しに面積を示して居る。 CH. M. Stationery  Off 

ice， 1913.)  
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して居る。 1896&1"-の Agricultural Rat e  Act s の 域と云ふのが 1.136ゐつ? 二。その内 l. 076からの報

第 9 主主に定義として農耕地営、耕作し得τ る利用々 告が受取られにのであつれ。之等総底域の守十主主は

地ならば、草地と去はす'牧場 μ 、lます、或は士英 3.884.  139英町で殆んどその- 5 J1Jlち 2. 533. 035英町

田 ｔ ｾ 越える家庭農園でい市場良義国 CMarket が農耕地であっ7このである。而もそれ等の良事件用

Garden) でい果樹闇叉は菜園でもいづれも農耕 地面積台分顕してみるど 22. 000英 町 ( Hol beach)  

地 を意味する t 規定して居る。但 し荘園、庭園及 から 7英町 CStow-on-the- I//old) までの種別] に 分げ

前記以外の娯楽用地等で家屋と共に占有されて居 る事が出来る。倫此の外 に農耕地の範闘が 非 常

る土地、或は如何なる土地でい: t としてスポ ー に狭いも のや或は僚が非常に 高いので考慮外とし

ツ用又は厚生用 の国 的に謝する 専用 地と して信保 1:二 ・三侍i ! IJ な例外はあっ1: 。が然し更に! ! ft個の

され? こ土地或はレ ースコース 用として利用される 市街地に於ては単位面積の地{ 質 Cacreage value) が

用地等は比のなかに含まないとされて居る 。其の 4夢前後のものもあっ1: 。次表 に示すものは人口

蛍時の統計には Municipal borough と他の市街! ぶ 50. ｏｏｏ ｾ 近隣に持つ都市の質例である。

都 市 | 総 面 積 |

農耕地面積 市街地面積 人 口

名 ( 含農耕地〉尖 I町 ＢＡｊｾ 凹丁 英町 (191 1センサス〕

Aberdare 15.183  !3.9己う 1.218 50. 830 

Barnsley 2. 385 1.064  1.321 50. 614 

Carlisl e  2. 025 800 1.225 46. 420 

Chelt enham 4. 726  2. 659 2.067  48. 942 

Colchester  11.355 9. 009 2.346 43. 452 

Dewsbury 6.720 4. 299 2.421  53. 351  

Dudley 3. 536 1.628 1.908  51 .079 

Eastbourne  6. 833 4. 075 2.758 52. 542 

Exeter 3. 168 l. 272 1.896  48. 664 

Gl oucestcr  2.315 791 1.524 50. 034 

Keighl ey 3.902 2.551 1.351 43.487  

Luton 3. 134 l. 421 l. 713 49. 978 

Oxford 4. 719 2.135 2.584 53. 048 

Swi ndol1 4.265 2. 624 1.641 50.751 

I// akefield 4. 059 2.624 l. 43う 51.5 11 

I//atford 2. 064 474 1.590 40. 939 

司f< J1'bの面積のなかには良耕地の定義の i守外の L の も凡て含む。

民主)f 地を留保しiH，る是等の都市 C1913{ f 三以後に 得るところのものは、都市に健康にして秩序絵然

[ ま多分もっと行げるかも知. 11 ない〉の能力 t 云ふ れる高雄な環境を保持ぜしめる事にある。一時的

ものはあらゆる種想の利権や将来の建築用地とし な建築物が不適温・に累加 :され? 二 h、役に立? 二ね L

ての 債値によって著し〈制限されて居るものでめ のを多数堆積し? こり 、或は叉我が都市の殆んど凡

る。地方営局 t ; 、か〉る機舎に 封し敏感 に活動 し の周濯を破践 L て行くところの来建築地 CVacant

得＿こならば、都市の郊外 ｬ 立ｾＨの要求に 従 って留 building  Sites) 程、非常に悪影響を奥へるものは

保地を得ることが出来る のでめる。同国都市に於 ない。 放に森林、公園、 丘陵及水流や答村落や地

げる 比の問題には、利権力; 侵蝕して来る商] に彼等 方都市を最も魅力ある悶園地 CCountry Side) と

自身で関係し得るのでめる。 なすれめ、 自然風致の破攻守防止する銭の風致保

ヒ13 存をなし、 而して吾人の都市周囲に新鮮なる空気

多〈の都市サ ーヴイスの内で、良品) f 地帯のなし 憐イ斗ｾ衡す事 ｬ ま 現代の最も緊急ｾ［ 1，よる問題なのでゐ
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る。 今に して)1七の時期を逸すると云ムことは、大 多畑、牧 場 尽1打l長良延閣と 云つに頬ひの L のを 自

自然 t 我等の組先我等に浅して行つ? 二貴重なる温 然の土、 lこ、か、る来1i しい都市がまま麗して行〈間

産れる家庭 t 回国 に主きして人聞のみが持つめの美 に保泌 されると 云 ふこと にな るのでめる。之l J . ¥l ち

しい愛着心の多〈を失ふ事になる。衛星都市の置を 此の事が正 しい都市総J!X. の部分 として農耕地帯を

主主の組系を硲保する と云ふことは、前記の遺産の 用意する事に よって ｊ￭ ｸ， し Ｑｾ ［ るところの凡てなので

保護 に 特 別 な る 工夫を ｬ 必要としな い で白然的なｾ ゐる。

ろ最も単純な素粁 な状態 に於て、 岡地、良圏、小

1 1 6 6  

静 岡 市 復 興 の 内 務 省 局 議

僻利 市 の復興計量は ＱＹ 日の内務省局設で 防 火都市 言 Ｑ 註のｦｉｾ斡をな す 紘 地 道路 Ｈ ｇｲ ･･ ｮ Ｎｂ ･ ｬｴ Ｉ

と新官吏公園が先づ決定し? 二。このグリ ーン ・ペルト はL 、づれも幅. s) 6 メ{ ト ''- で左右各 9 メ

{ ト ぶ に人選、rji 遺伝作り 、 中央 18メート んは様変 7二る級協地帯13 とな す L ので、 こ、にはキl!i

や僅のやうな育ちの早い常総樹を柿え、防火の陸上するも ので

(  1  ) 市 の中心音sffi 御用邸哀から 7 関町議に卒行して寺町 4 丁目に至る。

( 2  )  中央国道に卒行して前記グ リー ン ・ ｾ ＩｌＭ トと寺町 Ｔ 丁目 で ｔ 士 却をなすもの。

( 3 )  久能街道に沿ってゐる市の都市計主主街路 ( 台所町 より森ード町に至る。〉

の 3 本で何れも焼失隠滅内である 。公園lま5 偲所で坪敗、位置詳制は20 日に決 まる。 19 日

の局識は摺災地s ¥U川村市土木部長、勾坂問中際都市技師、 UI ' J ' A同建築技師、水省! 日的i村都立 l

局長、¥l l 同課長、泰正案第一、 中海第二雨技術課長以下側係官の間で午後 1!k'f eドーから同 5 時牟

まで 地元薬会中心に討議され? こもので、間三日中に は廷に*m• ｩ 話 Ｚｩｕｈ 悶ｬ， ｾえる改定でみ る 。 ｩ 而

して この道路を基準にして各個人のな有地を7決めることに なるが、 この測量 に嘗る 8班のう

ち4 班は、 * 京、大阪、町中奈川、変知の回帰f ! 将で編成際援する 事 に決定し 1: 0 fiお防空法築法

を適用 すべしと云ム設が主主築象台そ の{ 也各カ百よりキ日常走塁つてゐるが之が適用如何 に付て は

内務省蛍局 ｵ 挺ｭＺなｽ湿度 ｾ￨ｾ 研究 の古余 地めりとしてゐる 。ＨＱＮＲ Ｑ 報知〕

建 築 事 曾 が 技 術 的 援 助

6. 700 戸 を灰墳に締しれ静悶7けの大火に闘しで は商工省初 め各官脱 に於て復密封策を講じ

資金、資材、苦手t ; の臨給にm全を?期す司王となっ7こが、Hl : 築皐合 に於てし ＱＶ 日夜間 準ｾ Ａ合 ｨ 議室

に於て針策緊急ー協議舎を院l 合、静岡市火災復蓄に付、技術的 に授助 寸 る:zy; に決定し早大正大授

工 事ｼ専士吉田亨二氏を才ーとする遮信省、内務省 言 十鼓 局 、 防 ｾｦｩｦｦ 究 所、東 京 工業大祭、早 稲岡

大祭、 東京帝関大筆、東京市、警机燃、餓道省の関係技術ぷ3つ蚊氏[ 士20 日イ主災害状況祝祭の

治 に 上 る 。而して右親祭図は充分建築にｗｊ， Ｑ する復 興針策を澗 査 のヒ ＲＳ 日 ･ｾｒ 帝京 する 決定でみ

るが、 同豊島舎では可及的速かにi ¥j 澗r f - i 復興針策座談合念日/j 催、復興i l l : 築に関して技術家の立

場より之を検討 す ることになっ 1: 。向同象台では右座談合の結果 必要め るときは同豊島舎内に

復興建築に閲 す る小委員舎を段寵して関係官憾の ;;;' ，1羽に賂じ 復興事業に資する 惑も考慮して

ゐる。( 1. 19. 日工〕



合 ウ 蓋留

軍翠 :: .¥::.: .:.:.:" 干m.

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

ｬ 祈枕 ｬｬｩｬ 表 後に於 ける本 Ｍ ｬ ｴｨｦｊ 目下 Ｑ Ｍ Ｑ の軍務 公刑 者 下 記の通 り であ り ます Ｈ 交 付 Ｑ Ｑ｛ ｾｩＩ

地方合日 大西毛穴n ! 1有 普 通 賛 U)) ｦ ｾ ｬ＠ 7j'- 問 販 共 有 * 木 貞 一 京

4汗

H  

l夜 八 木 盛 二 氏

昭和 ＱＵ ｾ 三 ｬ 月 ＱＲＱ Ｍ Ｑ 合員八木経二氏病をＧ以て逝去

せらる。

す

弔 詞

ｾ に 耐Ｚ閣法人日本建築協合合員一 同 を 代 表して

恭しく古文元本合常務合名倉位入木工務J苫代表社員

入木盛二氏の英媛に告ぐ

我日本: @; 築協合力: 桑に逮築界の振作革新台以て

関西の一角に :lt の旗械を椴つるや氏[ ま昭和 4 年 II

月終合本合々員の一員に Et き宵f来我協合の役員、

委員にＧＱｦｾｾし財界の功績鮮からすＧ殊に我協舎が約

司王の施設に於て氏に侠つr . t 亦砂からさ' るものある

の秋忽然として幽界に錦せらる 1同惜E苦ぞ祭へ八安

に本合合員一同の赤思を捧げ句] に哀悼の意そ炎す

葉 < ( 工英露夫れき手犯として司王り型寄りよ

n'，-Htll 51，1二 1 IJ 1511 

i i d: 閣法人 n本建築協合

令 長 工 皐 博 士 片 岡 安

常 務 打 合 会

氏は昭和 4 年 1¥j J  21日本合合員として入合同f&.< : 時

)iJ r  

評議員、常務等の役員に蛍j塁本合のにめ技力ぜら l

1  )i 8日午後6時 30分- 9時

陳列場) i ll 室

伊目安 :=1: 記

三 浦 主 記

相 本 主 計

事

北 1宣 :: r . 記 玉 置 主 記Wl 席者

れしが病のにめに魚、逃せらる。 i旬に哀悼に祭へす'

抜に宵照と略歴を ｾｩ 掲げ謹んで弔意ｾ表す。
薮 rドデr:記 岩 尾 主 計

l. 氏[ 立明治261ド10月 6 11 鹿 児 島 限 n ｉＱ 長 ｾｉ 問 ￟ｉｉｉ 村

に生る。

魚ヲト編杭 政 問 編 斡

l. 明 治42年 7 J l 陶西商工準校述築科卒業

ト 同40年 4 JJ 辰野片町建築事務所に入所現場係

及 建 築1系を奔命

!  大正 6 &1" Ｔ 月株式合社佐伯組に京主戦准築 ｾ Ｇｭ 長

o奔命

l. 同14年 3 月猫立し土木! 匙築詩気撲を経替 J U友

E長

合名令請土入木工務底に改組今日に至る fl 寺

1. 1 lJ i列舎に制する件

2 委員合規TN吹 J Eに附する件

，委員幹事改選の件

4.15年皮) - : : 11: 力量十

う J L f 也

常 務 会( 第 11ヨ〉

1  Jl 12日午後5時30分 ー7時

l. 昭和 15年 1n  12日総混血にて逝去享年48歳 i 所 t:!，合l兵鋭部主

昭和 15&1三 1 Jl I5 日阿倍野新斎場に於て葬儀執行 ; 111席 者 司 事 片 附 令 長 今 林 MiJ 令 長

本令より常務桜中一真民合葬の u 記 市 詞 r代 詩 ι 荻i ; ; :J 合 長

6 7  11 



官義

敗事 i月二 t 険 事

常 務 伊 藤 中 記

玉 詮 三位 記

薮 中 主 記

桐 本 主 計

棚橋編申 ｉｾ

事

1. 1月例合開催に闘するイ牛

2. 評議員合開催に関するイ斗

鈴 木 段 事

:IIJ 底 二伝 記

三 浦 主 記

岩 尾 三主 計

勉 弁 編 1ドt

政 間 続 料

3 合俊英他取立不能金稀成整理に si>Jする件

1. 午後 6f 時10分一間食堂に着席開寝

ト同 7 時30 分今林i . ¥I l令長座長 L なり本4ノ l l H勾

ｦｲ として怒 淡ｾを 催し ｦ 二る旨そ述べて防 ｈ 干の

挨拶あり

I. :fl 席合員各位より合に霊せする意見、希望等の

開陳めりて l 時間半に亘りて種々有意義なる

懇談合宣言ぬ

1. 午後 8 時50分今林b¥!1令長より閉舎の挨拶あり

椛 ｩｲＺｾｾ｜ に一同解散す

常 務 打 合 舎

4. H1征、入替、I ! ! ! t 徴者におする来牧入合段取扱: f時

に闘する件
Ji)i  

1  )1 20 日午後61f寺20分ー伽; f 30分

陳列容がl蜜

5. 勢務者住宅設計画案懸賞募集の件

6. 役員、委員合等に要する食券債総に 隙Jする伺

7.委員合、幹事合規程改正のイ牛

8. 委員、幹事委燭のイ牛

9. 引総事項検討のイ牛

10. 合員詮衡

報 告

1. 常務逝去報告

2.  : . e 征者報告

一月例舎 〈怒親晩餐合〉

時 U1l 9日午後6時 10分- 8f 侍50分

所 南海高鳥屋サ ロン待かj 食堂

出 席 者 浅 井欽治郎、青 木 康 純、証11 闘 賞

"  6 8  

況11 岡 宮 彦、池 田 弘 純、井 t 一 雄

飯 田 賢 次、石 井 春 雄、岩 元 熊 絵

馬 野 七 登、大嶋太一郎、小川安一郎

河津喜之助、 片 山 信 一-、木村小治郎

木村梅次郎、紳 足 繁 雄、近膝興三次

白 川 雄 一、清 水 祭 二、為 熊 卒

烏 間 交 韓、須 E奈 良 雄、銭 高 久 吉

国昔E 着車交、塚 本 猛 次、 問 中 裕

津 村 芳 三、坪 井 誠 一、 中 西 六 m(

! i t f 中駒市、子質問 1安害、期内四知丸

松 本 儀 入、松 浪 太 郎、松久保敬三

三 勝 清 三、宮 川 位 殿、村 井 絞

山 本 潔、波 遜 義 三、若 宮 松 蔵

辛口同 友 吉、若 松 甫 、 今林 ｅｅ 大ｩＧｩｾ

i月二 上 踊 議、伊 藤 正 文、岩尾ー保衛

桜 中 一 文 ( 敬勝目在、五十音JI阪〉

大和毛書記長、戸 川 容 記、 111 内 替 記

近 際 助 手

出席者 伊 肢 とr-. ｾｂ 、 北 ｬￆ 主記 、 玉置 ］ Ｑ ー記

三i 1 I 1 ホ記、談中 ，r: f: t 、岩 尾 ?七百十

Ef 色

亀井編中耳、 :IIJ 川 潟市号

事

l 委員合、幹事併見程のイ斗

2. 委員、幹事人選の件

3.築関住宅敷地設計図案懸賞募集の件

常 務 会 ( 第 2 回〉

i時 1  n  23 J 1午後5時 20分- 6時40分

所 陳列ｾＮＸ ｉ ｊ 室

出 席 者 組 事 片 1: 司 令 長 今 林 {i ¥IJ 合 長

坂 部11 .，含長

段司E 井 上 段 司 王

常 務 伊 弱.J J:_ ｾＸ＠ :1じ 垣 =: r : 記

:=:: iitl *  Foc  政 円1 ごt ｾｂ＠

崇 ls 止 すf q白 井 編 物

何 月 橋 衡 中1[ . 政 附 編 中ti

5nP吟"全 ｾ＠

ト 2 jJ 倒舎に附する件

Ｒ Ｎ 評議員補ｬ｜Ｑ ｴｬ こ制する ｩｾ

3. 昭和 14 1
p民: 牧支決算に附する件

4 同刺徐金風分に関する件

5. 委員合、幹事合規程吹正の件

6.委員、幹事委嚇の件

7.昭和 15年度収市街地位築物法令愛刊の件

8. 集図住宅設計間業懸賞募集のイキ

9. 静岡火災訓査員渡益主のイ牛

ＱＰＮ 住宅改 支 令より申 ｴｈ に係る住宅設計図茶話ｾｦ￭Ｚ

募集I見位合誌に掲殺依頼の件

II 帝閥脳曜日If より申 eHに係る雑誌寄贈方依絹の

件



12. 合員詮衡

報

よ』

口

1. 1月例合終了報告

2. 元常務入求権二氏逝去報告

3. ｈｾ 征者報告

評 議 員 舎

1. 昭和15q三 l 月23 日大阪市北陵中之品 3 丁目 3番

地朝日ピルデ イY グに於て評議員舎を関合す。

1. 出席者下記の怒り評議員23名、段事 1 ;名

伊 膝 正 文 石 井 春 雄 岩 尾 保 衛

字都宮藤次郎 獄 図 t克 之 助 勉 弁 幸 衣 郎

北 垣 熊 之 介 久 保 田 種 吉 奥 田 Jt-. 

棚 橋 諒 塚 本 猛 次 中 鳥 喜 卒

中 野 順 次 郎 長 毘 清 ー 野 中 駒 市

沼 原 徳 衛 花 輪 正 虎 政 間 基 次

増 井 敏 克 桜 中 - J芝 片 岡 安

今 林 彦 太 郎 坂 静 雄 ( 以上評議員〉

井 上 部 議 ( 以上監事〉

1. 午後 6B寺15分開令令長理事片附安氏議長となり

只今出席者23名にして定款第24ft革に依り評議員

定員の 2 分の l 以上の IH)誌に付本合成立の旨を7

告げ開合を宜し汲告の湿り議事准行に入る旨ｾ

』ニ 1-

E耳、。

ＱＮ 第 ｬ 減議案常務 ｬ 名柿鉄ｾ誕の件

元常務米倉威夫氏逝去に伴ひ 1;名前飲の旨を述

べ共の Ｑ 塁率方法ｾ議場におる久保問評議員より

育Ij 例により令長指名の詮1 s Ij 委員を7殺げ一任しで

は如何との提案あり賛成の￯ｗＺｾし総長より賛否

ｾ問ひれるに異議なしのＡ怪ｩｉＩ lJ 1: 1) 依りて誌に

詮衡委員制に依ることに決定、次いで詮 ｾｪ 委員

は 3 名に て差支へなきゃ: t ｾ［ｻｦ＠ ｾてｊｬｴれが賛成を

件 ＱＺ る ｩＮ ｮ 以て議長は左の Ｓ 名 ｾ指名し共の Ｑ 訴訟

をヶ符f こり。

中野順次郎氏、黒田 11f. 氏、滋 中 一 真 氏

1. 議長只今の 3 氏{ ま[ 直ちにか! 室に於て詮衡されれ

しt 述べよって 3 氏はかl室に入りて詮衡に着手

す。

i 第 2減議案 評議員 1名布日鉄に関するイ牛

評議員米倉威夫氏逝去に伴ひ評議員 l 名鉄、員と

なりれるが右[ 主目下のE包含務滋行上支障なく叉

総合開催 ｢ 必要とする Ｗ こめ旦緊 ｾｾｦｲ 要する ｌ の

に非さ' る放営分飲員の僚主して IHfl f 可と議場ーに

mft 9  ' 1 こるに築様なし異議なしの駿ありよりてオ正

案は常分飲員の依とし共機を ｾＱｾＺ て更に協議する

ことに議決す。

ＱＮ 第 Ｓｾ 成議案 昭和 ＱＴ 年度ｾ長支決算 に 明日する件

岩尾; 港'務起立し放ねて回付の決算表により詳細

に説明を? なす井上監事起立して 只今岩尾常務よ

り報告せられれる内容に就ては検閲の結果総て

合法的にして正確なる旨を詑明せり謀長lま更に

住友信託株式合祉によりて内容詳細に亘り合計

検査を受げ舟る旨附言し1宵質問 なきゃを? 問 ム。

質問者なし議長質問なげれば承認として差文へ

なきゃを再び議場に" 住り呉言義者なきに依り本議

案は承認と議決

u お4 披議案昭和 14年度刺鉄金慮分に附する 1*

議長より T攻め副布せる 5草分案茨によりて説明の

上賛否{ e ｒｾｾｾ＠ i5 。兵議なし具議なしの殻あり依り

て議長本案lま之れにで議決する旨を? 並ぶ。

ｬ 次いで謀長只今詮衡委員より詮衡の結果ｾ受り

i: ; ; ，故報告すとて: 左の、返りを査表す。

常務〈主言! っ久保問種吉氏

右米合氏の補欽として決定せる旨告ぐ( 一同拍

手〉

1. 夫れより議長は本合議事録の代表岩一名者に占Eの

二氏ｾ指名し共承諾金利イこり

野 中 駒 市 氏 長 尾 清 一 氏

1 議長止tAl ｾＧ以で本日の議案全昔日終了し＿こ｛＾ i-. 以

て本 11 の許ー議員令l土問令すと宜し散合す

時 に 守 後 71王手20分

伝治-

Eヨ

含 員

貝 重b 青書

舎 者 ;

天i也嘉苧治: f l 尼崎市外立花村7]¥主: 字石田 196( 松

ラミ合ii - J : 竹中工務l苫〉

石 橋 光 雄 君 )(.f Iご三島郡応木村大学 11! lhtif ( 大阪

市役所経理部営繕深〉

ヒ悶君主守主君 : 奈支般生駒郡吉弘跡、村大字佐紀( ' < )

大 村 !M草寺 rHI 衣阿南市11
1
合11り53 ( 株式合社竹中

工務庖設計17日〉

間本正次郎君 京都市上京 ｉｾ 等 ｊ 寺院北町 Ｘ ( 京都

府警察郎建築工密謀〕

6 9 1 1  



清 水 w君 京都市伏見限深草中島町26 (  ?  )  

鈴木主主久有 大正1広三 I肝家沼通4 ノ10 ｾｒ 洋紡

統』ま式合面上三軒家工1易管絡課内

( 来洋紡続株式合言t笹縁課〉

末広三健次郎君 商法川ItiJ: jJn島村立之町 1. 333( 三 菱 含

j京株式合枇大阪支j苫建築係〕

脳 烏 5長郎宗寺普遜賛助員より縛特

藤 井 忠 義 君 京 都 市 左 京 ! 広 修 拳 院 楽 部2主町'26 (  

京都府警察官日建築工場課〉

総 武夫; f l ' ) 付l 泉南郡佐野町j家III I'汀4.638( 白

後〉

入 晃 i攻 三軍司 {11吉似安i r . . 附J:} ノ39 ( 津田 ill 築 事

務所〕

諏 訪 秀 夫 済 問 ｊ ＡｘＮＡ￱Ｇｾ橘主主 Ｒ ノ Ｑ C白管〉

| 二 回 司 郎 宥 堺 市 大 豆 塚 町J 224 丙応大三耳Il 方

( 梅鯨車輔株式合社工務，¥! ¥設備課〉

大村主主吉;宥 i荷宮市津門信市町 d，3 Ct:t<¥; 省批竹

f 五瓦ア瓦瓦オ

合 員

期間好三草寺 和 教111市卜野町 2 丁目 。児問点大

rifl カ

藤 岡 静 雄 君 111 口服部i資 従111官接株式合社建

築 課

l十1 lll j ' . 吉閥2耳 東淀川町閥次l町193

，Ｅ同支持軍吉住吉ｊ［ｬＢｾ万代町商 Ｒ /  27 

同 廃 勝 利 君 イ宅吉P芯万代町西2 ノヲ3 株 式 合 社

鹿島組大l仮借署長所内

並 木 長 吉 君 Ｑｍ ド北河内 ｾｭ 枚方町岡ＺｴｾＭｪｩｪｊ Ｗ 5 ノ12

木村手1] 久てに宥 小含市足原町紳 ｊ ｾ ，， Ｔ Ｐ 日本官 ｴｾｲ ま

式合i i t I : 小倉支} 占

1]1 木 正 毒;君 愛 ・愛燃越符郡鋭村J l E海 181

須藤長土佐草寺 Jrr I "W能郡南1l J 1f : 1t村原田 730

rll 工務庖紳戸支，占 ) 寺 門 四 宏 、 諸 君 京音r >市右京協; 穏安問ノ川町8 パ

丙 ｾ￶ｩｴ［ 坐［精 兵庫県係武蔵事日精進村三[ 際同支手! 橘 自宅手草寺 嶋 ili 霞ケ rr:l llJ

119 C株 式 合 祉 大 同 組 ) 楽 同 信 一 草 寺 兵庫県系飾者邪人情村オ272

l坂 本 忠 義 宗 '1じ時巾似flllJ50 ( 株式合社中村工務 j 校 永 巌 宥 石川弘幸河北部森本村株式令請土石川

、

官) 製作所内 ｜ｩｈｩｮ 建築事務所 ｉｈｾ 即 Ｇ ｊｩ

中 村 武 見 君 討 す 民 間 町 l ノ19 '11t1 " 工務お内( ? ) ; 伊 政 弘煮兵庫副長武庫fl 日鳴尾村川添

佐 JJ'本 "J; 肴 兵 庫Jl 探Illilll 市立花村塚口 三 和 銀 i 三好喜三fi ll宥 兵庫 ＡｉＥｬｩｾ［ 軍部Ｈ主古村古新向 Ｑ ＴＷ Ｐ

行革長口幸子街合内( 三和銀行〉

風i 問久煎才号 紳戸市 ｾｩｦ ｡Ａｾ ［［ 森後町ｊＳノ ＡＶ Ｈｉｉｉｾ 糸工

務1苫〉

三図利道君兵庫ｾ怒川没Ｑｩ日園田村点、 ＲＳＶｃ 自主事〕

岩 戸 謎 君 北 民 芝 岡 11庁49 ( 清水工務底〕

地 方 合 員

ｾ田宏美雄君 北京内六区南池子大街29波 大 林

組北京支庖内( 株式合社大林組北

京 支i苫〉

多 岡 武君 東京市芝日九海松1町l ノi 野i華民; 吉方

特 別 賛 助 員

中 X，'i " & 六君 兵庫県系武j京都本 lil 村森( 株式合社

須賀商合〉

浅尾健太郎君 F有限安堂守橋遁 ! ノ3 ( 浅尾建材商

j主 ・浅尾工務j古 自' )i f )  

普 通 賛 助 長

生同積j台j;j[ l君 堺市寺池町西3T33 C自絞〕

111 旦 長 i台宗 j担問; 左車道町2 白井千二郎カ( 陵

軍 iiE兵隊大阪工廠技術謀〕

"  7 0  

可ｾＭ馬 正君名古屋市 ｬ 問本Ｑｉ ［Ｑ ，ｾ日夜道 Ｓ ノ ＡＶ

1也 方 倉 員

岩 波 楊君紳奈川燃大! 法IIl J 好大寺内

村 岡 俊 ftil 震 脳同市東 I1'i Ji i 日産自動車販資株

式合元士悩附替業所内

rドi幸吉i i { ¥; f l 岩手: 際釜石市清水町前il ! 3i 住宅内

法 jl' 金二三fil¥君 天津日 :本組界常主主Hi'l O 竹 中 工 務

rJi 天津支庄内

米 i率 直 j台君 京城府錦町 142 朝 鮮 総 督IH. &君主:¥1)

鳥弁拾燕君京城刷新1 j : :1町290 ノ50

(  '1t;zド J局8007)

石 1] トi会之助君 府ド Ｑ ｾ 主能 Ｑｭ rj' 戦島村守様，42

坪 川 忠、震衆院京橋 3 株式合耐火林系R設 計

ｾｩ￭Ｚｬ＼ 内

安 田 a古 君 遼:1じ市大安卜二甲 277

替 遁 賛 助 員

鳥 居 正 奥 宗 横 須 賀 市 横 須 賀 航 空 隊 内 入 木

工務庖作業所内

芳 川 時 男 君 西淀川区野里町252 谷湿っぢ〈大阪

担黄山監督周鍛業警察課〕



辻 本 孝 一 君 朝鮮威主主南道噂山君K: 7. . : 南涜煮豆

合 員

長ｾ江 Ｗ ｝ｃ定 。 株式合社 ! 草川?工i住吉聖

粉 川 進 一君( 密姓戸川屋 〕

事務所建築係

地 方 舎 員

苅 津 章 夫 君 11合府案市馬家法永和寮15 Cn台両手責

池 田 梅 親 君 CW名訓学〉

俄道局工務課建築f系〉

7k 本 客 日 青 震 関東: 軍司令官EvH，5 ノ 10

上 井 7ど介君 問111鯨児島郡日比! 灯火字玉 10 玉

認i船 所 構 内 大，曾土木株式合祉作 含

! 死 亡 〉

員

君主所内

山 ド源太郎草寺 東鵠舞市中舞鶴 II I T六被方

: 改 姓 名 j

曾

ぅf C 倉威夫君( 昭和15年 1Jj 5日逝去〕

入 木 凝 二君( 伺 154三1月12 日逝去〉

〔護人で哀悼の怠 o来 す〕

身コ

ロ

今般常務( 主計) 米合成夫氏逝去に千j 昭和 15年 l 月23 E 1 問令 の評

議員令に於て布n紋;22棋を執行致しまし I: 結果下記の通り首選相成り

まし?こO

常 務 主 計 久 保 田 穏 吉 氏

昭 和 1 5 年 2 月

福士圏法 人 日 本 建 築 協 曾

7 1  11 



輯編

後

E 口

百レ

Ｑ 左大去の ＡＮＱＧＮ￱ｊ Ｈｊ訂感で飾ら ｨ 仁詩 ｩＧｾｉＧＮ 放の Ｑ 去をＧ受

りて本ＸｊｒＡＺ ｴ 元気 ｾ￰ Ｚ￬ 刺 ＱＺ る｜￬ ｩＰｈ Ｚｉｴ築Ｇｾｾの ｩｬｬ 築論

緋帆を以て翠んに。和Iれも新鋭の意気高 ι か

な述築' 衣の併 になるしので、 どうかする t 沈

まうとする今年の業界) 長男への火事い刺激御!

となる司f 0司i: 倍してゐる。

交 111 口氏の「事処と" i l l : 築家 J 11J jl従 l l Hml，ド

闘を迎へ 1: 今 1I あらゆる角度から述築家に扮

して征z めてl i '1川、ある p. :JJIR¥( 供してゐる。波司 lj

氏 の f ｩｴｾｪｩｊｈ 閥注ｾｾ展望 ｊ ＱＱｭ ながらにして ｩｴｾｩ

洲凶のEと物の向n与をめi妥ぜしめるであらう。

附記にみる DiHr if誌の( : J : 爪に日11する i抑腎 Tui ｻ｣ Ｇ￭ｈｾ＠

首する本; 第である。

ｾＧＱ Ｉｩｈ 者二 ｊ ￭［ 、 Ｑ｛，村俊一氏 、 質的立 ｩｬｩｬ ￭［の各 ｧｾ つ

1: ':Jin')J f). らの建築行政と官J ¥i ! 1のill 築に附する

論 文lよ、こ の) j ITuに異 常 のt住民挫I[ を行ひっ

、みる宅ntilf にJjリ 1. . ，て大 に {J ・伎な L の と信す' る

六法 11日三:E氏の f l l i : 築来 t 建 築 J 111iiJ 作外E受

紛 い 1ご.i tt J 三問題への潜銭で主JJ{for に b ( . 緊利{ 一

容しっかりやらうせ' 会を感せ' しめる。

会 ｾ Ｇ ｾｾＱ 時五 ｗＮ 大京の ｩｗ ｩ｜Ｍｲ五 Ｚｈ めって恨めて l仮々

しい。何 i t L五百. i l'. 早々松の内から jfP執 筆 を 賜

つ 1: L の で 、 こ 〉 に 執Z医者各{ i ' r に深甚の敬意

を ＾ｪ 巳する ｰ 久 ｾＱ である。

会書 Ｑ｜［ｬ￭ のｾ ｽｪ 火改修・建築資材の挑底力 Ｚｮｬｪ ばれ

てゐる欠光、古手間 iliの大l<..h・;tgつ : :0 J前大 'i

ｊｭ 坦 ｾＰ 一弘干 に して ｩｦＦｈｬ ｩ［Ｈとイヒせしめに＼ｊＮ ｾｉ 主虫 ＱＱ

伊j にし :ゑIf ! l l . なし火当証い最 rl'l こ燐り H'1 0 れ れ

例災者へは ｩｴｾＡｪ 料の同情全然じ ｩ ｾ＠ J ない次第でゐ

る。

カ協合から Ｑ Ｑ｜Ｑ問責 ｩＮＧ Ｑｴ＼ 悩 してお二 Ｉ ｪ の ｩ 卸 ｮｾ 肢

を・煩し i : " 吹放はその報告を '1' 心に街中it され

るjJ - t ; 主である。( 政問答，欠〉

庚 告 掲 載 料 金

建 築 と 社 曾

1  I}I }  ＵＰ ｾｾ＠ (重j; 王n3f!D I  

勾 )J J[司 11I 夜 行 定 作112111106 阿( ( . 36銭) I  

昭 和 1511'. 1 ) ] 25U 印 刷 ! 昭和 15"lc 2  )J 1  1I t袋行

夜 行 ・編 怜
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